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第 4章 葉上動物 

4-1 緒言                        

 藻場調査を行う場合、これまでは主に海藻の分布調査、種組成と現存量に関する調査に重きがおかれてき

た。しかしながら、『藻場』の現状調査を行うにあたって、藻場を単なる海藻の集合と考えるのではなく、『藻

場生物群集』としてとらえるなら、藻場に棲み込む動物も調査の対象とすべきである。藻場生物の多様性を

測る場合、藻場の基盤である海藻のみ測るのでなく、それに関わる動物を測る必要のあることは言うまでも

ない。また、藻場は巨大な物質循環系であり、その物質循環の大きさは『藻場の元気』の度合いを示すもの

である。見かけは同じ海藻現存量の藻場においても、その元気さの程度は異なっているかもしれない。藻場

の動物には、大型甲殻類や棘皮動物など藻場海底の底生動物や魚類やクラゲ類など葉間の動物も多く存在す

る。しかしこれらについては採集に技術的な困難を伴うことが多く、藻場の海藻相調査と並行して限られた

時間内で採集調査を実施する事に困難が予想された。そこで今回の調査では藻場葉上動物が動物調査の主対

象とされた。これには以下のようなメリットが予想された。 

１）藻場葉上動物は動物群によっては広域調査が実施されておらず、分布についての新知見が得られ、また、

未記載種が見出される可能性がある。 

２）藻場葉上動物は、藻場において一次生産者からより高次の栄養段階へのエネルギーの橋渡し的な役を担

っているものが大勢を占めていると考えられており、その生物多様性や生物量はすなわち藻場の物質循環の

活発さを反映していると考えられる。 

３）大掛かりな採集道具を用いて時間をかけて採集を行う必要がなく、藻場の海藻相調査と並行して、その

傍らで全地域に統一された調査方法をとることが容易である。 

 葉上動物の調査計画を立てるにあたって、調査対象とする海藻基質は、日本沿岸の藻場の主要構成種群の

一つであるホンダワラ科藻類に限定した。地域的な比較や季節による比較を行う事が容易である事が予測さ

れたからである。しかしながら、一般に葉上動物の調査には大きな困難が伴う。これまで、葉上動物のまと

まった広域調査は行われていなかった理由としては、次の要因が挙げられる。 

１）定性的な調査と定量的な調査を併存させることは、しばしば難しい。定量的調査で扱う試料数は莫大な

ものとなり、これを全て分類研究者に廻すことは、分類研究者の労力から考えても調査費用の面から考えて

も困難で、現実的ではない。 

２）藻場の葉上動物量はホンダワラ科藻類の最繁茂期には１株あたり数千から数万個体に及ぶことがしばし

ば知られており、試料の選別に多大な時間と労力を要する。 

３）葉上動物を構成するのは、ほとんどが小型動物であり、専門研究者でないと正確な分類同定を行うこと

ができない場合が多い。 

４）調査担当者の異なる各地の調査において、統一された採集方法や試料の処理方法をとりにくい。 

これらの問題点について、次のような解決策を採った。 

１）まず、定性的分類学的調査と定量調査を分離して実施することにした。定性的な、すなわち分類学的な

検討に供する試料と量的評価を行うための試料を分ければ、分類学的な同定作業と定量的データを得るため

の試料の処理作業を、並行して進めることができるからである。 

２）試料の量を欲張れば、処理できずに総倒れになる可能性がある。多地点からの多数の試料を間違いなく
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処理するには、大きな一つの試料よりも、同じ量であれば、小さな多数の試料を採る方が至当であると考え

られた。この点を考慮のうえ、海藻株ごとの採集を行わず、後の処理が現実的に可能である少量の試料を複

数の株から部分的に採集した。葉上動物検討の関係者が調査現場に出向けない可能性も考慮して、採集方法

については、後述の分かりやすい規定を設けた。 

３）分類学的調査において肝要なのは、標本を伴うリストを残すことである。研究調査の結果は未来に参照

されるべきものであり、同定の信頼度が保証されなければならない。現在ありふれた生物が将来もそうであ

るとは限らない。『ある時間断面のある場所のある海藻の上に間違いなくある動物種が存在していた』という

確たる保証の積み重ねは、未来の研究者に必ず役立つはずである。同定結果から作成する出現種リストが、

後世から顧みたときに信頼度の高いものとなるように、試料は全て動物分類群別に各分類群の専門研究者に

同定を依頼し、同定者の氏名を明記すると共に、各専門研究者からの報告書も頂いた。また同定リストに対

応した標本が確実に残るように、その保管場所を明記していただいた。  

４）試料の採集方法は分かりやすく簡単なものにし、各地における調査担当員に採集を依頼した場合も同一

方法で採集を行えるようにした。また、調査地にフォルマリンを持ち込むことを避け、資料の処理及び固定

方法を統一するため、採集試料は採集後に直ちに１ヶ所に冷蔵状態で送り、そこで統一手法で処理すること

にした。 
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4-2 調査地点と調査方法                 

１）調査地点  

 葉上動物の調査対象となった地点は、重点調査域40ヶ所のうちの 32地点である。残りの 8地点は、ホン

ダワラ科藻類の採集が行われなかったか、試料採集から発送および選別に至る過程で何らかの支障があった

ために、調査地点から除かれた。調査時期については次の表に示す。 

 

 

 

 分類学的調査は、このうちの31地点を対象とした。徳島県の宍喰地先沿岸は定量調査の対象としたが、基

質海藻の種同定ができていなかったため、分類学的検討には廻されていない。また、東京都式根島の試料は

調査初期に腹足類、多毛類、等脚類についての先行調査が行われたが、その後他の分類群の試料送付が行わ

れていない。定量的調査は 29地点を対象とした。宍喰地先沿岸を除外すると分類学的調査よりも3地点少な

いのは、時間及び労力的事情から分類学的検討を優先させた箇所があったためである。 

 

＊表中の数字は調査年を示す 
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２）試料採集 

 試料の採集作業は全てスキューバダイビングによって行った。現場において優占するホンダワラ科藻類の

異なる株から 1 試料ずつを採集した。潜水採集者はホンダワラ科藻類の藻体の最上端から目測で主枝長にし

て約 10-20 cm程度、重量の目安として湿重量で10-50 g程度を、海中で静かに切り取って採集袋に入れ、そ

の開口部を封じた。採集袋は長さ 30cm、幅 27cmのビニール製チャック袋の底部両端の2ヶ所に開口部 40 mm

で目合い 0.3 mm のナイロン網をかぶせた排水口取り付けたもので、採集物は袋のチャック部分を閉じるこ

とによって封じ、余分な海水を排水口より押し出した。1種類の海藻種からは、時間と労力の許す限り4試料

以上、すなわち 4 株以上からの採集を行った。海況などの制限で採集可能試料数の少ない時は、目標数に満

たずともよしとした。陸揚げした試料は、海水を排水した状態で大型ビニール袋にまとめて入れ、直ちに保

冷容器に入れて氷冷し、採集日または遅くとも翌日の午前中までに冷蔵もしくは冷凍状態を維持し、筑波大

学下田臨海実験センター宛に発送した。 

 

３）試料処理 

 冷蔵もしくは冷凍状態を維持したまま配送された試料は、筑波大学下田臨海実験センターにおいて受領後

も冷蔵保管し、採集日から遅くとも２日以内に固定処理を行った。まず、海藻を水道水中で揺することによ

って葉上動物を落とした。この作業は葉上動物の落下が認められなくなるまで通常 4-5 回繰り返した。海藻

から振り落とした葉上動物は目合い 0.1 mm のふるい上に移して水を切り、ヘキサミンで中和した 5% 海水フ

ォルマリンで固定し、個別の瓶に保存した。海藻種毎の複数試料のうち、1試料は分類学的検討に、残りを定

量的検討に供した。 

動物を振り落とした基質海藻は、アルミホイルに包んで80 ℃ の恒温器で 48時間以上乾燥させ、その後計

量して乾燥重量を求めた。 

４）試料の選別と計数  

固定試料は目合い0.1 mmのふるい上に移して水道水で洗ってから選別作業を行った。実体顕微鏡下で動物

群毎に仕分けした。分類学的検討に供する試料については、分類群毎に 70% エタノールの入った容量 4 ml

のスクリュー管瓶に移し、ラベルを入れてまとめておき、動物分類群毎に各動物群の専門研究者に送付した。

線虫類のみについては、エタノールに置換せず、固定液であるヘキサミン中和5% 海水フォルマリンを入れた

容量 4 mlスクリュー管瓶で発送した。一方、定量調査用の試料については、動物群別に仕分けた後に計数し

た。 

５）結果のとりまとめ 

 分類学的検討については、定量調査試料を含めた全試料を通じての合計出現個体数が10個体未満の動物群

は除いた。また、原生動物も対象外とした。その結果、対象動物群は以下の11タクサとなった。 

線形動物門双器綱（本報では線虫類と呼ぶ）・環形動物多毛綱（多毛類と呼ぶ）・軟体動物門腹足綱（腹足類

と呼ぶ、前鰓亜綱に限り、後鰓亜綱を含まない）・節足動物門クモ綱ダニ目（ダニ類と呼ぶ）・節足動物門貝

形虫綱ポドコピーダ目（貝形虫類と呼ぶ）・節足動物門顎脚綱ソコミジンコ目（カイアシ類と呼ぶ）・節足動

物門クーマ目（クーマ類と呼ぶ）・節足動物門タナイス目（タナイス類と呼ぶ）・節足動物門等脚目（等脚類

と呼ぶ）・節足動物門端脚目ヨコエビ亜目（ヨコエビ類と呼ぶ）・節足動物門端脚目ワレカラ亜目（ワレカラ
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類と呼ぶ）。 

 分類群毎の送付サンプルの採集地点を次の表に示す。暗色部分が送付試料の存在を示す。 

 

 

 

 各分類研究者から送られて来た動物同定結果は、採集地点や基質海藻に関する情報とともに一覧表にまと

めた。また、未記載種や未記録種に関する情報、分布に関する情報などを、各動物群の担当者に報告書とし

て提出して頂いた。 

 定量調査用の試料についても分類学的検討の対象動物群と同じ11タクサを分析対象とした。動物群毎の計

数結果は海藻基質の乾燥重量によって基質海藻乾燥重量(g)あたりの個体数に標準化し、海藻あたりの試料数

が複数の場合には平均値と標準偏差を計算して調査地点毎にグラフに表した。 

※調査地「式根島足附港周辺」のサンプルの一部は未送付により調査対象となっていない 
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4-3 葉上動物の分類学的調査 

4-3-1 分類学的調査の結果 

 

  葉上動物の主要な１１動物群について、各動物分類群の専門研究者からの同定結果及び報告書を得た。同

定結果については、この報告書では量的情報を排して定性的な情報として一覧を作成した。採集地点、採集

日時、基質海藻についての情報を併記した。また各研究者からの報告内容については、改変することなく掲

載した。次項以下に報告書と出現種の一覧表を分類群毎に掲載する。 
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4-3-2 線形動物門双器綱 について                   鬼頭研二（札幌医科大学） 

線虫種の同定には雄個体の精査が重要である。そのため雌や幼体による同定は、それらが線虫相を調査済

みの海域から得られたものなら可能だが、今回のような未調査海域から得られた場合は非常に困難である。

今回20地点からの31サンプルを調べたところ、34種283個体が得られた。しかし、雄をもとに分類学的に詳し

く検討できたのは13種だけであった。1サンプルあたりの種数はsp.としたものを含めても1-14種（平均3種）

と少なく、しかも全34種のうち14種が全サンプルの合計でも1個体だけだった。ホンダワラ葉上に生息する線

虫を対象にした国内研究では、堆積物の少ない海域（Wieser, 1955：和歌山県白浜）で26種が知られ、比較

的堆積有機物の多い内湾（Kito,1982：北海道忍路）ではサンプリング月ごとに14‐31種、年総計で49種が報

告されている。今回得られたサンプルでの平均種数が3種という値は、これらの種数と比べると非常に少ない。

しかし、線虫が少なかったのは、サンプルが堆積物の少ない海域の海藻から得られたことによるのか、ある

いは海藻サンプルの採取か線虫の抽出に関する方法上の問題によって葉上線虫の一部が得られなかったこと

によるのかが分からない。そのため本報告では、方法上の問題点の有無を考慮することなく、得られたデー

タの解析をおこなっている。 

１）分類に関しての特徴 

今回得られた葉上線虫類が示す群集組成の特徴は、口腔内に小歯を持ち、主に付着藻類を摂食する

Chromadoridae科線虫が46.3%を占め、続いて大型の口腔と大歯を持つ動物食のEnchelidiidae科線虫が27.6%、

Oncholaimidae科線虫が8.5%と優占し、歯の無い口腔で堆積物とともにバクテリアを摂食するMonhysteridae

科線虫がわずか1.8%だったことである。この特徴は堆積物の少ない海域環境の海藻葉上線虫群集に見られる

のもので、今回の線虫サンプルがそのような環境から採取されたものであることが示唆された。ちなみに、

堆積有機物が多く見られた北海道忍路湾でのフシスジモク葉上線虫群集では（Kito, 1982:網目63μｍの篩で

抽出）、堆積物食のMonhysteridae科線虫が約60%を占めて最も優占し、中でもThalassomonhystera refringens 

(Bresslau & Stekhoven in Stekhoven、 1935)が約58%を占めて第一位であった（今回の結果では、Monhysteridae

科はT.refringens1種からなり、その割合は1.8%と非常に少なかった）。今回の調査でも優占群であった付着

藻類食のChromadoridae科線虫は忍路でも約26%を占めて第二位だったが、捕食性のEnchelidiidae科と

Oncholaimidae科の線虫はそれぞれ約2％と1％を占めるだけであった。 

今回の属レベルでのデータでは、Chromadoridae科のEuchromadoraが30.0％と最も多く、以下Enchelidiidae

科のEurystomina（20.1%）、同科のSymplocostoma（6.4％）、そしてChromadoridae科のChromadorella（6.0％）

の順で優占していた。種レベルでは、全サンプル中の個体数の合計が総数283個体の5％を超える優占種は次

の5種で、いずれも既知種であった：Euchromadora tokiokai Wieser、 1955（14.5％）、Euchromadora ezoensis 

Kito、 1977（13.1％）、Eurystomina parva Yoshimura、 1980（11.7％）、 Eurystomina ophthalmophora (Steiner、 

1921)（7.8％）、Chromadorella filiformis (Bastian、 1865)（5.7％）。他にChromadora brevipapillata japonica 

Kito、 1978（3.9%）、Oncholaimus dujardinii de Man、 1876 （3.2%）、 Thalassomonhystera refringens （1.8%）、 

Chromadora nudicapitata Bastian、 1865（0.4%）の4種が含まれており、合計9種が既知種であった。雄が

得られた線虫種のうち、Symplocostoma sp.1、Symplocostoma sp.2、Spilophorella sp. 1、Microlaimidae sp.1

の4種は未記載種と考えられる。Acanthonchus  sp.2は雄個体の状態が不良のため、本邦に知られる同属種と

の関係は分からないままである。 
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２）全国的な分布に関して 

 今回得られた葉上線虫類の分布データに、これまでに報告されている白浜（Wieser、 1955）と忍路（Kito、 

1982）でのデータを加え、その分布が二海域（地点）以上にまたがる線虫種12種について本邦海域での分布

を検討した。その結果、次のような分布型に分けられることがわかった：１）北海道‐沖縄：C. nudicapitata； 

２） 北海道-本州：E. ezoensis；３）北海道‐九州：E. ophthalmophora、 O. dujardinii、T. refringens；

４）本州‐沖縄：E. tokiokai、C. filiformis、C. brevipapillata（C. b. japonica）；５）瀬戸内海：Acanthonchus 

sp.2；６）沖縄：E. parva、Microlaimidae sp.1、Spilophorella sp.1.本邦海域全体に分布する種は世界汎存

種でもあるC. nudicapitataだけであった。比較的広汎な分布を示したのは、北海道から本州にかけて分布す

るE. ophthalmophora、 O. dujardinii、T. refringens、そして本州から沖縄にかけて分布するC. filiformis、

C. brevipapillataである. これら5種も太平洋以外の海域にも分布する汎存種として知られており、今後更に

国内での分布調査が進めば、C. nudicapitata同様日本沿岸に広く分布することが確認される可能性がある。

一方、E. ezoensis（日本海沿岸）、Acanthonchus sp.2（瀬戸内海）、E. tokiokai（白浜～南西諸島）、E. parva

（南西諸島）の4種はそれぞれ特徴的な分布をした。これらのうちE. ezoensisはロシアのアムール湾からも

知られ、日本海沿岸域に広く分布していることが確認されている。Acanthonchus sp.2については、今後の研

究で白浜から報告のあるA. setoi Wieser、 1955か、忍路に分布するA. tridentatus Kito、 1976かのいずれ

かであると同定されれば、その分布域はさらに広がることになる。 

３）生息基質との関係 

今回は19種の海藻から得た31サンプルについて線虫の種相を調べた。しかし、海藻種ごとのサンプル数が

少ない上に、抽出できた線虫も平均3種と少なく、線虫の種組成と海藻種との関係については論議できない。 

４）その他 

 本邦海域での線虫類の分類研究は進んでいないため、線虫種の同定には雄個体を含む多くの標本を調べる

必要性がある。ところが今回の葉上線虫類の調査では、採取したサンプルあたりの個体数が非常に少なくて、

限られた数の線虫種しか同定できなかった。今後も同様の調査をおこなうのであれば、一地点で採取する海

藻の量を増やすなどして、葉上動物の個体数をある程度確保する必要があると考えられる。 
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4-3-3 軟体動物門腹足綱について                            長谷川和範（国立科学博物館） 

１）分類に関しての特徴 

 海藻上棲腹足類に関して、これまでチャツボ科やニシキウズガイ科、タマキビ科などに含まれる代表的な

幾つかの種類において生態学的な研究が行われているが、分類学的な研究は著しく立ち遅れている。特に、

成熟しても殻高2 mmに満たない微小な種類の多くは、未記載種として放置されている現状である。今回の調

査サンプルにもそのような未記載種が少なからず含まれているのが見出された。限られたサンプルの中で、

全般的な分類学的特徴を論じることは困難であるが、結果の概要について簡単に述べる。 

 まず、今回のサンプル全体で、26種類の有殻腹足類が見出された。最も優占した種類はベニバイとチャツ

ボで、それぞれ21サンプル中の9サンプルから得られている。ベニバイが東北から沖縄までの広い範囲に分布

しているのに対して、チャツボは日本海側、および瀬戸内海からのみ得られているのは興味深い。ただし、

筆者自身の調査によれば、チャツボは太平洋沿岸においても広い範囲で優占的に出現することが分かってい

るので、これは調査の際のアーティファクトである可能性が高い。一方で、科内の多様性が最も高かったの

はガラスツボ科で、今回のサンプル中から5種類が確認された。筆者自身の調査で、ガラスツボ科には日本国

内からこれまで25種類ほどが確認されているが、2～3種を除くすべてが未記載種である。今回厚岸から記録

されたJeffreysina golikoviは日本新記録となる。その他、ホシノミキビ科、アオジタキビ科の種類の大部分

は未記載種であり、今後の詳しい分類学的な研究が必要である。 

 なお、今回見出された26種類中には、10種類の未記載種と考えられるものが含まれているが、状態が悪く

同定不確実のものを除き、すべて筆者が既に国内から確認しており（ただし、データは未公表）、初めての

発見となるものは含まれない。 

２）全国的な分布に関して 

 今回の調査で得られた広域分布種の代表的なものとして、ベニバイが挙げられる。本種は冷水域の下北半

島大間崎周辺沿岸から亜熱帯域の川平湾~米原地先沿岸まで、広い範囲から確認されている。しかし、これ

らの標本を詳しく比較すると、本州温帯域から得られたものは典型的なベニバイであるのに対し、青森県の

個体はやや大型で暗色の淡色で殻の膨らみも強く、一般的にコムラサキバイと呼ばれる型に属する。一方、

沖縄産の個体は小型で螺塔が高く、模様が白地に細かい斑点が現れることでハワイや熱帯西太平洋に分布す

る型に類似する。しかし、これらは分布が連続しており、その境界域では形態的にも連続することが知られ

ているため、本報告では単一種として扱った。腹足類においては、広域分布するものに、このような地域変

異個体群が存在する例が数多く知られているが、ベニバイを含め、これらの地域的な表現型の違いに関して

詳しい分類学的な検討が必要と思われる。  

３）生息基質との関係について 

 筆者の予備的な調査によって、海藻種とそれに付着する腹足類の組成に明らかな対応関係がないことが分

かっており、今回のサンプルでも同じような結果が得られている。ただし、アマモなどの海草類や、イワヅ

タ類などには、それぞれアマオブネガイ類・チャイロタマキビ類、嚢舌類などが選択的に対応していること

が知られており、またマイクロ・ハビタットの違いと、そこに優占する海藻種の関連もあるので、これら対

応関係については今後の詳細な研究を要する。 

４）その他 
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 このような計画的に組織された全国的な調査は大変貴重なものであり、得られたサンプルにも未記載種を

含む重要な標本が含まれているが、非常に残念なことに、標本の固定、もしくは保存の条件が悪いために、

大部分の標本が今後の詳細な分類学的研究に活用できない状況となっている。すなわち、固定液もしくは保

存液が酸性化しており、そのため貝殻が侵食され、著しい場合は炭酸カルシウムがすべて脱灰されて軟体部

とタンパク質の殻皮のみが残されている状態となっている。この固定・保存条件に関しては2006年時の報告

の際にも述べ、また担当者へも直接進言したが、改善されていないことは遺憾である。 

 従って、標本の同定は、貝殻の概形や特に軟体部や蓋の形態を主要な拠り所とし、筆者のリファレンス標

本と比較することで行った。そのため、普通種であっても同定が不確実であったり、また属レベルの同定が

不可能なものもあった。しかし、上にも述べたように、藻上腹足類には未記載種も多く、不完全なコンディ

ションながら、明らかに未記載種であることが確認されたものについてはその旨記した。 
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4-3-4 環形動物多毛綱について              西栄二郎（横浜国立大学） 

  環境省自然環境保全基礎調査（藻場調査）において採集されたものである。同定には今島（1986、2007）

や西・田中（2007）にある最新の分類に関する論文を参照した。標本はすべて千葉県立中央博物館に登録・

保管されており、登録コードはCBM-ZWである。 

 総計32地点から6目12科23種190個体が採集された。22サンプルは属または科までの同定にとどめた。種ま

での同定が困難であったのは、ゴカイ科では幼体が多いこと、フサゴカイ科では虫体が不完全で特徴となる

形質の観察が困難であったことなどによる。ケヤリムシ科においては西ほか（2005）など近年、分類学的研

究が進められているが、未記載種と思われる種も多く分布し、また近年新種記載も相次いでいる（例えばCapa, 

2007: Capa & Rouse, 2007: Nishi et al., 2009）。今回採集された標本も今後の研究によって種までの同定

が可能になると思われる。今回のサンプルではサシバゴカイ目のラキドニア科の１種、ホコサキゴカイ科の

１種は今後の分類学的研究により、日本初記録または未記載種とされる可能性があると考えられる。イトゴ

カイ科の１種は日本沿岸では２番目の記録に相当する稀種と考えられる。 

 海藻上にもっとも多くみられたのはゴカイ科のイソツルヒゲゴカイで、23地点に出現し、個体数も98個体

と総個体数の約半分（52％）を占めた。同属のツルヒゲゴカイと同属の幼稚体をあわせると124個体で65％を

占め、これらが優占種である。ついでウズマキゴカイが23個体と多く、同科のウズマキゴカイ類で33個体と

17.4％を占める。ツルヒゲゴカイ類とウズマキゴカイ類で総個体数の82.6％を占め、ついで多いシリス科（17

個体）をあわせると174個体、91.6％となる。海藻上においてはツルヒゲゴカイ属２種とウズマキゴカイ属２

種、そしてシリス科の４、５種で占められる比較的多様性の低い生態系が形成されている可能性がある。 

  今回の試料においてイトゴカイ科が出現しているが、同科は泥中に生息していることが多い群であり、海

藻の根もと付近に生息していたか、もしくは泥や砂が海藻上にわずかに堆積する場所があり、そこに生息し

ていた可能性がある。海藻上にみられる種類ではなく、偶発的な出現だと考えられる。 

 ケヤリムシ科においては、海藻の根元などに好んで生息する種も知られているが(例えばNishi(1996）を参

照）、今回採集された種類が偶発的な出現なのか、海藻のある場所を好むのかの情報はない。海藻上に生息す

るとしても薄膜の管などをつくってその中に生息していると考えられる。 

 山西・佐藤（2007）は日本全国の干潟などに生息する多毛類を報告している。その中には希少とされる種

類や外来種と考えられる種類などが挙げられている。藻場においても、アマモ場などでは多くの種類が報告

されているが、藻場にのみ出現する種やある特定の海藻や海草に好んで棲む種類はいまのところ知られてい

ない。これは分類学的研究が遅れていることもあると思われるが、多毛類の場合は藻場などに大量に出現す

る種数も個体数も多い分類群ではあっても、ある特定の基質に特化した種類は少ないのかもしれない。もし

これからある特定の環境に特化した多毛類が発見されるとすれば、ある種の海藻を食べることに特化したり、

またある種の海藻にのみ付着する生物を食べるような特殊な生態をもった種の発見などが考えられる。海藻

上に多くみられるゴカイ科やシリス科の分類は今も途上にあり、近年も新種記載や初記録が相次いでいる（例

えば Glasby et al. 2007）。今後は早急な分類学的研究の進展と、それを基礎とした群集生態学的研究、個々

の種の生態の解明などが望まれる。 
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4-3-5 節足動物門クモ綱ダニ目について                安倍弘（日本大学） 

１）ウシオダニ科について 

 ウシオダニ科はダニ目の前気門類(Prostigmata)に分類されるダニ類で、広義のミズダニ類に含まれるが、

系統的にはいくつかの異なる祖先に由来する一群であろうと考えられる。体の大きさは0.5mm内外と小さく、

その構成員のほとんどは海に生息する。ウシオダニ科のダニ類は生態学的には小型底生動物（メイオベント

ス）として扱われ、食物連鎖の中では一次消費者（藻類食者）、あるいは二次消費者（一次肉食者）として位

置付けられる。現在、世界から 1000種近いウシオダニ類が報告されているが、国内における生息種数は今の

ところ未知である。 

 ウシオダニ類の種までの同定には、酢酸グリセリン固定後に体内の内容物を除去する必要があるが、一般

的なアルコール固定された標本ではそれが出来ない。また、種を同定する為のプレパラート標本を作製する

のにかなりの日数を要する上に、国内での研究はほとんど行われていないことから、本報告では属までの同

定にとどめる。 

 ウシオダニ類のほとんどは沿岸性で、水質が良く比較的潮通しがあるような潮間帯域に広く生息する。潮

間帯には岩礁・転石・砂浜・藻場など様々な環境があるが、最も広く分布するのはフキヨセダニ属である。

また、カイソウダニ亜科のカイソウダニ属とオジギダニ属は主に海藻の藻体上を生息場所としており、藻体

が細かく分かれているホンダワラ科の海藻類から比較的よく見つかる。本調査でもウシオダニ類の中で、フ

キヨセダニ属とカイソウダニ属が多く出現している。また、ヤドリウシオダニ属は特殊な環境に生息するウ

シオダニ類で、ヒドロ虫を摂餌することから、ヒドロ虫の群体上に見つかることが多い。本調査では昆沙門

～剱崎沿岸のオオバモクから採集されているが、採集地域にヒドロ虫が多く生息していることが示唆される。

本属はこれまで北海道東岸から記録されているが、本州での記録は本報告が初めてである。 

２）イソダニ科について 

 イソダニ科はダニ目の前気門類 (Prostigmata) の中で、狭義のミズダニ類 (Hydracarina) に含まれるダニ

類である。世界から 5000種あまりが報告されているが、日本からは約 220種程度の報告がある。ミズダニ類

はそのほとんどが、河川や池・湖などの陸水に生息し、海産のグループはイソダニ科のみである。肉食性で

小型動物を補食する。 

 ミズダニ類は生態学的には小型底生動物（メイオベントス）として扱われるが、石や砂などの基質の上を

はい回るタイプの他に、脚に遊泳毛を持つものもあり、藻類などの間を泳ぎ回ることが知られている。ミズ

ダニ類の種までの同定には、酢酸グリセリン固定後に体内の内容物を除去し、プレパラート標本として作製

しなければならないが、作製過程にかなりの日数を要することから、本報告では属までの同定にとどめる。 

 本調査ではワダツミダニ属が多くの地点に出現したが、本属はホンダワラ科の海藻類に最も普通に見られ、

全国の水質が良い内湾域に広く分布するダニ類である。イソダニ属も全国的に分布すると考えられる。イソ

ダニ科の多くは赤い体色と背面に白色の模様を持ち、海藻の間を泳ぎ回る。国内からはイソダニ属2種（ヒ

ヌマイソダニ Pontarachna hinumaensis Imamura 1958、キタイソダニ Pontarachna pacifica pacifica Uchida 

1935）とワダツミダニ属 2種（ワダツミダニ Litarachna (Litarachna) divergens Walter 1925、カムイワダ

ツミダニ Litarachna (Litarachna) kamui Uchida 1935）が報告されている。 
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4-3-6 節足動物門貝形虫綱ポドコピーダ目について         塚越 哲（静岡大学） 

 ポドコピーダ(Podocopida)目貝形虫類6科6属が確認され、最大8未記載種を含む25種が確認された。 

特にParadoxostoma属は種多様性が高く、全種数の過半数を占めていた。同属は体全体を覆う背甲が極めて

薄く形成されており、他の同程度の大きさの貝形虫に比べて個体が軽いことが伺え、水流で揺れ動く海藻を

基質とする生活に良く適応していると考えられる。同属は世界的にも種多様性が極めて高く、250種以上の既

知種があるが、本研究では太平洋側よりも日本海側において種多様性が高いことがとらえられた。すなわち、

太平洋側にのみ産出する種はP. asimile 1種にとどまったが、太平洋側と日本海側の両地域にまたがって産

出する種は3種、一方で日本海側にのみ産出する種は５種を数えた。これは約1500万年前の日本海の成立以降、

地殻変動や気候変動によって朝鮮海峡／対馬海峡、津軽海峡、宗谷海峡、間宮海峡がたびたび閉鎖されるこ

とによって日本海の個体群が隔離され、新しい種の誕生のための「場」となったことを示唆する結果である。

また同属からみた瀬戸内海の貝形虫相は、太平洋よりも日本海に共通種が多い傾向がみられた。瀬戸内海の

貝形虫相が、日本海により近い傾向は、他の貝形虫分類群からも示唆されている。さらに南西諸島では、こ

れらの地域とは異なる相が形成されていることが、endemicな未記載種の産出によって示唆されている。これ

らの傾向をより確かにするためには、さらに多くの試料を検鏡して検討する必要がある。 

Xestoleberis属もまた海藻によく適応している分類群である。しかし同属の場合は、海藻の中でも石灰藻

などのように短くかつ体制的にはネットワークが発達し、そこに堆積物をトラップするタイプの海藻に多く

棲む点でParadoxostoma 属の種とはやや異なる。Xestoleberis 属は、Paradoxostoma 属に劣らない高い種多

様性をもつ分類群であるが、本研究で調査対象とした海藻は丈が長いものが主体となっており、石灰藻など

の海藻を含まないことが、比較的少ない種数にとどまった要因と考えられる。本属の中で最も広い分布を示

したXestoleberis hanaiiは、これまでにもその分布の広さが指摘されていたが、それを追認する結果が得ら

れた。 

Loxoconcha属も世界的に広い分布をもち、かつ種多様性の高い分類群であることが知られているが、主に

底質上に生活する種が多いため、海藻に適応した２種のみが見られた。この２種は、いずれも付属肢の先端

が鉤爪状になっており、不安定な海藻上に生活するのに適していると考えられる。 

 貝形虫類は、石灰質の発達した背甲をもつため、大きさの割に体が重い傾向があると考えられる。したが

って、本研究で対象となった丈が長く、水流によって大きく動かされる海藻には、薄い背甲を形成するもの、

もしくは付属肢等に海藻上の生活に適した形質を発達させたものに産出が限られている。石灰藻などの海藻

を全国規模で調査を行なえば、より多くの貝形虫類の生物相が明らかになると考えられる。 
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4-3-7 節足動物門顎脚綱ソコミジンコ目について          岩崎望（高知大学） 

                      

１.分類に関しての特徴 

 北海道から沖縄までの27地点、23種の海藻から採集された葉上動物49試料から出現したソコミジンコ

目を同定した。その結果、以下の9科 14属が出現した。種まで同定できたのは、9種であった。日本にお

ける葉上性ハルパクチクス類の分類学的研究は進んでおらず、未記載種が多くを占めると考えられる。 

 今回同定されたハルパクチクス類は、1260 個体であった。Scutellidium 属、Porcellidium 属、Kushia

属が半数を占めた。優占種は、Kushia zosteraphila（49 個体）、Porcellidium kiiroum（67 個体）であっ

た。 

 なお、Microsetella norvegica は浮遊性であり、Laophontinae spp.、Diosaccidae spp.などは底生性で

あると考えられる。 

 

Tisbidae（イソミジンコ科） Scutellidium spp.、  Tisbidae sp. 

Porcellidiidae（スイツキミジンコ科）Porcellidium kiiroum、 P. ofunatense、 P. aoifuchidorum、 

Porcellidium  spp.、 Kushia gamoi、 K.zosteraphila、 K.acuta、 Kushia spp.、 Mucrorostrum yoroium、 

Clavigofera pacifica、 Kensakia spp.  

Thalestridae（キシベミジンコ科）Parathalestris spp.、 Eudactylopus sp.、 Dactylopusioides sp. 

Harpacticidae（ソコミジンコ科）Harpacticus spp. Perissocope sp.? 

Peltidiidae（スカシソコミジンコ科）Peltidium spp. 

Laophontidae（テナガソコミジンコ科）Laophontinae spp.、 Normanellinae sp. 

Diosaccidae（ミナソコミジンコ科）Diosaccidae spp. 

Ectinosomatidae（フネガタソコミジンコ科）Microsetella norvegica、 Ectinosomatidae spp. 

  Tegastidae（ヨコミジンコ目）Tegastis sp. 

 

２.全国的な分布に関して 

 今回のサンプルは定量的に採集されたものではないため、分布密度を論じることはできないが、1 サン

プルあたりの総個体数をみると北海道（43.8個体/サンプル）が一番多く、次いで沖縄（31.8個体/サンプ

ル）であった。最も少なかったのは本州北太平洋沿岸（7.0 個体/サンプル）であった。1 サンプルあたり

一番多く出現したのは北海道厚岸の166個体、次いで山形県飛島の 100個体であった。前者は Thalestridae 

spp.、後者は Kushia sp.が、それぞれ 97.6％、90.0％を占めていた。 

 P. kiiroum、P. aoifuchidorum、K. acuta、 M. yoroium、 C.pacificaはこれまで岩手以北で分布が知ら

れていた。今回の調査では P. kiiroumiと K.acutaは沖縄、P. aoifuchidorumは日本海及び静岡、M. yoroium

は日本海、 C.pacificaは九州で出現し、新たな分布域が確認された。 

Tegastis sp.は、佐渡のエチゴネジモクからのみ1個体が出現した。 
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３.生息基質との関係について 

 K. zosteraphila はアマモ類に分布することが知られていたが、今回の調査では、オオバモク、ノコギ

リモク、ヤツマタモクに出現することが確認された。特に、ヤツマタモクでは１サンプルあたり 40 個体

が出現した。 

 Scutellidium spp.は 14種、Harpacticus spp.は 10種の海藻から出現したが、それらを除くには複数種

が含まれているため、種レベルで基質との関係を論じることはできなかった。 

 

４.その他特筆すべき点など 

 ハルパクチクス類の分布を明らかにするためには、種レベルでの解析が欠かせない。そのためには、

分類学的研究の発展が望まれる。また、定量的な解析を行う必要があり、今後定量的に試料を採集する

ことが必要である。今回の海藻試料はホンダワラ類が多かったが、今後他の種類も採集する必要がある。 

 数種について既存の分布域よりも広い分布が確認されたが、これは分布域が拡大したためではなく、

これまで全国規模の調査が行われていなかったためである。 
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4-3-8 節足動物門軟甲綱クーマ目 

 クーマ類については、出現地域が限られていて、出現種数も 1 種類のみであったため、同定して頂いた秋

山貞氏（岡山大学）に報告書の提出を求めなかった。 
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4-3-9 節足動物門軟甲綱タナイス目について       

角井敬知（北海道大学）・田中克彦（海洋研究開発機構）   

 タナイス目は海底の底質中や海藻・海草の葉上など様々な環境から見いだされる。今回の調査では、沖縄

県の白保地先沿岸、川平湾~米原地先沿岸および宮古島東部、島根県隠岐島周辺沿岸、宇和海島嶼部周辺沿

岸、新潟県佐渡島南部沿岸、青森県下北半島大間崎周辺沿岸の 7 地点から得られた 6 種の海藻より、合計 34 

個体のタナイス類が見いだされた。これらのタナイス類はタナイス亜目タナイス科 Tanaidae と同亜目ホソ

ツメタナイス科 Leptocheliidae に属するものであった。以下、各科毎に述べる。 

１）タナイス科 Tanaidae 

 タナイス科タナイスは、宇和海島嶼部周辺沿岸のノコギリモク、島根県隠岐島周辺沿岸のヤナギモク、青

森県下北半島大間崎周辺沿岸のジョロモク、新潟県佐渡島南部沿岸のアカモクより得られた。これらの標本

は、第 1 歩脚の底節に突起を持つこととその形状、第 1 触角の形態、腹肢内肢の剛毛数より、 Zeuxo 属 

Parazeuxo 亜属と考えられ、さらに、第 1 歩脚底節の突起の大きさ、左右の大顎の可動内葉の形態から、す

べてが Z. (P.) maledivensis Sieg、 1980 と同定された。なお、 Z.(P.) maledivensis を Z.(P.) kurilensis 

(Kussakin & Tzareva、 1974) の新参異名とする考えもあるが、 Z.(P.) kurilensis と Z.(P.) maledivensis 

の間には腹肢内肢の内側基部の剛毛数に相違があることなどから、両種を別種とし、 Z.(P.) maledivensis を

有効名として扱った。 

 Z.(P.) maledivensis は、同じく本邦から報告されている、同亜属の Z.(P.) coralensis Sieg、 1980 とよ

く類似している。この 2 種の識別点として、第 1 歩脚底節の突起の大きさ、尾肢の節数が挙げられるが、

前者は客観的な識別が難しく、後者は成長に伴って変化することがある。そのため、明確に両種を識別する

のは困難であり、より詳細な分類学的検討が必要である。そこで、今回は Z.(P.) maledivensis と Z.(P.) 

coralensis の区別をせず、Parazeuxo 亜属の担名種である Z.(P.) maledivensis とした。 

 今回の調査において、 Z.(P.) maledivensis は宇和海島嶼部周辺沿岸から青森県下北半島大間崎周辺沿岸

までの広い範囲で採集された。異なる種の海藻から得られており、特定の海藻に対する選好性は認められな

い。ただし、海藻葉上からの出現頻度が低かったことから、この点について検討するには、本種の採集によ

り適した方法で調査を行う必要があるかもしれない。 

２）ホソツメタナイス科 Leptocheliidae 

 ホソツメタナイス科に属するタナイス類は沖縄県白保地先沿岸のヤバネモク、同県宮古島東部のヤバネモ

クおよび同県川平湾~米原地先沿岸のタマキレバモクより得られた。いずれも、情報不足により亜科以下の

同定には至らなかったが、口器、尾肢および第 2 触角の形態学的特徴から、上記 3 地点で得られた標本が

それぞれ別種のものである可能性が示唆された。 

 ホソツメタナイス科の種は過去に北海道や本州からも記録があるが、今回の調査においては沖縄県で採集

されたサンプル中にのみ見られた。この点については、南西諸島において、本科が卓越しているということ

も可能性として挙げられるが、本調査におけるタナイス類の出現頻度自体が低かったことを考慮にいれると、

むしろ、今回の結果はホソツメタナイス科の分布を過小評価している可能性が高い。この点を評価するため

には、今後のより詳細な調査と検討が必要であろう。 
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4-3-10 節足動物門甲殻綱等脚目について 

田中克彦（海洋研究開発機構）下村通誉（北九州市立自然史・歴史博物館）   

 等脚目に属する甲殻類は18地点から採集された合計14種の海藻類より得られた。今回の調査で得られた

等脚類は、ヘラムシ亜目 Valvifera、コツブムシ亜目 Sphaeromatidea、ミズムシ亜目 Asellota、キクイムシ

亜目 Limnoriidea、ウオノエ亜目 Cymothoida に属するものである。このうち、ヘラムシ亜目、コツブムシ亜

目、ミズムシ亜目のものはしばしば海藻や海草葉上から見出され、キクイムシ亜目は木材などに穿孔するこ

とが知られる。一方、ウオノエ亜目に属するものは捕食者、腐肉食者、寄生者として知られ、一般に、藻類

との関連性は強くない。以下、得られた等脚目について、亜目毎に述べる。 

１）ヘラムシ亜目 Valvifera 

 ヘラムシ亜目のうち、ヘラムシ科に属する等脚類が、北海道襟裳岬周辺沿岸および厚岸湾、宮城県志津川

湾、山形県飛島周辺沿岸、神奈川県昆沙門～剱崎沿岸、静岡県初島周辺沿岸および伊豆半島西部沿岸、三重

県志摩半島南部沿岸、島根県隠岐島周辺沿岸、および宇和海島嶼部周辺沿岸の 10 地点 11 サンプルから得

られた。このうち、厚岸のフシスジモクおよびウガノモク、襟裳岬周辺沿岸のウガノモクから得られたもの

は、幼若個体であったものの、口器および腹尾節の形態からすべてオホーツクヘラムシ Idotea ochotensis 

Brandt、 1851 とみられた。また、剣崎のオオバモクからはホソミヘラムシ Pentias namikawai Nunomura、 2006

が、飛島のヤナギモクからはオオメヘラムシ Euidotea ocellata Nunomura、 1984 が得られた。その他、ワ

ラジヘラムシ属 Synidotea 、ナガヘラムシ属 Synisoma、ミスジヘラムシ属 Pentias に属するものが得られ

たが、いずれも幼体であり、種までの同定には至らなかった。 

 ヘラムシ類については採集される頻度が低く、採集されても個体数が少なかったことから、その分布およ

び海藻に対する選好性について、明らかな傾向は認められなかった。ただし、北海道の 2 地点から得られた

ヘラムシ科等脚類がすべてオホーツクヘラムシであったこと、オホーツクヘラムシは本州以南からは得られ

なかったことから、本邦における本種の分布中心は北海道以北にあるものと言えよう。 

２）コツブムシ亜目 Sphaeromatidea 

 本調査で得られたコツブムシ亜目の等脚類には、コツブムシ科のニホンコツブムシ属 Cymodoce、ツツオウ

ミセミ属 Cymodocella、シリケンウミセミ属 Dynoides、イソコツブムシ属 Gnorimosphaeroma、 Cerceis 属が

含まれていた。ニホンコツブムシ属のものは沖縄県宮古島東部のフタエヒイラギモクから得られ、ニホンコ

ツブムシ Cymodoce japonica Richardson、 1906 と同定された。一方、その他の属の標本はほとんどが幼体

であり、種までの同定には至らなかった。このうち、シリケンウミセミ属のものは北海道利尻島・礼文島沿

岸のフシスジモク、新潟県佐渡島南部沿岸のアカモク、山形県飛島周辺沿岸のヤツマタモクから、ツツオウ

ミセミ属のものは島根県隠岐島周辺沿岸のヤナギモクから、イソコツブムシ属のものは沖縄県中城湾北部の

ヤツマタモクから得られた。いずれも散発的に採集されたのみで、個体数も乏しかったため、分布および特

定の海藻に対する選好性について、明瞭なパターンは見いだされなかった。また、Cerceis 属のものは沖縄

県宮古島東部のフタエヒイラギモク、同じく沖縄県中城湾北部のヤツマタモクおよび東京都八丈島周辺沿岸

のタマナシモクから得られた。沖縄産の Cerceis 属は 1 種からなるとみられ、八丈島周辺沿岸産のものと

は触角や腹尾節の形態に差異が認められた。同定上重要な雄が得られなかったことから、いずれも種の同定

には至らなかったが、本邦における Cerceis 属の採集記録はこれまでに無いことから、沖縄産のものも八丈
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島産のものも未記載種の可能性がある。 

 その他、コツブムシ科に属する等脚類が宮崎県都井岬周辺沿岸のヒラネジモク、愛媛県宇和海島嶼部周辺

沿岸のネジモク、高知県室戸岬周辺沿岸のヒラネジモク、静岡県伊豆半島西部沿岸のヒラネジモクから得ら

れた。これらはいずれも Dynamenella 属と考えられたが、幼体しか得られておらず、近縁の属との識別が困

難な部分があったので、今回はコツブムシ科とするに留めた。 

３）ミズムシ亜目 Asellota 

 ミズムシ亜目に属する等脚類としては、ムンナ科 Munnidaeおよびウミミズムシ科 Janiridaeに属する種が

得られた。このうち、ムンナ科のものは新潟県佐渡島南部沿岸、長崎県平戸海峡、石川県軸倉島・七ツ島周

辺沿岸のそれぞれから採集されたノコギリモク、および広島県広島湾東部のマメタワラから見いだされ、い

ずれも Uromunna serricauda Müller、 1992 と同定された。一方、ウミミズムシ科に属するものは沖縄県白

保地先沿岸のヤバネモク、中城湾北部のヤツマタモクおよび宮古島東部のフタエヒイラギモク、そして、高

知県室戸岬周辺沿岸のヒラネジモク、静岡県初島周辺沿岸のヒラネジモクと兵庫県家島周辺沿岸のエンドウ

モクから採集された。ウミミズムシ科に属するものはいずれもウミミズムシ属 Ianiropsis に属するものと

同定されたが、幼体が多く、また、破損もみられたことから種までの同定には至らなかった。 

 今回の調査結果から、ムンナ科の U. serricauda が九州沿岸から日本海中部までの範囲に分布するのは明

らかである。本種はノコギリモクから見いだされる事が多かったが、これが海藻に対する選好性を反映した

ものであるかどうかを判定するには、他の海藻の葉上における分布について、さらに知見を蓄積する必要が

ある。 

４）キクイムシ亜目 Limnoriidea 

 キクイムシ亜目のものとしてはキクイムシ科に属するキクイムシ Limnoria lignorum Rathke、 1799 が和

歌山県白浜~田辺湾のイソモクと静岡県初島周辺沿岸のヒラネジモクより見いだされた。キクイムシ類は木

材に穿孔することでよく知られるが、海藻類をどのように利用しているか明らかにするには、さらなる調査・

検討が必要とみられる。 

５）ウオノエ亜目 Cymothoida 

 今回の調査において、沖縄県中城湾北部のヤツマタモクおよび宮古島東部のフタエヒイラギモクからウオ

ノエ亜目に属する等脚類が得られた。このうち、中城湾北部から得られたものはウミクワガタ科の幼生であ

った。一方、宮古島東部から得られたものは、過去にヤドリムシ亜目とされていたグループの幼生であった。

いずれも幼生についての分類学的知見に乏しく、詳細な同定には至らなかった。なお、ウミクワガタ類は魚

類の、ヤドリムシ類は甲殻類の寄生虫として知られており、今回、海藻葉上から得られたのは偶発的なもの

であると考えられる。 
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4-3-11 節足動物門甲殻亜門軟甲綱端脚目ヨコエビ類について 

有山啓之（大阪府環境農林水産総合研究所）  

１.分類に関しての特徴 

１）未記録種または未記載種 

以下の10種が該当すると考えられるが、これら以外にも含まれている可能性は十分ある（下記４参照）。 

・Bemlos aequimanus（和名なし） 

・ Lemboides ? sp.（和名なし） 

・ Eusiroides ? sp.（ダイコクヨコエビ属?の1種） 

・ Apocorophium acutum ?（ドロクダムシの1種） 

・ Parallorchestes asiatica ?（フタアシモクズ属の1種） 

・ Pareurystheus sp.（オオアシソコエビ属の1種） 

・ Ischyrocerus sp.（和名なし） 

・ Microjassa ? sp.（ホソヒゲカマキリヨコエビ属?の1種） 

・ Aorcho sp.（ジュロウソコエビ属の1種） 

・ Maxillipius rectitelson（和名なし） 

２） 稀種：不明（下記４参照） 

３） 優占種（？を含めて10試料以上） 

・ Ampithoe sp.（ヒゲナガヨコエビ属の1種）：11試料から出現、おそらく複数種混。 

・ Peramphithoe orientalis（トウヨウヒゲナガ）：20試料から出現。 

・ Biancolina japonica（ガラモノネクイムシ属の1種）：15試料から出現。 

・ Hyale triangulata（カドテモクズ）：13試料から出現。 

・ Jassa sp.（カマキリヨコエビ属の1種）：12試料から出現、おそらく複数種混。 

・ Podocerus sp.（ドロノミ属の1種）：12試料から出現。 

２.全国的な分布に関して 

分布を検討するために、調査地点を北海道、太平洋北（青森～茨城）、太平洋南（東京～宮崎）、日本海

（秋田～島根）、瀬戸内海（兵庫～山口）、東シナ海（長崎・鹿児島）、沖縄の六つに区分した。出現状況

を次頁の表にまとめたが、明瞭な特徴は見られなかった。この原因として、各地点でのヨコエビ相の一部し

か把握できていない可能性が考えられる。ちなみに、筆者の今までの経験だと、1本のホンダワラから10種以

上、多い場合は数十種のヨコエビ類が出現するのが普通である。 

３.生息基質との関係について 

明瞭な関係は見られない。 

４.その他特筆すべき点など 

 １）本邦におけるヨコエビ分類学の現状について 

  非常に遅れており、2000年までに合計 326種が記録されたものの、全部で1、000種以上いると予想され

ている（石丸、2001）。また、瀬戸内海と西九州を除いて総合的な研究は行われておらず、特に沖縄・北海

道等はほとんど手が着けられていない。既知種においても、外国の種と同種とされたものは検討が不十分
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であり、一つの種とされているものにいくつかの種が混ざっている場合も多い。すなわち、日本にはいく

らでも未記載種がいると言える。 

 ２）今回の試料について 

  ヨコエビ類の分類は成体オスの形態がキーになっており、メスや特徴のはっきりしない幼体では同定が

困難な場合が多い。今回は、一つの瓶に収容されている個体数は少ないものの、体長 1mm 前後の小型個体

が大部分であった。大型オスも同時に採集されている場合は種が特定できる時もあるが、メスや幼体のみ

であれば難しい。また、今回の試料は、体に細かい結晶が沈着するなど、保存状態の悪いものも含まれて

いた。 

  以上の理由により、属レベルあるいは？マーク付きの属レベルにせざるを得ないものが多かった。 

 

文献 

石丸信一(2001)ヨコエビの分類学の発展‐近年の動向‐.月刊海洋、号外 No.26、15-20. 
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4-3-12 節足動物門甲殻綱端脚目ワレカラ亜目について 

                            竹内一郎（愛媛大学） 

 端脚目ワレカラ亜目は体長1~5cm程の小型甲殻類である。ヨコエビ亜目等他の近縁の甲殻類と異なり、遊

泳用の附属肢が退化しており、海藻など基質に依存した形態に進化している。ワレカラ亜目はヨコエビ亜目

と同様にガラモ場やアマモ場生態系において基礎生産者と魚類等の高次生産者に間に位置する主要な二次生

産者である。布施 (1962)は瀬戸内海中部のガラモ場においてワレカラ類の生物量が1.5kg/m2になることを報

告しているが、近年ではこのようなワレカラ亜目が高密度に棲息する事例はほとんど報告されていない。 

 今回の調査において北海道知床から宮崎県串間にいたる日本各地のガラモ場から採集されたホンダワラ類

から、下記の 3属 13種のワレカラ亜目の出現を確認することができた。全ての種がCaprellidaeワレカラ科

に属し、11種は Caprellaワレカラ属であった。12. Caprella spp.は、孵化直後の小型の幼体や採集あるい

はソーティングの際に損傷のため同定が困難な個体である。1.から 11.までの Caprellaワレカラ属と同一種

の可能性があるために、種数からは除外した。 

出現種リスト 

 

Caprellidea ワレカラ亜目 

 Caprellidae ワレカラ科 

   Caprella ワレカラ属 

       1. C. bispinosa Mayer、 1890 キタワレカラ 

2. C. danilevskii Czerniavski、 1868 ホソワレカラ 

3. C. decipiens Mayer、 1890 マギレワレカラ 

4. C. monoceros Mayer、 1890 モノワレカラ 

5. C. okadai Arimoto、 1930 オカダワレカラ 

6. C. penantis Leach、 1814 マルエラワレカラ 

7. C. scaura Templeton、 1836 トゲワレカラ 

8. C. tsugarensis Utinomi、 1947 ツガルワレカラ 

9. C. verrucosa Boeck、 1872 コブワレカラ 

10. C. sp. Aff. cristibrachium Mayer、 1903 トサカエラワレカラ近似種 

11. C. sp. Aff. decipiens Mayer、 1890 マギレワレカラ近似種 

12. Caprella spp. 

Hemiaeigna ヒメワレカラ属 

13. Hemiaegnina minuta Mayer、 1890 ヒメワレカラ 

Paracaprella イクビワレカラ属 

       14. Paracaprella sp. 

 

 これらの出現種のうち、ホソワレカラ、マギレワレカラ、ツガルワレカラ及びトゲワレカラが優占し、全個

体数の 26.6％、23.1％、13.1％及び 79％であった。 
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 以上の 4種のうち、ホソワレカラは最も分布が広く北海道から九州沿岸にかけての11地点に出現した。ト

ゲワレカラは北海道厚岸から兵庫県家島にいたる 4 地点から、ツガルワレカラは本州北部から宮崎県串間に

かけての 7 地点から採集された。一方、マギレワレカラの分布域は狭く、西日本の瀬戸内海及び宇和海沿岸

の 3地点のみであった (図 1)。なお、これらの優占種は、ホソワレカラはヒラネジモクやヤツマタモク等 9

種のホンダワラ類から、マギレワレカラはヤツマタモク等5種から、ツガルワレカラはアカモク等7種から、

また、トゲワレカラも 6 種から採集され、いずれの種もホンダワラ類の特定の種との種特異的な出現傾向は

認められなかった。 

 北海道東部の知床及び厚岸のガラモ場からはキタワレカラ、トサカエラワレカラ近似種やマギレワレカラ

近似種等の北海道以南のガラモ場とは異なる種が採集され、他の地域と葉上性ワレカラ類の生物相が異なる

可能性が考えられる。 

 今回、検鏡した海藻サンプル中、半数以上のサンプルでワレカラ亜目は3個体/サンプル以下であり、平均

でも 7.2個体/サンプルであった。よって、近年の日本沿岸のガラモ場では、ワレカラ亜目はかなり注意しな

いと見つけづらい生物群であると言えよう。 

 

 

 

図 1. 優占 4種（Caprella danilevskii ホソワレカラ、C. decipiensマギレワレカラ、C. scaura トゲワレカ

ラ及び C. tsugarensis ツガルワレカラ）の分布 

 

 

 

 



同
定
者
：
竹
内
一
郎

採
集
地

地
点
番
号
基
質
海
藻

採
集
日

試
料
瓶
番
号

科
F
am
ily

和
名

学
名

備
考

知
床
半
島
東
部
沿
岸

S
T

5
ウ
ガ
ノ
モ
ク

U
G
0
6
0
7
1
1
0
6
0
7
1
1
-
5
-
S
T
-
U
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

キ
タ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 b
is
pi
no
sa
 

知
床
半
島
東
部
沿
岸

S
T

5
ウ
ガ
ノ
モ
ク

U
G
0
6
0
7
1
1
0
6
0
7
1
1
-
5
-
S
T
-
U
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i

知
床
半
島
東
部
沿
岸

S
T

5
ウ
ガ
ノ
モ
ク

U
G
0
6
0
7
1
1
0
6
0
7
1
1
-
5
-
S
T
-
U
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

C
ap
re
lla
 s
p.

知
床
半
島
東
部
沿
岸

S
T

5
ウ
ガ
ノ
モ
ク

U
G
0
6
0
7
1
1
0
6
0
7
1
1
-
5
-
S
T
-
U
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ト
サ
カ
エ
ラ
ワ
レ
カ
ラ
近
似
種

C
ap
re
lla
 s
p.
 a
ff
. 
cr
is
ti
br
ac
hi
um

厚
岸
湾

A
K

1
3

ウ
ガ
ノ
モ
ク

U
G
0
5
0
6
2
1
0
5
0
6
2
1
-
1
3
-
A
K
-
U
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ト
ゲ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 s
ca
ur
a　

厚
岸
湾

A
K

1
3

ウ
ガ
ノ
モ
ク

U
G
0
5
0
6
2
1
0
5
0
6
2
1
-
1
3
-
A
K
-
U
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

マ
ギ
レ
ワ
レ
カ
ラ
近
似
種

C
ap
re
lla
 s
p.
 a
ff
. 
de
ci
pi
en
s

泊
村
盃
地
区
地
先
沿
岸

IN
1
7

ミ
ヤ
ベ
モ
ク

M
Y
0
2
0
7
1
9
0
2
0
7
1
9
-
1
7
-
IN
-
M
Y
-
2
5

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i 

ラ
ベ
ル
で
は
「
岩
内
」

下
北
半
島
大
間
崎
周
辺
沿
岸

O
M

1
8

ジ
ョ
ロ
モ
ク

J
R
0
5
0
6
0
7
0
5
0
6
0
7
-
1
8
-
O
M
-
J
R
-
5

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

マ
ル
エ
ラ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 p
en
an
ti
s

下
北
半
島
大
間
崎
周
辺
沿
岸

O
M

1
8

ジ
ョ
ロ
モ
ク

J
R
0
5
0
6
0
7
0
5
0
6
0
7
-
1
8
-
O
M
-
J
R
-
5

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ト
ゲ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 s
ca
ur
a

下
北
半
島
大
間
崎
周
辺
沿
岸

O
M

1
8

ジ
ョ
ロ
モ
ク

J
R
0
5
0
6
0
7
0
5
0
6
0
7
-
1
8
-
O
M
-
J
R
-
5

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

下
北
半
島
大
間
崎
周
辺
沿
岸

O
M

1
8

ス
ギ
モ
ク

S
G
0
5
0
6
0
7
0
5
0
6
0
7
-
1
8
-
O
M
-
S
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i 

下
北
半
島
大
間
崎
周
辺
沿
岸

O
M

1
8

ス
ギ
モ
ク

S
G
0
5
0
6
0
7
0
5
0
6
0
7
-
1
8
-
O
M
-
S
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

C
ap
re
lla
 s
p.

志
津
川
湾

S
Z

2
6

エ
ゾ
ノ
ネ
ジ
モ
ク

E
N
0
2
1
1
0
6
0
2
1
1
0
6
-
2
6
-
S
Z
-
E
M
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

男
鹿
半
島
沿
岸

O
G

3
0

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

N
K
0
4
1
0
1
9
0
4
1
0
1
9
-
3
0
-
O
G
-
N
K
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i 

男
鹿
半
島
沿
岸

O
G

3
0

ヤ
ツ
マ
タ
モ
ク

Y
T
0
4
1
0
1
9
0
4
1
0
1
9
-
3
0
-
O
G
-
Y
T
-
1
4

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

C
ap
re
lla
 s
p.

飛
島
周
辺
沿
岸

T
S

3
1

マ
メ
タ
ワ
ラ

M
M
0
3
1
0
0
6
0
3
1
0
0
6
-
3
1
-
T
S
-
M
M
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

C
ap
re
lla
 s
p.

飛
島
周
辺
沿
岸

T
S

3
1

ヤ
ツ
マ
タ
モ
ク

Y
T
0
3
1
0
0
6
0
3
1
0
0
6
-
3
1
-
T
S
-
Y
T
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i

佐
渡
島
南
部
沿
岸

S
D

5
0

ア
カ
モ
ク

A
K
0
4
0
7
0
5
0
4
0
7
0
5
-
5
0
-
S
D
-
A
K
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

C
ap
re
lla
 s
p.

佐
渡
島
南
部
沿
岸

S
D

5
0

ア
カ
モ
ク

A
K
0
4
0
7
0
5
0
4
0
7
0
5
-
5
0
-
S
D
-
A
K
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

佐
渡
島
南
部
沿
岸

S
D

5
0

エ
チ
ゴ
ネ
ジ
モ
ク

E
C
0
4
0
7
0
5
0
4
0
7
0
5
-
5
0
-
S
D
-
E
C
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

佐
渡
島
南
部
沿
岸

S
D

5
0

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

N
K
0
4
0
7
0
5
0
4
0
7
0
5
-
4
9
-
S
D
-
N
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

モ
ノ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 m
on
oc
er
os

軸
倉
島
・
七
ツ
島
周
辺
沿
岸

H
G

5
6

マ
メ
タ
ワ
ラ

M
M
0
3
0
7
0
7
0
3
0
7
0
7
-
5
6
-
H
G
-
M
M
-
1
0

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ト
ゲ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 s
ca
ur
a

軸
倉
島
・
七
ツ
島
周
辺
沿
岸

H
G

5
6

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

N
K
0
3
0
7
0
7
0
3
0
7
0
7
-
5
6
-
H
G
-
M
K
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

伊
豆
半
島
西
部
沿
岸

F
T

6
1

ヒ
ラ
ネ
ジ
モ
ク

H
R
0
2
1
1
1
9
0
2
1
1
1
9
-
6
1
-
F
T
-
H
R
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i

志
摩
半
島
南
部
沿
岸

S
M

6
7

ネ
ジ
モ
ク

N
J
0
4
0
6
1
0
0
4
0
6
1
0
-
6
7
-
S
M
-
M
J
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i

志
摩
半
島
南
部
沿
岸

S
M

6
7

ネ
ジ
モ
ク

N
J
0
4
0
6
1
0
0
4
0
6
1
0
-
6
7
-
S
M
-
M
J
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

コ
ブ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 v
er
ru
co
sa

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

ア
カ
モ
ク

A
K
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
A
K
-
2
  
  

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

ア
カ
モ
ク

A
K
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
A
K
-
2
  
  

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

マ
ギ
レ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
ec
ip
ie
ns

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

ア
カ
モ
ク

A
K
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
A
K
-
2
  
  

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

モ
ノ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 m
on
oc
er
os

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

ア
カ
モ
ク

A
K
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
A
K
-
2
  
  

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ト
ゲ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 s
ca
ur
a

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

ア
カ
モ
ク

A
K
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
A
K
-
2
  
  

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

エ
ン
ド
ウ
モ
ク

E
D
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
E
D
-
C
A
P
 

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ト
ゲ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 s
ca
ur
a　

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

エ
ン
ド
ウ
モ
ク

E
D
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
E
D
-
C
A
P
 

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

エ
ン
ド
ウ
モ
ク

E
D
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
E
D
-
C
A
P
 

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

P
ar
ac
ap
re
lla
 s
p.

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク

T
H
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
T
H
-
C
A
P
 

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

マ
ギ
レ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
ec
ip
ie
ns
 

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク

T
H
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
T
H
-
C
A
P
 

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

モ
ノ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 m
on
oc
er
os

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク

T
H
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
T
H
-
C
A
P
 

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ト
ゲ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 s
ca
ur
a　

家
島
周
辺
沿
岸

IS
7
1

タ
マ
ハ
ハ
キ
モ
ク

T
H
0
6
0
5
1
1
0
6
0
5
1
1
-
7
1
-
IS
-
T
H
-
C
A
P
 

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

白
浜
~
田
辺
湾

S
H

7
2

ヨ
レ
モ
ク
モ
ド
キ

Y
M
0
7
0
2
2
5
0
7
0
2
2
5
-
7
2
-
S
H
-
Y
M
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

C
ap
re
lla
 s
p.

節
足
動
物
門
 (
A
rt
h
ro
po
da
) 
甲
殻
亜
門
 (
C
ru
st
ac
e
a)
 軟
甲
綱
 (
M
al
ac
o
st
ra
c
a)
 端
脚
目
 (
A
m
ph
ip
o
da
) 
ワ
レ
カ
ラ
亜
目
 (
C
ap
re
lli
de
a)

289



隠
岐
島
周
辺
沿
岸

O
K

7
5

ト
ゲ
モ
ク

T
G
0
2
0
9
0
8
0
2
0
9
0
8
-
7
5
-
O
K
-
T
G
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

オ
カ
ダ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 o
ka
da
i

隠
岐
島
周
辺
沿
岸

O
K

7
5

ヤ
ナ
ギ
モ
ク

Y
N
0
2
0
9
0
8
0
2
0
9
0
8
-
7
5
-
O
K
-
Y
N
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i 

隠
岐
島
周
辺
沿
岸

O
K

7
5

ヤ
ナ
ギ
モ
ク

Y
N
0
2
0
9
0
8
0
2
0
9
0
8
-
7
5
-
O
K
-
Y
N
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

隠
岐
島
周
辺
沿
岸

O
K

7
5

ヤ
ナ
ギ
モ
ク

Y
N
0
2
0
9
0
8
0
2
0
9
0
8
-
7
5
-
O
K
-
Y
N
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

コ
ブ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 v
er
ru
co
sa

隠
岐
島
周
辺
沿
岸

O
K

7
5

ヤ
ツ
マ
タ
モ
ク

Y
T
0
2
0
9
0
8
0
2
0
9
0
8
-
7
5
-
O
K
-
Y
T
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i 

広
島
湾
東
部

M
J

8
1

マ
メ
タ
ワ
ラ

M
M
0
2
1
0
2
4
0
2
1
0
2
4
-
8
1
-
M
J
-
M
M
-
5

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

マ
ギ
レ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
ec
ip
ie
ns

広
島
湾
東
部

M
J

8
1

ヤ
ツ
マ
タ
モ
ク

Y
T
0
2
1
0
2
4
0
2
1
0
2
4
-
8
1
-
M
J
-
Y
T
-
5

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

マ
ギ
レ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
e
c
ip
ie
n
s

宇
和
海
島
嶼
部
周
辺
沿
岸

U
W

9
0

ネ
ジ
モ
ク

N
J
0
4
0
6
0
4
0
4
0
6
0
4
-
9
0
-
U
W
-
N
J
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i 

宇
和
海
島
嶼
部
周
辺
沿
岸

U
W

9
0

ネ
ジ
モ
ク

N
J
0
4
0
6
0
4
0
4
0
6
0
4
-
9
0
-
U
W
-
N
J
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

マ
ル
エ
ラ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 p
en
an
ti
s

宇
和
海
島
嶼
部
周
辺
沿
岸

U
W

9
0

ネ
ジ
モ
ク

N
J
0
4
0
6
0
4
0
4
0
6
0
4
-
9
0
-
U
W
-
N
J
-
C
A
P

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ツ
ガ
ル
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 t
su
ga
re
ns
is

宇
和
海
島
嶼
部
周
辺
沿
岸

U
W

9
0

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

N
K
0
4
0
6
0
4
0
4
0
6
0
4
-
9
0
-
U
W
-
N
K
-
3

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

マ
ギ
レ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
e
c
ip
ie
n
s

宇
和
海
島
嶼
部
周
辺
沿
岸

U
W

9
0

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

N
K
0
4
0
6
0
4
0
4
0
6
0
4
-
9
0
-
U
W
-
N
K
-
3

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

C
ap
re
lla
 s
p.

宇
和
海
島
嶼
部
周
辺
沿
岸

U
W

9
0

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

N
K
0
4
0
6
0
4
0
4
0
6
0
4
-
9
0
-
U
W
-
N
K
-
3

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

コ
ブ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 v
er
ru
co
sa

室
戸
岬
周
辺
沿
岸

M
T

9
4

ヒ
ラ
ネ
ジ
モ
ク

H
R
0
3
0
7
0
1
0
3
0
7
0
1
-
9
4
-
M
T
-
H
R
-
1
0

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ヒ
メ
ワ
レ
カ
ラ

H
em
ia
eg
in
a 
m
in
ut
a

平
戸
海
峡

H
D

9
9

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

N
K
0
4
0
2
2
8
0
4
0
2
2
8
-
9
9
-
H
D
-
N
K
-
2
0

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

C
ap
re
lla
 s
p.

都
井
岬
周
辺
沿
岸

K
M

1
0
9

ヒ
ラ
ネ
ジ
モ
ク

H
R
0
2
1
0
0
5
0
2
1
0
0
5
-
1
0
9
-
K
M
-
H
R
-
5

ワ
レ
カ
ラ
科

C
ap
re
lli
da
e

ホ
ソ
ワ
レ
カ
ラ

C
ap
re
lla
 d
an
ile
vs
ki
i 

ラ
ベ
ル
で
は
「
串
間
」

290



 291 

4-3-13 分類学的調査結果の概括  

 同定結果の得られた１１分類群から概ね 150 種（種までの同定が行われていないものもあるための概数）

が記録され、このうち線虫類で4種、多毛類で 2種、腹足類で 10種、貝形虫類で 8種、タナイス類で少なく

とも 1種、ヨコエビ類で少なくとも10種が日本未記録種または未記載種と認められた。各研究者の報告にも

述べられているが、今回の調査では同定用のサンプル量を予め少量に制限して同定依頼を行ったために、分

類学的検討に供された個体数は少なめであった。それにも関わらず未記載種や未記録種が 35 種を上回った。

これは全出現種数のうち少なめに見積もっても 2 割を超す。この事実は、藻場葉上動物についてのさらに広

域かつ詳細な分類学的検討が今後実施されるべきであることの証左となろう。 
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4-4 葉上動物の定量的調査 

4-4-1 葉上動物の基質海藻について  

 定量調査対象地点で葉上動物の生息基質となっていた海藻は種名の判明したものが25種で、徳島県宍喰地

先沿岸の試料については海藻の同定についての情報提供が未だないため、仮に種名を Sargassum sp.A-C とし

てある。これらは他の 25 種と重複する可能性がある。中城湾北部の Sargassum sp.1 と白保地先沿岸の

Sargassum sp.2は海藻研究者による同定が試みられたが、種判別できなかったもので、これらは既同定の25

種とは区別できると見込まれる。地域別の基質海藻一覧表を次に示す。  

 

＊表中の数字は、定量調査に供された試料数を示す。 
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4-4-2 定量調査結果グラフ 

 定量調査を行った 29 地点の葉上動物密度を基質海藻の乾燥重量あたりの個体数として棒グラフに表した。

縦軸の値は平均値と標準偏差である。1つの調査地点で基質海藻種が複数ある場合には、棒グラフの濃淡を変

えて表した。 
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4-4-3 定量調査結果の概括 

葉上動物の生物量と多様性とは、藻場の現状を知る手がかりになりそうである。生物量が多ければ、少な

くとも生産力が大きいことは疑いない。多様な動物群が共存していれば、生物群集として複雑であり、群集

構造として強固であることが予想される。しかしながら、季節的要因、海藻の形状なども動物量に関係があ

るだろう。また、葉上藻類や植物プランクトンなどによる一次生産からのボトムアップ効果と魚類などの捕

食者からのトップダウン効果とのバランスも重要だろう。そのバランスが葉上動物量の主要な支配要因であ

れば、葉上動物が少ないから必ずしも生産力が低いとはいえない。生産力は大きくても捕食圧がそれに勝っ

ている可能性もあるだろう。これらのことを念頭においた上で、葉上動物密度と出現動物群についての情報

を概観してみる。密度データから、密度の高さに基づいて作った表を次に示す。 

 

 

色の濃いマスは葉上動物密度が高かった試料を示す。濃淡の塗り分けは、各調査地において基質海藻種毎

に求めた動物群別の密度平均値をもとに類別したものである。海藻種が複数の場合は、値が最大のものを類

別に用いた。これによって葉上動物密度の大きな地域と動物群を一覧できる。傾向として見て取れるのは、

日本海沿岸、瀬戸内海域および島嶼で高密度分類群が多いことだ。北海道泊村盃地区地先沿岸、石川県舳倉

島・七ツ島周辺沿岸、島根県隠岐島周辺沿岸、兵庫県家島周辺沿岸、広島県広島湾東部、愛媛県宇和海島嶼

部周辺沿岸、鹿児島県上甑島海鼠池、東京都八丈島周辺沿岸、沖縄県宮古島東部が挙げられる。太平洋沿岸

域では密度や卓越分類群数が少ない傾向がある。これは興味深い事実ではあるが、理由は分からない。今後

さらなる調査を行い、さらに広域からの追加データを得る必要がある。顕著に動物密度が高かったのは、宮

古島東部のカイアシ類と上甑島海鼠池の腹足類であった。宮古島東部は他の動物群も多く、生物量が全体的

に多かった。生産力が著しく大きいのだろう。また、上甑島海鼠池は海鼠池という特殊な環境であったこと

が関係していると考えられる。 
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4-5 考察と今後の展望     

このような全国規模の藻場葉上動物調査は、おそらく世界的に見ても例のないものだろう。『希少種の探索、

生物量の把握、多様度の把握』が今回の葉上動物調査においての目標であり、調査のキーワードであった。

分類研究者の協力を得ての分類学的調査からは、出現種数の２割超の希少種の出現が判明し、藻場葉上動物

にまだまだ未記載種や希少種が果てなく存在することが明らかになった。藻場が消滅することによって、未

知の小動物たちが、存在していたことすら知られることなくこの世から消えていく可能性がある。これは熱

帯雨林における状況と何ら変わりがない。藻場生物の本当の多様性を知るためにも、動物分類学者、海藻分

類学者、生態学者が一丸となった広域調査を長く続けてゆく必要がある。また、広域定量調査は新しい試み

であった。分類学的調査を重視すると扱える生物量がどうしても小さくなる。定量調査では扱う動物群をあ

えて大きく扱ってみた。このような方法で大きな視点から見えてくるものもあろう。葉上動物量の支配要因

としての種々の要素について現有データにさらなる解析を加えて、あらためて公表の機会を得たいと考えて

いる。 

 今回の調査で反省し、改善を要する点も多くあった。動物群毎に標本の処理方法が異なるため、初期固定

後の早い試料処理が必要だったのだが、労力と時間の制約で、各々の分類群に至適の方法で標本処理を行う

ことができなかった。このことは今回腹足類において最も大きな問題であり、これについては本書の長谷川

先生の報告に述べられている通りである。サンプル処理プロトコルの再検討は今後、まず改善すべき点であ

る。また、遺伝子解析対応の標本作製を行わなかったことには、大きな後悔が伴う。やはりサンプル採集数

の制限や労力に関係するのだが、今後考慮しなければならない。また、採集調査方法は可能な限りの簡略化

を図ったつもりであったが、特に調査後期に至ると、初期の調査員からの入れ替わりがあったこともあって、

統一調査手順が遵守されなくなって、所定時間内に試料が届かない頻度が増した。このあたりの調査システ

ム管理も今後の検討課題であろう。 

 

 

 

 

 

4-6 おわりに 

この調査は準備期間ととりまとめの期間を含めると７年以上を要したものであり、この間に分類学研究者、

生態学研究者の他にも多くの学生たちにお世話になった。皆さんに心から感謝したい。数々の調査の共同作

業の中で生まれて来た年齢の上下や分野を超えての人的ネットワークは、我々にとって得難い財産である。

最後になるが、水中映像作家で本調査の映像記録の制作を担当していた高石容二朗氏は、多くの貴重な映像

を遺して下さったが、調査の完遂を見届けることなく道半ばに逝去された。氏の冥福を祈ると共に調査が無

事終わったことをここに報告したい。 

 

 

                             本章取りまとめ担当：青木優和（筑波大学） 
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4-7 標本の保管場所 

 本調査に用いた標本は、分類群ごとに各研究機関に収蔵している。分類群ごとの標本の収蔵機関と担当

者は以下である。 

本報告書の発行時現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類群 標本保管場所 管理担当者

線形動物門双器綱 札幌医科大学医学部生物学教室 鬼頭研二

軟体動物門腹足綱 国立科学博物館、動物研究部、昭和記念筑波研究資料館 長谷川和範

環形動物多毛綱 千葉県立中央博物館 西栄二郎

節足動物門クモ綱ダニ目 特定非営利活動法人日本国際湿地保全連合 佐々木美貴

節足動物門貝形虫綱ポドコピーダ目 静岡大学キャンパスミュージアム 塚越哲

節足動物門顎脚綱ソコミジンコ目 高知大学海洋生物研究教育施設岩崎研究室 岩崎望

節足動物門軟甲綱クーマ目 岡山大学理学部附属臨海実験所・研究室 秋山貞

節足動物門軟甲綱ダイナス目 北海道大学大学院 理学研究院 自然史科学部門 角井敏知

北九州市立自然史・歴史博物館液浸収蔵庫 下村通誉

海洋研究開発機構極限環境生物圏研究センター 田中克彦

節足動物門甲殻亜綱軟甲綱端脚目ヨコエビ類 大阪市立自然史博物館 有山啓之

節足動物門甲殻綱端脚目ワレカラ亜目 愛媛大学農学部 竹内一郎

節足動物門甲殻綱等脚目
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4-8 参考写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地における葉上動物群集の様相の差異を示す。葉上動物を海藻から落として固定後に、試料の全体像を撮影したもの。固定

からの時間経過の長いものでは、脱色や脱灰の生じているものがある。各写真の下には地点番号・地点名・基質海藻名を示す。

撮影倍率は試料によって異なるため、写真中にスケールを入れてある。特別に長さを示していない場合は 5 mm を示す。 
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第 5章 日本の藻場と現状 
 
5-1 日本の藻場と現状 

日本列島の沿岸域は、亜寒帯から亜熱帯に位置し、複雑に変化する海岸線と多くの島々を有

している。また寒流、暖流にも面しており、その沿岸環境はとても変化に富んでいる（谷口 1961）。

そのため、日本沿岸域には多くの海藻海草群落（藻場）があり、藻場を中心とした多様な生態

系が形成されている。そして種の多様性に富む日本沿岸域の藻場は、その地域によって優占す

る構成種が異なっている。 

アマモ場 

日本には現在、16種類の海草類が報告されており（相

生 1998）、その中でも比較的波の穏やかな内湾性の海

域に生育するアマモ Zostera marina は北海道から九州

まで、また、コアマモ Zostera japonicaは北海道から沖

縄まで広く分布している。特にアマモは多くの海草藻

場で優占種となり、最も一般的な海草類である。また、

鹿児島湾など一部では単年生のアマモが知られている

が、アマモ、コアマモとも多年生である。亜寒帯から

温帯に位置する北海道・東北海域では、オオアマモ Zostera asiatica や、タチアマモ Zostera 

caulescens、スゲアマモ Zostera caespitosaなどが、日本固有種として生育している。特に大型の

オオアマモや最大で 7 メートルほどにもなる世界最大の海草類であるタチアマモなどは、その

生育域も限られており、日本の藻場の構成種としてとても重要な存在である。 

砂に根を張る海草類が多い中で、スガモ  Phyllospadix iwatensis、エビアマモ  Phyllospadix 

japonicus は、潮間帯から潮下帯の岩上に生育している。主に砂上で単一の群落を形成するアマ

モ類と違い、他の海藻類と混生する事が多いこれらの 2 種は、日本列島北部から中部の種多様

性を担う重要な種類となっている。 

沖縄海域の沿岸は、その気候帯に加えサンゴ礁に囲ま

れた独特の地形的特徴を有している。海草類も、主に温

帯域に生育するアマモ科 Zosteraceaeだけでなく、熱帯性

の種類も多く生育しており、海草類の種多様性が非常に

高い。リュウキュウスガモ Thalassia hemprichiiやリュウ

キュウアマモ Cymodocea serrulataなど、“琉球”の名が付

く海草類を始め、11種の海草類が生育している（本報告

島根県隠岐島のアマモ場 

沖縄県西表島の海草藻場 
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書参照）。ウミヒルモ Halophila ovalisは、小判型の葉を対に有し、砂中の地下茎によって生長す

る小型海草類である。熱帯から温帯域での生育が知られているが、日本では主に沖縄本島を含

む亜熱帯沿岸域にて生育している。しかし、青森県陸奥湾での生育が報告されるなど、（桐原ら 

2005）、幅広い分布域を持ち、形態も変化に富むことから、分布に関する議論も多く行われてい

る（仲岡ら 2006）。遠浅なサンゴ礁内に広大な藻場を形成する沖縄海域の海草類は、一次生産

者としての役割や魚類や小型底生動物の生息場所としてだけではなく、ウミガメやジュゴンな

ど大型海洋動物の餌場になるなど、他の海域にはない独自の役割も有している。 

 

海藻藻場 

砂上の海草類の藻場に加え、日本沿岸域の岩礁域には、多くの海藻藻場が形成されている。

さらにその構成種は海域によって大きく異なり、種類だけではなく、それによって形成される

藻場景観も多様性に富んでいる。 

亜寒帯から温帯に位置する北海道や東北海域の一部は、年最高水温も 20度前後と低く、主に

コンブ類が藻場を形成している。マコンブ Laminaria japonica やトロロコンブ Kjellmaniella 

gyrataに代表されるコンブ類は、日本の有用海藻として古来より人々に利用され、今も日本の水

産業にとって重要な漁獲物となっている。そのため多くの調査研究も行われ、今では北海道沿

岸だけでも、29種のコンブ目藻類の生育が確認され（川嶋 1993）、DNAを用いた系統解析も行

われている（川井・四ツ倉 2005）。コンブ類に代表的な形態である、数メートルに及ぶ葉状体

は、最盛期には潮下帯一帯の海底を覆い、コンブ藻場特有の景観を示している。 

本州太平洋岸の沿岸域では、主にアラメ  Eisenia 

bicyclis やカジメ Ecklonia cava、温帯性のホンダワラ属

Sargassum が、主な藻場の構成種となっている。長さ 1

メートルにも及ぶ、長く太い茎を有するアラメ・カジメ

藻場の景観は、まさに海中林である。また、オオバモク

Sargassum ringgoldianum ssp. ringgoldianumやヨレモクモ

ドキ Sargassum yamamotoiなどに代表される温帯性のホ

ンダワラ属は、広大で高密な藻場を形成し、その高度に

分化した藻体によって、複雑で変化に富んだ藻場景観を

示している。それに伴い、葉上に生息するワレカラ類から大型の魚類など、多くの生物の生息

場や餌場になるなど、非常に高い生物多様性を有している。 

日本の沖合を流れる流れ藻の多くは、これら温帯性ホンダワラ属で構成されている（吉田

1963）。流れ藻はそこに生息する生物やブリ稚仔魚の移動や、サンマなどの産卵場になるなど、

これら温帯性の藻場は、沿岸域のみならず日本の沖合においても、重要な役割を担っている。 

和歌山県白浜のホンダワラ藻場 
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温帯域の南限に当たる九州は、コンブ目のアントクメ Eckloniopsis radicosaから、単年生の温

帯性ホンダワラ属のアカモク Sargassum horneri、フタエモク Sargassum duplicatumやキレバモク 

Sargassum alternato-pinnatumなどの亜熱帯性ホンダワラ属も生育するなど、藻場構成種の多様性

がとても高い海域になっている（寺田ら 2004）。特に鹿児島県東岸の志布志湾周辺や、西岸の

阿久根や八代海など、宮崎・熊本との県境周辺海域は、温帯性と亜熱帯性藻類が生育する境界

域になっており、今後の海洋環境の変化を把握する上で、重要な海域となっている。 

沖縄本島や八重山諸島を有する沖縄海域では、サンゴ

礁に囲まれたリーフ内の岩礁に藻場が形成されており、

景観を占める海藻藻場構成種はすべてホンダワラ属であ

る。沖縄本島では、主に南部から中部・北部東岸にかけ

て、ホンダワラ属を中心とした海藻藻場が形成されてい

る。 

本海域に生育する温帯性ホンダワラ属は、ヒジキ 

Sargassum fusiformeとウミトラノオ Sargassum thunbergii

のみで、両種は日本における分布の南限にもなっている

（島袋・野呂 2007）。温帯性のホンダワラ藻場と違い、亜熱帯性の Sargassum亜属を中心とした

沖縄海域のホンダワラ藻場は、単一種による高密な藻場を形成することは少ない。しかし、岸

から数百メートルにも及ぶリーフ内で、多くの種類が混生して形成される藻場は、海洋生態系

的にも重要な役割を担っている。 

 

現状と課題 

豊かな生物資源量と高い生物多様性を有する日本沿岸域の藻場だが、最近では、藻場面積の

減少や種の北上など、藻場におけるさまざまな変化が問題となっている。その原因は、海水温

や塩分濃度の変化、植食性動物による食害などが挙げられる。また日本においては、埋め立て

などによる海岸の直接的な改変も、藻場減少の重大な要因となっている（寺脇ら 2002）。しか

し南北に広がる日本列島において、その要因は多岐にわたり、また多くの要素が複雑に関わっ

ている場合も多い。減少した藻場において、多くの市民団体や公共機関が、アマモの移植や藻

場造成事業を行っている。効果の出ている海域もあるが、その有効性についてさらに検証を重

ねる必要がある。本来、藻場の保全や減少した藻場の増殖は、可能な限り人の手を加えず、自

然の維持再生機能に任せることが最良であると考える。 

また、藻場の減少が問題となっている一方で、観光地などにおける藻場の増加が問題となる

場合もある。消波堤の造成により環境の安定した砂泥地に、新たにアマモ場が形成されること

がある。増えたアマモが海水浴客の邪魔になるということで、逆にどのように除去しようかと

沖縄県宜野座村のホンダワラ藻場 
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問題となっている。富栄養によるアオサ類の増加のように、多くの人が除去すべきと考える状

況と違い、増えた藻場に対する考えは、その土地の風土や個人の価値観によって大きく変わる

場合がある。藻場の保全を進めていくためには、直接的な調査研究だけではなく、環境に対す

る教育や知識を広く周知していく必要もある。 

先述のように、藻場の保全は、人が手を加えないことが最も重要である。しかし、藻場が自

然環境の一部として独自に再生できる限界を超えてしまっては、どのような対策も手遅れであ

る。本事業では、2002 年度より 5 年間かけて、100 箇所以上の藻場を調査してきた。今後起こ

りうる藻場の変化を把握するためには、引き続き調査観察を行うことが望ましい。また本事業

によって得られた、膨大かつ重要な調査結果が、今後の調査や藻場の保全に多いに利用される

ことを期待する。 
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5-2 各海域における藻場の現状と課題 
 
5-2-1 北海道海域 
 

藻場 

 北海道の全沿岸は 2,700km余りに及ぶが、その海域は地理的条件や来流する海流あるいは気

象などの諸条件に基づいて、太平洋、日本海、およびオホーツク海の３海域に大別できる。こ

こでは北海道沿岸を上述の 3 海域に分けて、各海域内の海洋条件と藻場（コンブ場）の特徴及

び課題について述べる。 

 

A. 海域の海洋条件 

（１）太平洋海域  

東端は根室半島ノサップ岬とし、西端を津軽海峡西口付近とする総延長約 1,080kmにわたる

広い海域である。 

この海域の最大の特徴は低水温、高栄養塩の親潮寒流の影響下にあることで、特に根室地方

から襟裳岬に至る東部太平洋沿岸は、我が国唯一の寒流のみの低水温域であり、年間の旬平均

水温（厚岸）は最高 17℃、最低-1℃である。親潮寒流は栄養塩類が豊富なために海洋生物の一

次生産物である植物プランクトンが極めて多く、海水の透明度が低いのも特徴の一つである。 

これに対して、襟裳岬から津軽海峡東口付近までの南西太平洋沿岸は依然として親潮寒流の

影響が各地に見られるが、それとともに日本海から津軽海峡をとおって流入する対馬暖流の分

布とも交流し、噴火湾内では秋～冬に寒流が、また春～夏は暖流が優勢になるなど海洋条件に

は季節的変動が起こる。年間の旬平均水温（室蘭）は最高 21℃、最低３℃である。 

津軽海峡は暖寒両流の交代が最も明瞭な海域で、中でも海峡東口の函館市汐首岬を境にして

西側では暖流が、反対に東側では寒流がそれぞれ優勢である。ただし寒流はこの岬で消失する

のではなく、表層（暖流）の下に潜って潜流となり、海峡西口に近い福島町矢越岬付近で再び

表層に出て、ここで消滅する。このように津軽海峡を含む南西太平洋海域は親潮寒流と津軽暖

流が互いに交差する海域であり、なかでも汐首岬が海藻相の重要な変換点になるということが

できる。 

 

（２）日本海海域 

日本海海域は津軽海峡西口の白神岬から稚内宗谷岬に至る沿岸（奥尻島、天売島、焼尻島、

利尻島、礼文島を含む）で、その海岸線の総延長は約 970kmに及ぶ。 

この海域は本州の日本海沿岸を北上してきた対馬暖流の影響が大きく、その勢力は北上する
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につれて多少弱まるものの、利尻、礼文島でも夏季にはなお暖流が認められる。ただ、冬季に

はこの海域中央部の石狩湾以北ではサハリン西岸から南下する寒流や、沿海州からの強い季節

風によって水温は低下し、年間の旬平均水温は南部の桧山地方で最高 23℃、最低 7℃ほどに対

し、北部の利尻・礼文島では最高 19度、最低 3℃ほどである。また、栄養塩類は少なく、例え

ば年間で最も多いとされる 1月ごろの道南日本海の海水中の硝酸態窒素量はほぼ４μg‐at/1で、

同じ時期の道南太平洋のほぼ 12μg-at/1に比較して 25％くらいしかない。このために植物プラ

ンクトン量が少なく、透明度が高い。 

 

（３）オホーツク海海域 

オホーツク海海域とは一般に稚内宗谷岬から知床半島先端の知床岬までを指すが、ここでは

さらに国後島との間の根室海峡を通り、根室半島東端のノサップ岬に至る総延長約 690kmの海

域を指すこととする。オホーツク海は、その周囲を大陸、島、あるいは列島に囲まれ、半閉鎖

的かつ特殊な海洋構造や気象条件によってこの海域固有の冷水域を生成し、冬季には海氷が発

達し、流氷に閉ざされるなど、全体としてみれば他海域とは大きく異なった低水温の海域であ

るといえる。しかし、この海域の南西部に位置する北海道のオホーツク海沿岸には日本海側か

ら宗谷海峡を通って流入する対馬暖流の末流（「宗谷暖流」と呼ぶ）があり、幅約 30km、水深

50m 層までの暖水帯を形成し、その先端の一部は知床岬を回って羅臼沿岸から根室ノサップ岬

付近まで及んでいる。この暖流はサハリン東岸を南下する東カラフト寒流の影響で冬には勢力

が弱まるが、反面で流氷から豊富な栄養塩が供給される。年間の旬平均水温（紋別）は最高で

18℃、最低―1.5℃である。 

 

B. 各海域の藻場とコンブ類の特徴 

（１）太平洋（津軽海峡を含む）海域 

 太平洋海域のうち根室半島ノサップ岬から襟裳岬までの道東太平洋沿岸は我が国の典型的な

寒流系海藻の分布域である。域内の外海に面した潮間帯を代表する種類はクロバギンナンソウ、

ヒバマタ、及びエゾイシゲなどで、見事な群落を形成する場所が多い。また、漸深帯における

大型海藻の主体は豊富なコンブ類であり、有用種のナガコンブ、ミツイシコンブ、ガッガラコ

ンブ、オニコンブ、エナガコンブ（以上コンブ属）、トロロコンブ（トロロコンブ属）、ネコア

シコンブ（ネコアシコンブ属）のほかに未利用種ゴヘイコンブ、スジメ、アナメやアイヌワカ

メ、ホソバワカメなどを含む少なくとも 12種のコンブ類を数える。 

 これらのコンブ類は種類ごとに生育環境や水深が異なる。主要な種についてみれば、ナガコ

ンブとミツイシコンブは釧路を境として東西に分布が分かれるが、いずれも外海に面した水の

動きの激しい平磯上から水深 2～4mの比較的浅い平坦な海底に大きな群落を形成する。ガッガ
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ラコンブはナガコンブと混生するが、波浪の少ない水深 4～5m、または海底の凹地を好み、ネ

コアシコンブは生育水深が最も深く外界の水深 7～10m まで生育する。トロロコンブは反対に

最も浅く水深 1mくらいまである。これに対してオニコンブは静穏な内湾的環境に好んで群落を

作る。 

 襟裳岬から津軽海峡東口の汐首岬までの南西太平洋沿岸は、分布する寒流系と暖流系の海藻

による豊かな海藻相が見られ、両系の種類数の上では海域内の東西で大きな差はないが、実際

の生育状態をみると襟裳岬を含む日高沿岸では寒流系海藻が多く目に付き、反対に渡島半島東

部沿岸では暖流系海藻の生育量が多い傾向にある。 

 この海域で見られる主要な海藻には、寒流系のマツモ、チガイソ、エゾイシゲ、ヒバマタ、

ネブトモク、フクロフノリ、ベニフクロノリ、クロハギンナンソウ、ハケサキノコギリヒバ、

クシベニヒバと暖流系のハネモ、ミル、ナガマツモ、ヘラリュウモン、ムカデノリなどがある。 

 津軽海峡東口の汐首岬は暖寒両系海藻が互いに交流する地点で、両系のある種にとっては互

いに分布の限界点となる海藻分布上の重要な場所である。例えば太平洋の各地に多産する寒流

系のヒバマタと、反対に海峡内に多い暖流系のヒジキは、互いに岬を越えて分布域を広げるこ

とはない。また、寒流系のエゾイシゲは岬を超えて更に西側まで生育するが、その分布の先端

は年によって必ずしも一定せず、変動することが知られている。その理由はおそらく毎年の水

温の変動が関わっているのかもしれない。 

 また更に、汐首岬周辺に多い寒流系のチガイソは函館山周辺でも見られるが、分布はここで

いったん途切れ海峡西口に近い矢越岬周辺において再び出現して、津軽海峡における寒流系海

藻の分布の限界となる。これは前述した寒流の海峡内における潜流化と矢越岬付近での湧昇と

いう海洋学的知見とよく一致している。 

 反対に海峡内にある暖流系海藻で汐首岬を越えて太平洋側に分布を広げる代表的種類にワカ

メやマグサ（テングサ）などがある。分布の限界はワカメが室蘭、マグサは日高（春立）であ

る。 

 この海域内の有用コンブ類にはミツイシコンブ、マコンブ（以上コンブ属）、およびガゴメ（ト

ロロコンブ属）がある。ミツイシコンブの分布域は襟裳岬周辺から津軽海峡の函館地方に至る

広い範囲(ただし、噴火湾内を除く)に及ぶが、その主要な生育地は日高地方である。外洋に面し

た波浪の激しい場所に生育する傾向があり、生育水深は浅く、広い平磯上や水深 1～3mの平坦

な海底に大きな群落を形成する。 

 マコンブの分布域は室蘭から噴火湾、渡島半島東岸をとおり、津軽海峡西口に近い福島付近

に及び、湾入した比較的静穏な場所を好み、その中でも汐首岬を中心とする半島東部沿岸が主

要な漁場である。すなわち、汐首岬以東の太平洋沿岸の生育水深は 2～5ｍで、葉長 1.5～2ｍ、

葉幅 15～25cｍに対して汐首岬以西の函館に至る海峡沿岸の生育水深はほぼ 2～20m にまで及
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び、漁場は岸昆布場と沖昆布場に分かれ、深所の葉体は葉長 8～10m、葉幅 20～40cmの長大な

ものが多い。このようにマコンブ分布域内の環境は変化に富み、それに応じてコンブの生態や

形態、品質なども大きな影響を受ける。 

 ガゴメは室蘭から函館まで（噴火湾内を除く）のマコンブ地帯に分布する。生育水深は多少

マコンブより深い傾向がある。 

 

 （２）日本海海域 

 全海域にわたり分布する海藻の多くは暖流系の種類で占められ、しかもそれらの多くは海域

の南部から北部まで広く分布している。利尻島の代表的暖流系海藻にはハネモ、ホソツユノイ

ト、ハイミル、スギモク、カギノリ、オバクサ、マクサ、ワツナギソウ、シマダジア、ベンテ

ンモ、ハネソゾなどがある。反面、寒流系海藻にはリシリコンブ、ホソメコンブのほか、エゾ

イシゲとハケサキノコギリヒバなど、ごく少数の種類しか知られていない。一般に日本海の海

藻相は貧弱だといわれながら、実際には 1 地域で 130～150 種以上、ときには 200 種を超える

ことも珍しくない。 

 日本海に分布する有用コンブ類にはホソメコンブ、リシリコンブ、チヂミコンブ（以上コン

ブ属）の 3 種がある。ホソメコンブとリシリコンブは、ほぼ石狩湾を境として南と北に分布域

が分かれるが、実際にはホソメコンブは利尻島からも知られ、また反対にリシリコンブに酷似

するものは後志、桧山地方からも発見される。チヂミコンブは石狩湾以北にのみ分布する。 

 また、ガゴメが津軽海峡西口近くの松前小島に分布するが、生育量はわずかである。 

 未利用種にスジメ、アナメ（変種リシリアナメ、テウリアナメ）がある。ワカメは全沿岸に

生育するが、チガイソ類は全く分布しない。 

 ホソメコンブの生育水深は０ｍから５～７ｍまでであるが、主な生育帯は 0m から 0.5～1m

の狭い範囲で、帯状に高い密度で生育する傾向が強く、磯焼け地帯でも水際に生えることがあ

る。 

 リシリコンブは水深 0～10ｍ以上の深さまで着床するが、主要な着生帯は 1～5mであり、利

尻島では年ごとに着生帯の浅深が変わることがある。 

日本海の南部海域に発生している磯焼けについては別項（C）で述べる。 

  

 （3）オホーツク海海域 

 宗谷岬から知床岬に至るオホーツク海沿岸に分布する海藻は約 130 種知られているが、その

なかには千島列島やサハリン（樺太）、あるいはカムチャッカ半島などにも分布する寒流系海藻

もあり、その中にはエゾイシゲやヒバマタのように北海道の知床半島東岸や太平洋海域にも広

く分布する。さらにこの沿岸にのみ分布する固有種が 5 種類ある。このようにオホーツク海の
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海藻相は種類数は少ないが、その構成は意外に多様である。 

 知床岬から根室ノサップ岬に至る根室海峡のうち知床半島沿岸（羅臼海域）は海藻植生が特

に優れ、現在知られている 129種ほどの海藻のうち寒流系の約 90種の多くは隣接する千島列島

や道東太平洋沿岸にも分布する。知床半島が北海道と国後、エトロフ両島の海藻のつながりを

知る上で極めて重要な地理的位置を占めているというべきである。 

 羅臼沿岸の海藻植生のもう一つの注目すべき点は暖流系海藻の意外な豊富さである。すなわ

ち、この海域には上述したオホーツク海沿岸にみられる各種類の他にもアミジグサ、イシモズ

ク、ワタモ、ミヤベモク、ワツナギソウ、ハネイギスなど 30種に及ぶ暖流系海藻が分布してい

るが、そのすべてが宗谷暖流によって日本海側から入り込んだものと考えられ、しかもその数

はオホーツク海沿岸の種類数を上回っている。その理由は調査精度などによるものであろうが、

いずれにしろこれらの暖流系海藻の存在はオホーツク海域が冬季間流氷に閉じ込められる「冷

たい海」という単純な思い込みに反省を促しているようにも見える。 

 この海域に分布するコンブ類にはリシリコンブ、オニコンブを主とし、チヂミコンブ、カラ

フトトロロコンブ（以上コンブ属）、アツバスジコンブ（ミスジコンブ属）がある。リシリコン

ブは日本海北部に続きオホーツク海一帯に分布し、知床岬付近から次第にオニコンブと交代す

る。オニコンブは知床半島の羅臼沿岸を主産地とし、その端は根室半島先端のノサップ岬に至

る。リシリコンブは日本海産に比べれば品質が劣り生産量も少ない。羅臼産オニコンブも生産

量は少ないが品質に優れ、きわめて高価である。チヂミコンブも日本海北部に続き宗谷岬から

ほぼ網走付近まで分布し、それより先は近縁のカラフトトロロコンブが知床半島周辺を経て根

室ノサップ岬付近まで分布するいずれも粘質が多くトロロコンブとも俗称されるが生産量は少

ない。 

 アツバスジコンブの主産地はエトロフ島・国後島であり、北海道では知床半島羅臼沿岸にし

か分布しない特産種で、オニコンブと混生する。粘質に富むが生産量は少ない。このコンブは

近年生育量が著しく減少したという情報があるので注意する必要がある。 

 

C．北海道の藻場（特にコンブ場）についての課題 

 （１）各海域に共通する課題 

 北海道周辺の海は日本海南部の磯焼け地帯をのぞき、総体として環境はよく維持され、生育

するコンブやその他の海藻は豊富であって、藻場について緊急に対応すべき課題はないように

見える。しかし実際は、最近の北海道の天然コンブ生産量をみると、1946 年以来 1997 年まで

の 50年間維持されてきた毎年の平均生産量 23,600トン（乾）が 1998年に突然 16,495トン（乾）

に急減し、その後も 16,000トン~13,000トン台の状態が今日まで続いて生産量は回復していな

い。その原因については海水温度の上昇説が最も有力である。 
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 しかしながら海水温度の上昇が原因とすれば、当然コンブ以外の寒流系、暖流系の海藻にも

分布や生育量に変化が起こるはずであり、このような海藻の生活や生態の実態を明らかにする

研究の強化、推進を真剣に考え実行すべきである。 

 この自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査が今後どのように展開されるかわからないが、

50年や 100年後の藻場の保全情報を知ろうとするならば、コンブに限らず、せめて海域を代表

するような特定の海藻を選定してそれらが今後の海洋環境の変動に応じてどのような挙動を取

るのかを出来るだけ長期にわたって調査する体制を作る必要がある。 

 

 （２）磯焼けに関する課題 

 日本海南部海域の桧山、後志地方に発生している磯焼けの原因には、ウニによる海藻幼芽の

食害、高水温と栄養塩類の不足、あるいはコンブ遊走子の絶対量不足などがあげられたが、海

底のウニを排除する方法によって磯焼けを防止する手段が証明され、一定の評価を得ている。

しかしながら、その後も高水温やそれに関連する栄養塩類不足説も根強く、磯焼けにはまだ解

決すべき課題が残されているように思われる。 

 磯焼け海域を子細に観察すると、いわゆるサンゴモ平原は決して沿岸の全域にわたって一様

に広がっているのではなく、あちこちにコンブなどの海藻がよく繁茂した海域があり、しかも

そのような場所は磯焼け海域に隣接した浜というような例も決して珍しくはない。また、海藻

の全く生育しない砂浜地帯に設置したコンクリートブロックに長期間にわたって海藻が繁茂し、

新しい藻礁としての機能を維持する例がいくつか見られる。 

 一般に日本海沿岸ではコンブの発芽期にあたる 1～3月に雪が多く、水温が低い年は栄養塩類

の濃度が高く、磯焼け地帯でも葉体が繁茂して大豊作になることが知られている。 

 磯焼けの原因について高水温や栄養塩類不足を問題にする現場の声が多く、これらに対する

科学的対応が望まれる。その方法として磯焼け海域と真正面に向き合う従来の研究手法だけで

なく、磯焼け地帯の中にも比較的良好な藻場が介在する理由を明らかにすることもまた磯焼け

を正しく理解し、対策に役立つ技術を生み出すのではないだろうか。 

 

 （３）ミツイシコンブ海域への他種コンブ類侵入に関する課題 

 北海道周辺に分布するコンブ類はそれぞれの主に適応した一定の生活域内にとどまり、よほ

どの環境の変化が起きない限り、それまでの自然分布域から大きく新しい生活域を広げること

はないと考えられてきた。しかし、最近このような従来からの一般常識とはやや異なるコンブ

類の分布域の変化が見られるようになってきた。 

 北海道の太平洋沿岸の日高海域はミツイシコンブ単一種の生産の中心地帯であって、そのほ

かの有用コンブ類は全く分布しない特異な海域として知られてきた。 
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 ところが 1995年以降、この地方のミツイシコンブの本場ともいうべき浦河、様似の両漁港内

や、更にえりも町内の庶野（しょや）漁港の内外からも明らかにマコンブと同定できる大量の

コンブが発見されるようになった。またこのほかに、えりも町のえりも漁港、岬漁港、及び笛

舞（ふえまい）漁港内からは外観がガッガラコンブ及びエンドウコンブ（またはカラフトトロ

ロコンブ）に似たコンブが発見されている。 

 これらのコンブ類が発見されたのはいずれも各漁港内の船着き場の岸壁や防波堤内側の側壁

であり、また漁船係留用ロープにも密生していた。これに対して、本来着生しているはずのミ

ツイシコンブはいずれの漁港内でもほとんど確認できなかった。 

 いずれにしてもこのような事実から考えて他種コンブの侵入はそれらの分布する海域から来

航する漁船などの船舶によって持ち込まれた可能性が非常に高い。 

 さらに重要なことは 1996年 8月の様似漁港周辺の緊急調査では、すでにマコンブは港口周辺

外海の防波堤基部やミツイシコンブ漁場の岩礁にも生育して、なかには両種のコンブの付着器

が株状に絡み合っているものがあった。このようなマコンブの外海への拡大範囲は確認されて

いないが、このような実態からみていつかは日高沿岸のミツイシコンブ単一種海域に何らかの

変化が生ずる恐れがある。 

 このようなマコンブ、その他のコンブ類が何時ごろから侵入し始めたかについて漁業者に確

かめたが確からしい証言はなく、また、この事実に全く気づいていない人もいたし、ミツイシ

コンブの本場にこのような異種、異質の外来種が入り込むことの危険性に関心を示す声も当時

は全く聞かれなかった。しかし、この事実が明らかになってすでに 13 年が経過しているのに、

いまだにそれに対する対応が全くとられていない。北海道周辺の海水温暖化が現実化している

現在、その実態を再調査して問題があればそれにきちんと対応することが北海道のコンブ場保

全にとって最も緊急な課題の一つではないだろうか。 

                         （川嶋昭二：元北海道立水産試験場） 
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アマモ場 
現状 

 北海道のアマモ場は、道東に偏って分布している。その理由はアマモ場が成立できる内湾性

の地形が道東以外ではほとんど無いことによる。道東には、海岸の近くが平坦な湿原を形成し

ており、海岸寄りに多くの広い海跡湖が存在するが、そこに広大なアマモ場が成立している。

主要なアマモ場は、オホーツク海側からサロマ湖、能取湖、野付湾、風蓮湖、温根沼、火散布

沼、厚岸湖・厚岸湾などである。そのうち、風蓮湖がもっとも広い面積を持ち（約 4,000 ヘク

タール）、野付湾がそれに次いでいる（約 3,500 ヘクタール）。また、厚岸湖も約 1,300 ヘクタ

ールのアマモ場があり、広大なアマモ場が多く残っているのが道東の特徴である。本州のアマ

モ場が大きくても数ヘクタールであるのに比べて、これら道東のアマモ場はきわめて広大であ

り、しかも人為的な影響が比較的少ない自然度の高いアマモ場であることが、きわめて注目さ

れる。風蓮湖、サロマ湖、野付湾、厚岸湖などの主要なアマモ場は 1990年頃に綿密な調査がな

されている。それぞれのアマモ場はその後大きな減少もなく、面積も種構成も 20年前と大きな

変化は見られない。 

 これらのアマモ場は、アマモ Zostera marinaを主

な構成種としているが、ほとんどのアマモ場でコア

マモが同時に見られる。そのほかには、サロマ湖、

能取湖などのオホーツク海側の海跡湖ではスゲアマ

モがアマモと同じように主とした構成種となってい

ることが注目される。これらの広大なアマモ場以外

に、道東沿岸に各地に点在している小さな海跡湖や

入り江にはコアマモ単一種のアマモ場が成立してい

る。厚岸湖ではアマモとコアマモがアマモ場を構成

しているが、厚岸湾ではオオアマモが主要なアマモ場構成種であり、浜中湾と並んで日本のア

マモ場には希な特徴的なアマモ場を構成している。オオアマモとタチアマモが渡島半島の津軽

海峡沿いに分布するが、面積はわずかである。北海道のアマモ場には、ウミヒルモ Halophila

属の海草は生育しない。 

 コアマモ・アマモ・スゲアマモ・オオアマモなど複数種が同一藻場に出現する場合、コアマ

モはもっとも岸よりの浅い場所に、スゲアマモ・オオアマモはアマモよりもやや深い場所に出

現する傾向が見られた。 

 道東のアマモ場の多くが被度 80％以上の高密度のアマモ場であり、コアマモ群落も密度は非

常に高いところがほとんどである。 

 道東のアマモ場でもコアマモの生育する潮間帯は、冬期に凍結する。そのために、本来クロ

サロマ湖のアマモ場 
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ーン植物で多年草であるコアマモが冬期に枯死し、初春にいっせいに種子から芽吹くさまがみ

られる。つまり、潮間帯にあるコアマモ群落は外的な力による強制で、ほとんどすべて一年生

海草である。潮下帯にある場合は、コアマモは当然、多年生となり、植物体もかなり大きくな

る。 

 北海道のアマモ場には、ホッカイエビが多く生息しており、野付湾、サロマ湖、能取湖、厚

岸湾・厚岸湖などではアマモ場特有の漁業として成立しており、とくに野付湾ではもっとも主

要な産業となっている。野付湾では、アマモ場の保全のために、動力船によるホッカイエビの

漁業が禁止されており、帆掛け船による打瀬網での漁業のみが許されている。この漁法はアマ

モ場への影響を減らすために動力船の使用を禁止したもので、漁業だけでなく、野付湾の観光

にも役立っている。 

 潟湖に成立するアマモ場では、キタイサザアミなどのアミ類が多産し、しかも多くの魚類の

主要な餌となっており、アマモ場生態系の鍵種として重要な役割を果たしている。アミ類はこ

れらのアマモ場で、珪藻などのアマモの葉上に生育している付着性微細藻類を主要な餌として

おり、本州のアミ類の摂食生態とは異なっていることが特筆される。 

 魚類は、ムロランギンポ、ナガガジ、ニシキギンポなどのギンポ類が北海道のアマモ場特有

の魚類相の主要なメンバーとなっている。また、魚食魚としてギスカジカ、シモフリカジカな

どのカジカ類が多い。厚岸湖などの汽水域のアマモ場には、シラウオ、シシャモ、コマイなど

の魚類が生息している。 

 また、これら道東のアマモ場は、オオハクチョウ、コクガンなど草食性の水鳥の渡りにおけ

る摂餌と休息の場所として重要な役割を占めている。そのために風蓮湖、厚岸湖、野付湾など

のアマモ場もラムサール条約湿地に登録されている。一方、浜中湾、オンネトー、能取湖など

はラムサール条約湿地には登録されていない。風蓮湖・野付道立自然公園と道立厚岸自然公園

がオホーツク海側を除くアマモ場のほとんどを包含している。 

 

課題 

 道東は北アメリカ大陸プレート上にあり、かなり速い速度で沈下していることが知られてい

る。野付湾を作る野付半島は低平な砂嘴であり、地盤の沈下と近年の温暖化による高潮や海面

上昇が野付半島そのものを侵食しつつある。さらにそれに加えて、野付半島を構成する砂浜が、

海岸や河川の構築物、護岸、港湾、突堤などの流砂系の分断によって消失しつつある。このま

までは野付湾のアマモ場も消失する可能性があり、野付半島の保全が風蓮湖と並んで日本最大

のアマモ場である野付湾アマモ場を保全するために不可欠である。しかし、野付半島の保全の

ためには、現状のやり方ではコンクリート護岸に依存する他はなく、さらなる自然崩壊を招く

恐れもある。 
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 プレートの沈下と海面の上昇という問題は、道東のすべてのアマモ場に共通の課題であるが、

厚岸湖やサロマ湖、風蓮湖などの海跡湖に成立したアマモ場については非常に高い堆積速度が

あるために、直ちに問題にはなっていないが、地球温暖化などによる海面の上昇や、異常低気

圧の発生などによる高潮は、アマモ場の崩壊を促進する可能性も高くなっている。 

 一方、温暖化によって流氷の接近が減少し、その結果、潮間帯から直下のアマモ場への物理

的な影響は減少している。 

 浜中湾と厚岸湾では、オオアマモの藻場が存在する。そのうち、厚岸湾のオオアマモ群落は、

真竜とアイニンカップの二カ所のアマモ場にわかれている。厚岸漁港の前にもオオアマモ群落

があったが、漁港の新設と拡張でほぼ完全に無くなってしまった。現在、厚岸湾北西部の門静

に漁港の建設が始まっているが、この漁港建設が真竜のオオアマモ群落にどのような影響があ

るかは分からないが、注意深く見守っておくべきであろう。厚岸湾のオオアマモ群落が無くな

れば、実質的に日本の、そしてひいては世界の、オオアマモが絶滅の危機に瀕することになる。 

 十勝の長節湖のアマモ場はコアマモ一種が生育している。しかし、長節湖など一部の海跡湖

は、沿岸に伸びた砂州によって海との出入り口がふさがれ、塩分の残る汽水湖として少しずつ

淡水化する時期が数年続き、大雨などによって砂州の一部が切れて、再び外海との海水の交換

がある汽水域となる時期が交互に生じる。そのような場所のアマモ場は、淡水化が長期にわた

ると徐々に衰退することになるが、ひとたび海水との交換が生じるときわめて速くコアマモ群

落が回復しているようである。 

                              （向井宏：京都大学） 
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5-2-2 東北海域 
 

藻場 

東北ブロックは日本海、津軽海峡、太平洋に面した青森、秋田、山形、岩手、宮城の５県に

またがる海洋環境の大きく違う地域を含んでいる。また日本海と津軽海峡は津軽暖流が流れ、

太平洋沿岸は寒流の親潮が流れており、青森県や岩手県では津軽暖流と親潮が合流している極

めて海洋環境の複雑な地域も含まれている。一言で言えば、日本海沿岸はガラモ場が優占し、

太平洋沿岸ではコンブ類やワカメが優占する群落が広がる。津軽海峡は丁度その狭間にあると

いって良い。 

以下に各場所別の現状とその特色および課題と保全をまとめる。 

太平洋沿岸の宮城県北部の志津川湾は関東ブロックの茨城県とほぼ同じ海洋環境と植生を持

っている。ただこの地域に発達するのはアラメ場とコンブ場であり、カジメはその北限を遙か

に超えているために分布しない。内湾域にもかかわらず、一部は外洋の海水が入り込み波あた

りの良い場所がある。そのような場所にだけアラメ場が発達する。コンブ場は波あたりの弱い

場所でも形成されている。 

一方、宮城県南部の女川湾はさらに内湾性が高いのでコンブ場、ワカメ場は発達するがアラ

メ場は湾外の波あたりの強い場所でないと発達しない。従来コンブ場もしくはワカメ場であっ

たが、調査時は、小型紅藻類の数種の優占する藻場となっていた。大型の褐藻類はほとんどな

く、アミジグサが点在するのみである。内湾であるが波通しはよく、海藻の生育には適してい

ると思われる。 

両方の調査地とも内湾性でホタテやカキの養殖場が間近にあり、その影響は見過ごすことは

できない。養殖に必要である海水の交換が湾内への流入出量を超えないように注意する必要が

ある。 

津軽海峡に面する青森県大間崎沿岸にはツルア

ラメ場（写真 1）、マコンブ場（写真 2）、ワカメ場、

スギモクのガラモ場が発達する。ただしその西岸と

東岸とでは植生は大きく異なり、より外海的な西岸

にはツルアラメやマコンブの群落が発達し、東岸は

波あたりが少し弱いのでワカメ場となっている。そ

の他の植生の特徴としてあげられるのは、日本海固

有種であるスギモクの大群落が存在することであ

る。基本的には東北の太平洋沿岸の寒海要素と日本

（写真 1） 
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（写真 2） 

（写真 3） （写真 4） 

海の暖海要素の入り交じった海域といえる。 

日本海の秋田県男鹿半島はガラモ場が発達する

典型的な日本海温帯域の海藻相をもつ。ホンダワラ

類数種が垂直的に帯状分布を行って住み分けてお

り、本調査地では上部にジョロモク、中部にヤツマ

タモク，深場ではノコギリモクが優占していた。こ

のようなホンダワラ類の垂直分布の様式は日本沿

岸でかなり一様性がある。日本海は潮汐の幅が少な

く、さらに潮間帯の位置が冬と夏とでは異なるため

潮間帯の植生は貧弱である。 

このことが日本海全体の海藻植生を貧弱にしている理由である。ただし、逆に言えば潮下帯

のガラモ場は潮間帯植生とは無関係に太平洋沿岸同様の多様性を持っているともいえる。 

日本海の絶海の孤島ともいえる飛島でも、男鹿半島同様ガラモ場（写真 3）が発達する。ホン

ダワラ類の垂直分布の様式もほぼ同様といえる。ジョロモク、ヤナギモク、マメタワラ, ヤツ

マタモクなどから構成される混生群落である。湾外の波あたりの強い場所では日本海固有種の

ツルアラメの群落（写真 4）が見られた。本種は秋田県以南の日本海のコンブ場の唯一の構成種

なので日本海の藻場保全種の筆頭にあげたい。 

東北の藻場全般にいえるが、内湾は思ったよりも極めて閉鎖的な環境であることを認識し、

保全の観点から今後とも,汚水流入、過密養殖などの環境負荷を与えないことが望まれる。 

 

                            （田中次郎：東京海洋大学） 
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アマモ場 

現状 
本報告においては、青森県陸奥湾から福島県海域にかけての

アマモ場を対象とし、陸奥湾を含めて「東北太平洋岸」とする。

当海域は基本的には岩礁海岸が主であるが、三陸沿岸のリアス

式海岸、および陸奥湾や松川浦などの静穏な内湾性の堆積物底

にアマモ場が点在する。第４回自然環境保全基礎調査海域生物

環境調査報告（環境庁 1994）では、東北太平洋岸各県（青森県、

岩手県、宮城県、福島県）のうち、福島県におけるアマモ場の

報告がない。しかし、2004～2006年に行われた水産庁の委託調

査では、小名浜、松川浦にアマモ場が、外洋に面した岩礁域に

スガモが確認されている（水産庁委託 2007）。 

東北太平洋岸におけるアマモ場の詳細な分布や現存量につ

いては、過去、陸奥湾および岩手県の三陸沿岸域などから報告されている(Nakaoka & Aioi 2001)。

これに加えて、この自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査では、青森湾東岸、船越湾（岩手

県）、万石浦（宮城県）でアマモ場の重点調査、野辺地湾（青森県）、山田湾（岩手県）、大槌湾

（岩手県）、広田湾（岩手県）、松島湾（宮城県）で簡易調査が行われた。 

 

種多様性と分布 

当海域は海草類の種多様性が高い。今回の調査点では、アマモが全調査点に、タチアマモが

船越湾、大槌湾、広田湾に、スゲアマモが青森湾東岸、野辺地湾、山田湾、大槌湾に、オオア

マモが船越湾に確認されている。この他にコアマモが宮城県や福島県の潟湖や半閉鎖海域に（水

産庁委託 2007）、ウミヒルモ類の一種が陸奥湾の東部に分布している（桐原ら 2005）。なお、

タチアマモ（船越湾） 

スゲアマモ果実（野辺地） スゲアマモ（山田湾） 



 327 

岩礁域にはスガモが広く分布する。 

多くのアマモ場では、2種以上のアマモ属の海草が混生する混合藻場を形成していた。このよ

うなアマモ場の多くでは、水深の増加に伴い優占種がアマモからタチアマモあるいはスゲアマ

モに移行する傾向が見られる（Nakaoka & Aioi 2001）。例えば、船越湾や広田湾では、アマモが

優占する水深は 2～3m に限られ、それより深い水深ではタチアマモが優占しており、その境界

は比較的明瞭である。しかし、青森湾東岸のように、スゲアマモの優占帯より深い水深帯にア

マモとスゲアマモの混生帯が見られる場合もある。また、各種の分布水深（被度に関わらず種

の分布が確認できた上限水深と下限水深）には、明瞭な種間変異は認められない場合もある。

例えば、山田湾ではアマモ、スゲアマモ共に水深 2～15mに分布する。 

船越湾および大槌湾では 3 種のアマモ属の混生が見られるが、深い水深帯においては、アマ

モ以外の 2 種（船越湾ではオオアマモとタチアマモ、大槌湾ではスゲアマモとタチアマモ）の

分布は水深では明瞭には分かれない。むしろ、底質や波あたりなどの局所的な環境要因の違い

により分布域が異なっている場合が多い。 

調査点のうち、万石浦および松島湾のアマモ場はアマモ 1種より構成されていた。このうち、

万石浦は、塩分が 18～19‰の汽水環境である。ここでは、陸域由来の淡水地下水の流入による

塩分の低下が示唆されており、これが、生物・水質環境にとって、大きな役割を担っていると

思われる。 

 

現存量および個体群の特徴 

東北太平洋岸のアマモ場における海草類の定量的な情報は、これまで大槌湾、船越湾などで

得られている(Nakaoka & Aioi 2001, Nakaoka et al. 2003)。今回の調査では、青森湾東岸で最大被度

80%、最大現存量 268.7 gDW/m2(全てスゲアマモ)、船越湾で最大被度 100%、最大現存量 1139.0 

gDW/m2(全てタチアマモ)、万石浦で最大被度 90%、最大現存量 72.5 gDW/m2というデータが得

られた。 

この中では船越湾の現存量が従来の日本各地の報告例(Nakaoka & Aioi 2001)と比べて著しく高

く、特筆に価する。ここには草丈が 7mを超えるタチアマモが生育しており、これは世界最長の

海草として世界的に知られている(Aioi et al. 1998)。タチアマモは深い水深帯において大型の草体

を成長させることにより、アマモ場全体の生産性の高さに貢献している(Nakaoka et al. 2003)。 

なお、万石浦のアマモに関しては従来 1 年生であるとの報告があったが（菊池 1984）、今回

の調査では、一般的に 1年生アマモに認められる特徴（Keddy & Patriquin 1978, 今尾・伏見 1985）

は観察されず、多年生である可能性が示唆された。 
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生物相 

青森湾東岸のアマモ場調査点は水深 7m以浅が岩礁であり、ここには、ツルモ類、ミル類など

の海藻が優占した。また、マヒトデ、イトマキヒトデ、バフンウニなどの大型ベントスも多か

った。 

岩手県沿岸のアマモ、タチアマモ、スゲアマモからなるアマモ場（山田湾、船越湾、大槌湾、

広田湾など）では、特に海産無脊椎動物について多様な生物相が形成されていることが知られ

ている（Nakaoka et al. 2001）。これらの海域では、アコヤシタダミガイ、キタノカラマツガイな

どの巻貝類が優占する（Toyohara et al. 1999, 2001）。さらに船越湾および大槌湾のアマモおよび

タチアマモからは、海草の種子を捕食するタナイス（小型甲殻類）が発見される(Nakaoka 2002)

など、生物学的に興味深い研究海域となっている。 

万石浦では、アマモの他に多様な海藻類が分布している。今回の重点調査では、ここでアマ

ノリ属の一種が発見されたが、これは、絶滅危惧種のアサクサノリである可能性が極めて高い。

動物相としては、ウグイ、ボラ、カレイ、アイナメなどの多様な魚類が認められる。また、松

島湾でも、ミル、エゾノネジモク、アカモク、アラメなどの海藻、ホタテ、カキ、ヒトデなど

の無脊椎動物、ハゼ類、タナゴ類、アイナメ類などの魚類が豊富である。 

 

課題 
環境庁（1994）によると、1978~1991の間に 9,499 haあったアマモ場は 9,122 haに減少して

いる（4%の減少率）。中でも青森県（陸奥湾および津軽海峡に面した海域）では減少率は 5％と

高い。 

青森湾東岸、野辺地湾を含む陸奥湾海域では、護岸工事や港湾建設、埋め立てなどの沿岸開

発により、アマモ場の著しい衰退が見られているが、これに対して、スゲアマモを中心とした

アマモ場移植事業が行われている（小向ら 2008）。天然および移植造成したアマモ場について

は、その後の変動に関する継続したモニタリングが必要である。 

三陸沿岸海域は、アマモ属複数種が共存するアマモ場が発達する場所として保全する価値が

極めて高い。特に、山田湾はスゲアマモ、船越湾、広田湾はタチアマモの分布域が広く、周辺

域のアマモ場群集のソースとして機能している可能性もある。しかし、当海域でもアマモ場の

衰退が懸念されているところもある。例えば、山田湾織笠川河口域の干潟には、以前はコアマ

モが分布していたが、1990 年代半ば以降確認されず、局所的に絶滅したおそれがある。周辺海

域にコアマモの残存個体群がないかどうかについて，より詳細に確認する必要があろう。また、

大槌湾では、近年の透明度の低下や海岸の改変により、一部のアマモ場の分布面積および現存

量が著しく低下している（仲岡、私信）。 

一方、広田湾では、アマモおよびタチアマモの現存量が非常に高いため、船舶通行、養殖施
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設、海水浴場などに対する負の影響を指摘する声があった。また、護岸堤周辺では、夏季から

秋季にかけての海草の枯死に伴い、海域の貧酸素化や富栄養化などの弊害が指摘されている。

後者は、湾内が閉鎖的で流動が少ないこと、かつ護岸壁の建設により海草が打ち上げられるこ

となく海底に堆積することなどに起因すると思われる。この解決のためには、自然海浜や潮間

帯海域の復元、枯死した海草の定期的な回収などの施策が必要であろう。 

宮城県および福島県海域のアマモ場は、海水流動が少ない湾奥部や潟湖に形成されることが

多いため、富栄養化に伴う水質・底質の悪化の影響を非常に受けやすい。例えば、今回の簡易

調査を行った松島湾では、アマモの地下部に著しい衰退が認められた。今後、水質・底質が更

に悪化した場合、アマモ地下部の固着力の低下に伴う草体の流出によるアマモ場の減少が危惧

される。また、万石浦や松川浦のアマモ場は汽水域にあり、陸域からの河川水、地下水の流入

や、土砂、有機物流入の影響を受けやすい。例えば、万石浦では、夏～秋季に海水表層の DOが

5～6ppm に減少するなど、水質環境の劣化が起こっており、アマモ場への悪影響が危惧されて

いる。 

このような諸課題に対処するため、アマモ場の群集構造や周辺環境のモニタリングを広域か

つ長期に実施することが強く望まれる。 
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5-2-3 関東海域 
 

藻場 

現状 

 関東ブロックは都道府県としては北から茨城、千葉、東京、神奈川と少数であるが、海洋環

境としては多様な地域が含まれている。犬吠埼付近を境に北は親潮の影響により冷温帯性、南

は黒潮の影響により暖温帯性となっている。さらに、東京都の島嶼地域である伊豆七島も含ま

れ、特に八丈島は亜熱帯性の環境をもつ。調査地として選んだのはこれらの３つの大分けから、

それぞれ複数箇所である。 

 このように海洋環境が大きく異なる地域であるので、藻場の種類も多様であり、アラメ場、

カジメ場、アントクメ場、ワカメ場、ガラモ場、その他の雑藻の優占する藻場などがある。ま

たガラモ場と一言でまとめてしまっているが北部、南部、島嶼域とではその種組成は大きく異

なる。 

 以下に各場所別の現状とその特色および課題と

保全をまとめる。 

 冷温帯性の岩礁域として選定した茨城県那珂湊

市沿岸（大洗）、北茨城市沿岸（五浦海岸）および

冷温帯の南限ともいえる千葉県犬吠埼沿岸では、潮

間帯下部付近から水深５ｍぐらいまでの比較的浅

場に主にアラメ場が発達する。関東南部で優占する

カジメはアラメと比較すると暖海的であり、その分

布は多少南にずれる上に、太平洋沿岸ではさらに南

に広く分布している。そのためこの地域の優占種はアラメとなっている。波の荒い外洋に面し

た沿岸ではアラメ場であるが、今回外洋性である大洗海岸との比較を目的に簡易調査として行

った五浦海岸は内湾であるため、外部から遮蔽されておりアラメ藻場が発達せず、一年生のワ

カメの藻場（写真１）となっている。 

 関東北部は東北太平洋沿岸南部とともにアラメ場の優占する日本の代表地域である。海水温

の上昇傾向、特に冬の高海水温はアラメの南限域や北限域をさらに高緯度地方に押し上げるこ

とになる。ここでの藻場の生物相の変動を長期にわたって継続観察する必要がある。 

 犬吠埼沿岸は黒潮と親潮の境界領域に当たる海域で、ここを北限とする暖海性海藻、および

ここを南限とする寒流性海藻が多い。かつ両タイプの種が共存する場所として、生物地理学的

に非常に貴重な藻場である。基本的には上記茨城県同様アラメ場が発達する地域である。本地

点は今後の地球環境変動に伴う生物相の変動が最も検出しやすい場所と言え、生物相、生物多

（写真 1） 
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様性の長期的モニタリングが非常に重要な場所であると言える。 

 

 暖温帯域を代表する調査地である鵜原海岸では、

主にアラメ場とカジメ場（写真２）双方が発達す

る場所である。さらに低潮線付近には大規模なオ

オシコロ群落（写真３）が広がる。波あたりの強

い房総半島の太平洋沿岸の中でも最も波浪の影響

を受ける地域であり、生物相の最も豊富な地域と

して知られている。調査場所のすぐ間近に勝浦海

中公園が作られているのはそのためである。季節

を問わず、波あたりが強いため調査日の順延をこ

れほどいくども繰り返した調査地はほかにない。

調査地選定に当たっての反省点でもある。 

 近くに漁港、ダイビングセンター、海中展望塔

があり、人の手が入りやすい場所ともいえる。周

辺地域を含めてこれ以上の開発を中止すべきであ

る。 

 暖温帯のもう一つの代表として剱崎沿岸を選定

した。ここは上記鵜原海岸と同様外洋性岩礁域で

あるが、海水の流れが異なっている。東京湾の外洋への入り口に位置する三浦半島西南端のこ

の地域は、付近に漁港や海水浴場があり、東京湾の海水の出

入り口となっており、湾からの富栄養水が季節を問わず流れ

出る場所である。湾内の水質の変化の影響を直接被る場所と

いえる。特に夏季は汚染水が流れてくる場合が多いので注意

が必要である。従って、ここでの藻場のモニタリングは東京

湾の水質の変化を知ることにもなる。植生としては、アラメ

場やカジメ場（写真４）が発達する関東地方の典型的な温帯

域の海藻相である。良好なホンダワラ群落も形成されること

が多い。さらに下草として温帯に生育する典型的ないくつも

の種が生育する。 

 

 亜熱帯の特色を持つ東京都新島村式根島は、暖温帯性から亜熱帯性の海域である。アラメ、

カジメは生育することは少なく、アントクメ、ワカメ主体の藻場となる。さらにガラモ場を構

（写真 2） 

（写真 3） 

（写真 4） 
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成する種も生物量は多くないが種の多様性の高い地域である。亜熱帯性のフタエモクなどで暖

海性の種が多く見られた。 

 伊豆諸島八丈島にはコンブ目藻類はほとん

ど分布していない。ここは暖海性のガラモ場が

主体となるが、それでも生物量は低い。典型的

な亜熱帯性の海藻相をもつ。タマナシモクを主

体とするガラモ場（写真５）が浅所の水深 2m

～4m に形成される。それ以深は, 古いサンゴ

上に, 亜熱帯性の海藻がまばらに点在する。調

査地が港の内湾でありながら, 豊かな海藻相

がみられるのは, 現在までの人為的撹乱が少

ないためと思われる。今後の地形等を変形しないことが肝要である。 

 伊豆七島の島々の藻場はいずれも規模が小さく、環境の変化を受けやすいので人的な環境か

異変は最小限もしくは開発を進めないように注意したい。 

 

課題 

 課題と保全に関して総合的にまとめれば、関東ブロックの様々な藻場はアワビやウニその他

の貝類、テングサ類の良い漁場となっている。天然でワカメを増やすためにアラメ場を刈り取

ったりすることも多い。最近の歴史を見ても防波堤だけでなく、漁港、海水浴場、水族館等々、

日本で最も海岸域の改変が進んだ地域で、人工構造物が広い範囲にわたって作られてきた。今

後もさらに人の手が入る可能性も高い。保全の基本は自然に任せて手を入れないということで

ある。 

（田中次郎：東京海洋大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 5） 
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富津干潟 アマモ コアマモ 

アマモ場 
 

現状 

本報告においては、茨城県沿岸から神奈川県沿岸にかけてのアマモ場を対象とする。当海域

は岩礁海岸（茨城県北部、千葉県南部、三浦半島など）、波あたりの強い砂浜域（鹿島灘、九十

九里海岸、湘南海岸など）、および半閉鎖的な内湾域（東京湾）など、多様な地形が存在する。

岩礁海岸にスガモおよびエビアマモが分布し、静穏な堆積物底にアマモ属を中心とするアマモ

場が形成される。 

第４回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告（環境庁 1994）では、東京都を除く関東

各県（茨城県、千葉県、神奈川県）にアマモ場の分布が報告されている。2004～2006 年に行わ

れた水産庁の委託調査でも同様である。特に東京湾内湾域は、広大な干潟・浅海域が広がって

いた 20 世紀初頭までは全域で普通にアマモ場を見ることができた (三番瀬再生計画検討会議 

2004)。しかし、その後の埋立てや水質汚染とともにアマモ場面積は減少し，現在では富津干潟，

木更津市小櫃川河口干潟，横須賀市走水でのみ恒常的に確認される(山北ら 2005) 。一方、東京

湾の外湾から房総半島南部，および三浦半島にかけての海域では、岩礁の合間や港湾の中に形

成された堆積物底に多数の小規模なアマモ場が形成される（庄治・長谷川 2004）。千葉県では

全ての海岸線にわたり、面積が 1m2 以上のアマモ場の分布が詳細に報告されている（庄司・長

谷川 2004）。また、アマモ場の詳細な分布や現存量の変化に関する研究も近年進んでいる（工

藤 1999, 山北ら 2005, 仲岡ら 2007）。 

自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査では、小田和湾（神奈川県）でアマモ場の重点調査

が、犬吠崎周辺（千葉県）、小櫃川河口（千葉

県）、富津地先沿岸（千葉県）で簡易調査が行

われた。この他に伊師浜（茨城県）、小貝浜・

高磯（茨城県）、館山湾（千葉県）、油壺湾・諸

磯湾・三浦海岸・小網代湾（神奈川県）の４海

域のアマモ場が未調査であるが、前２者は岩礁

性のスガモ、エビアマモを対象として指定され

ており、今回は言及しない。後２者については、

他事業からアマモ場の情報が入手可能である。 

 

分布と種多様性 

関東周辺海域の堆積物底に形成されるアマモ場には、４種の海草が分布する。今回の調査点

では、アマモとタチアマモが富津地先沿岸と小田和湾に、コアマモが小櫃川河口と富津地先沿
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小田和湾ウミヒルモ 

  小田和湾タチアマモ 

岸に、ウミヒルモが小田和湾で観察された。この

他の情報を含めると、アマモが房総半島南部から、

東京湾、三浦半島一帯のアマモ場に広く分布して

いる一方、タチアマモの分布域は、富津地先沿岸

と三浦海岸、小田和湾等に限定されるようである。

また、コアマモは東京湾の潮間帯干潟に分布する。

ウミヒルモは三浦半島および房総半島南部のア

マモ場に見られるようであるが、水深が深い場所

の分布については情報が不足している。 

2種以上の海草が分布するアマモ場では、潮間帯にコアマモが優占し、潮下帯の深部に向かっ

て、アマモ、タチアマモの順に優占種が移行する。例えば、小田和湾では、アマモが優占する

のは水深 2.5mまでであるのに対し、タチアマモは、2～4mの水深帯に優占する。この優占種の

変化は富津地先においても同様である。なお、ウミヒルモは小田和湾の水深 3～4m の範囲にパ

ッチ状に分布していることが確認された。 

岩礁域では、犬吠埼周辺海域がスガモの南限、エビアマモの北限となっていると思われる。

いずれの種も岩礁潮間帯から潮下帯の浅い海域に海藻類に混じって分布する。 

 

現存量および個体群の特徴 

関東周辺海域のアマモ場については、分布面積や現存量

などアマモ場の定量的情報が比較的充実している（工藤

1999, 山北ら 2005）。今回の調査では、小田和湾で、最大被

度が 100%、最大現存量が 214 gDW/m2 (全てタチアマモ)と

いう値が得られたが、これは当海域における以前の値(91

～193 gDW/m2。ただし地上部のみ)とほぼ同程度である

(Aioi 1980)。一方、小田和湾の分布域については、1970年

代後半から 1990年代後半にかけてアマモが減少した一方、

タチアマモが増加している可能性が指摘されている（工藤

1999）。 

アマモ場面積の変動については、東京湾最大のアマモ場がある富津地先沿岸においてリモー

トセンシングを用いた長期的解析が行われている（山北ら 2005）。それによると、アマモ場面

積は、最大1.79 km2（1986 年）から最小0.60 km2（2001年）まで著しく変動するが、長期的には

減少傾向にある。その変動には、埋立てや砂洲の変動などの物理的プロセスが重要な役割を果

たしていると考えられている。 
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生物相 

東京湾内外に形成されるアマモ場を中心に、ベントス類、魚類の群集構造や種構成のデータ

が豊富である。小田和湾の重点調査地では岩礁を含む調査地であるため、ミル、ヤブレグサ、

カジメ、ウミウチワ等の海藻類も数多く出現する。また、小櫃川河口および富津地先沿岸の調

査域では、アオサ類、オゴノリ類、イトグサ類などの海藻、ホソウミニナ、アサリ、シオフキ、

バカガイ、ツメタガイなどの巻貝が多数分布する。 

犬吠埼南部の外川にあるスガモ分布帯には、他にハリガネ、イボツノマタ、タンバノリなど

の紅藻類が多い。この一帯は黒潮と親潮の合流点であり、多くの暖流性海洋生物の北限、およ

び寒流性生物の南限となっている（例えば、北限：エビアマモ、ニセフサノリ、ニシキヒザラ

ガイ、オオトリガイ。南限：スガモ、マツモ、ウルシグサ、ユキノカサガイ、ウバガイ）。 

 

課題 

環境庁（1994）によると、関東地域のアマモ場は 1978～1991年の期間にほとんど面積の変化

が見られない（344 haから 343 haに変化）。アマモ場の著しい減少は、そのほとんどが東京湾沿

岸の埋め立てが進行した 1950～1970年代に起こっているものと推察される。しかし前述した富

津地先沿岸におけるアマモ場面積の減少傾向や、小田和湾における優占種交代については、海

岸開発に伴う地形の変化や水質の悪化に伴うものと考えられ、アマモ場周辺の環境条件は必ず

しも回復しているとは言えない。 

特に、東京湾沿岸の干潟域では、アオサの現存量の増加が深刻な問題になっている。小櫃川

河口付近のアマモ場では、アオサが非常に厚く堆積し嫌気的な環境を作っており、コアマモが

アオサに覆われて衰退している状況も観察された。また、地元の漁業従事者らの話では、河口

部でのコアマモ、および沖合でのアマモの減少が近年著しいとのことである。今後も、富栄養

化や海岸地形の人為的改変等に伴い、アマモ場の面積の減少や優占種の交代が起こる可能性が

ある。このような課題に対処するため、長期的なモニタリングを継続すると共に、変動をもた

らすメカニズムの解明に向けた研究を推進する必要がある。 

東京湾周辺域のアマモ場は、前述の通り今世紀に入り激減した。残存するアマモ場の中で、

最大の面積を持つ富津地先沿岸のアマモ場は、周辺域の小規模なアマモ場群集の供給源として

機能している可能性があり、非常に重要な存在である。ここでは実際に、東京湾のアマモ場再

生事業の活性化に伴い、アマモの移植元として採集が行われている。このような採集に伴う撹

乱がアマモ場に与える影響についても評価が必要と思われる。 

小田和湾のアマモ場も人口密度が高い都市沿岸域で、比較的広い面積にわたって分布してい

る貴重なアマモ場である。ここでは 1970年代にアマモ類の定量的研究が行われた学術的に重要
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な地点であり、過去 30年で、アマモ場の一部消失や優占種の交代が報告されている（工藤 1999）。

今後の人間活動の変化に対応したアマモ場の変動に対するモニタリングが必要である 

犬吠埼周辺のスガモを中心としたアマモ場については、上記の通り、暖流性・寒流性の海草・

海藻類、および海洋動物類の分布の境界にあたり、生物地理学的に非常に貴重な場所である。

それゆえ、今後の地球規模の気候変動に伴う生物相の変動が最も検出しやすい場所と言え、生

物多様性の長期的モニタリングの重要な拠点となろう。 
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5-2-4 日本海海域 
 

藻場 

現状 

本州中南部の日本海側、すなわち、山口県から新潟県にいたる１府８県の沿岸は、対馬暖流

の影響を強く受け、富山県を除き、多少とも外海に面している。この沿岸では主に暖温帯性の

海藻が生育し、一部に熱帯・亜熱帯性の海藻も分布する。先の海域生物環境調査（環境庁 1994）

によると、この沿岸の藻場面積（水深 20ｍ以浅）は 36,268ha で、このうち、能登半島を有す

る石川県（14761ha）と佐渡島を有する新潟県（10415ha）の 2 県で約 70％を占め、山口県、

福井県、鳥取県がそれぞれ 1,000ha以上を占めるが、島根県や京都府は 300ha以下と狭い。ま

た、藻場のタイプ別ではガラモ場が最も重要で、全体（タイプ別重複を認めた合計面積 43,465ha）

の約 62％を占めている。それ以外ではアマモ場

（約 13％）とアラメ場（約 12％）の占める割合

が比較的高く、テングサ場、ワカメ場、「その他

の藻場」はいずれも 10％未満で、アオサ・アオ

ノリ場は１％にも満たない。このことから、藻場

構成種の観点では、ガラモ場を構成するホンダワ

ラ類が最も重要で、アラメ場を構成するアラメな

どの暖海性コンブ類がこれに次ぐ。以下に、今回

の浅海域生態系調査や近年の成果を踏まえ、県別

に海藻の分布・生育状況を概説する。 

 

山口県  

山口県では、松井ら（1984）が県日本海中部

沿岸域（油谷湾および川尻岬以東の外海域）の海

藻群落について調べ、129種を同定するとともに、

現存量や種組成などを明らかにした。これによる

と、海藻群落の主要構成群はホンダワラ類、アラ

メおよびカジメで、外海域の水深 15～20ｍに、

イチメガサ、タバコグサ、キントキ、ツカサアミ、

オオバアミジグサなど分布上興味ある種の分布

が確認されている。重点調査を行った青海島の外海域では、水深 20ｍ以深まで海藻植生が確認

され、アラメ（図１）、カジメおよび各種のホンダワラ類のほか、深所でタバコグサやツカサア

図 1. 日本海側のアラメ群落（青島側） 

 青海島内湾域のウニ焼け（ガンガゼ） 
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ミなどの海藻が認められた。また、青海島の内海域では、小規模ながら、ムラサキウニやガン

ガゼが優占するパッチ状のウニ焼けが認められた。 

 

島根県  

本土側の本格的な藻場調査は日御碕での海

中公園調査（秋山 1971）などに限られてい

るが、出雲市十六島ではウップルイノリ（十六

島海苔）の産地で、その漁場（図２）では今も

世襲的に漁場管理が行われていることを簡易

調査で確認した。一方、隠岐諸島では梶村

（1995）が詳細に海藻相を調べており、深所

（水深 60ｍ付近まで）のドレッジ調査

（Kajimura 1987）も行われている。その結果、

十余種の新種、クロシオメ（深海性コンブ）、

ヒナカサノリなど分布上興味ある種が数多く確認されたほか、形態の特異な複数タイプのツル

アラメが見つかっている。なお、隠岐諸島はカジメの日本海側の分布北限となっている。重点

調査を行った隠岐諸島道後のガラモ場は、16 種のホンダワラ類で構成され、イトヨレモク、ヨ

ゴレコナハダなどが採集され、パッチ状に分布していたアマモ場の中ではホソエガサ（絶滅危

惧Ⅰ類）も見つかった。隠岐諸島は絶海の中にあって港湾区域を除き透明度も高く、日本海南

部域において、海藻の分布上、最も興味ある区域といえよう。 

 

鳥取県 

鳥取県では、清末（1983）や渡部（1984）が県沿岸全域の海藻相を明らかにしているが、分

布上特に興味深いのがクロモズクとナガオバネが挙げられる。岩礁海岸は県西部の岩美地方の

浦富海岸で発達しており、2006年 7月に実施した簡易調査では、浅所のヒジキ・ナラサモから

ワカメやモク類、ケヤリなどを経て水深 10ｍ付近で砂地に至るまで、豊かな植生が観察された。

また、海底の砂地には十字礁が多数設置され、ヒロハノアミジなど興味深い海藻の生育が確認

された。なお、鳥取県では近年、アワビ増産のための保育場づくりの一環として各地でアラメ

（以前は僅少）の海中林造成が行われている。 

 

兵庫県・京都府 

兵庫県但馬沿岸では、近年、竹野スノーケルセンターで盛んに自然観察が行われ、ナホトカ

号重油漂着事件以来、潮間帯のモニタリング活動も行われているが、詳細な海藻相の研究は広

図 2.  ウップルイノリ（十六島海苔）の生育地 
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図 3. ツルアラメ群落（石川県舳倉島） 

 

瀬ら(1966)以降、見当たらない。 

京都府では、舞鶴湾で古くから海藻相が研究されているが、近年、再調査を行った道家ら

（1994）によれば、約 20年前と比べて湾全体で緑藻が減少、紅藻が増加し、東湾でガラモ場が

衰退したという。府沿岸では外海域での調査例が少ないが、網野町、宮津湾、久美浜湾などで

の海藻相に関する報告をみるとガラモ場が主体となっていることはわかるが、全般に種数が少

ない。なお、伊根地先が日本海側におけるアラメの分布北限で、一部にキタムラサキウニが優

占するウニ焼けも知られている。 

以上、兵庫県と京都府では今回の自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査は行われていない。 

 

福井県  

いわゆる北陸三県（福井～富山）では海藻相や藻場分布の知見が少ないが、近年、田中（2000）

が福井県植物図鑑の中で多数の海藻写真を掲載し、敦賀湾でも海藻相が調べられている。これ

以外にも、深海（199ｍ）からツルアラメが採集された記録があること、沖合の玄達瀬などの暗

礁（ガラモ場）もダイビングスポットとなって一般ダイバーの目にも触れる存在となっている

ことなどは特筆すべきである。2005年 6月に、リアス式海岸である若狭町の海浜自然センター

地先から烏辺島に至るガラモ場で重点調査を行った結果、最も岸側の調査地点からエゾノネジ

モクが出現し、ワカメや他のホンダワラ類の群落を経て、砂地との境界付近のヒラムチモの群

落に移行する様子が確認された。特に、国定公園の一部ともなっている烏辺島周辺では、透明

度が極めて高く、汚れのない海藻が認められ、希少種も多く生育していた。 

 

石川県  

能登半島では古くから海藻の利用が盛んで、

海藻相の知見も多く、沿岸市町の市史・町史の

大半に何らかの海藻の記述がある。藤田ら

（1998）と池森・田島（2002）によれば能登

半島には約 300 種の海藻が知られ、ホンダワ

ラ類も 25種を超え最も豊富である。能登半島

内浦では九十九湾や七尾湾で生育種が多く、の

と海洋ふれあいセンターでは磯の観察会やス

ノーケリングが盛んに行われている。能登半島

外浦では、潮間帯が岩ノリ漁場となっているが近年は不作傾向にあり、漸深帯ではアイゴの食

害が認められている。2003年 7月に重点調査が行われた舳倉島では、浅所がガラモ場、深所が
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図 4. 富山湾西部のガラモ場（富 

山県氷見市） 

ツルアラメ群落（図３、アワビ漁場）となっているが、海中林の林床は広くオニハスイシモな

ど無節サンゴモに覆われているのが特徴的である。また、通常は潮間帯に生育が限られるイソ

モクが水深 10ｍ付近にも出現するなど、海藻植生に波浪が大きく影響を及ぼしていると考えら

れた。 

 

富山県  

富山県では、海藻目録（藤田 2001）のほか、航空写真

に基づく藻場分布図が作成されている（藤田・小善 2002）。

県西部の氷見市・高岡市の岩盤域ではガラモ場やテングサ

場が広がり、2001 年 6 月に氷見市虻が島で実施した重点

調査によれば、ガラモ場（図４）の垂直分布の中位に位置

するノコギリモク群落が最も高い生産力を示し、沖側の礫

域にはコモンナガブクロ、ケベリグサなど希少小型海藻が

生育する。県東部沿岸は神通川や黒部川など大河川の影響

下を受け、礫域にテングサ群落が発達し、その沖側がキタ

ムラサキウニのウニ焼けとなっている。このうち、魚津市

には海底湧水帯、入善町にはテングサ類にアヤニシキやホ

ソナガベニハノリが混生するお花畑状の小型海藻群落があ

るが、後者ではダムの排砂問題が深刻で、2005年 5月の簡

易調査でも顕著に衰退していた。富山湾では湾奥域を中心

に沿岸改変が進み、海藻の汚損や藻場の衰退が深刻化して

いる。アイゴは明治時代より知られているが、これによる顕著な藻場の衰退は知られていない。 

 

新潟県   

新潟県では 1980年代まで佐渡島ほか各地で海藻相の研究が盛んに行われたが、多くは浅所に

限られている。佐渡島では能登半島と並びエゴノリ、ツルモ、イシモズクなど海藻利用が古く

から盛んで、近年はダイビングスポットが随所に設定され、海中植生が多くの人の目に触れる

ようになっている。2004年 7月に佐渡南岸で実施した重点調査では、潮間帯のエチゴネジモク

から有節サンゴモや他のホンダワラ類を経て水深 20ｍ以深まで海藻植生が認められ、深所の礫

域ではアオワカメの分布も確認された。これに対して、佐渡島の真野湾側では、湾奥に特産種

カタツルモの生育地などがあるが、テングサ場ではアオクサが増え、湾南岸のガラモ場では沖

側からの衰退が認められている。このほか、柏崎市の椎谷海岸でもガラモ場が確認されたが、

かつて分布していたというクロメ群落は消失していた。 
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海域全体を通して  

 ホンダワラ類は石川県で最も多様性が高く、多くは海域全体に分布するが、外海域潮間帯に

ふつうのエゾノネジモクやナラサモが富山県に認められず、エチゴネジモク（新潟県）、フシイ

トモクやウスイロモク（北陸以北）のように分布の限られる種もあった。興味深いことに、暖

海性コンブ類は島根県で最も多様性が高かった。ホンダワラ類のうちスギモク、エチゴネジモ

ク、ウスイロモク、フシイトモク、暖海性コンブ類のうちツルアラメ、そのほか、カタツルモ、

カタノリ、ホソナガベニハノリなどは日本海固有種と考えられる。群落上の特徴として、従来

稀産種として知られていたケヤリやカシラザキのほか、ヒラムチモ、ケベリグサ、コモンナガ

ブクロ、ウスバノコギリモク、アオワカメなどの褐藻が広く各地の深所に普遍的に存在するこ

とが明らかになった。藻場の衰退は富山湾をはじめ、真野湾、舞鶴湾などで認められているが、

これとは別に山口県ではムラサキウニやガンガゼが主体となる南方型、京都府以北にはキタム

ラサキウニが主体となる北方型のウニ焼けの存在が明らかになった。藻場やその衰退も含め、

まだ調査空白域も多く、既往調査域の継続監視も含めた今後の調査が期待される。 
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アマモ場 
現状 

アマモ場は、秋田県から山口県にかけての日

本海側に広く分布している。第４回自然環境保

全基礎調査海域生物環境調査報告（環境庁 

1994）では、日本海沿岸各県のうち、山形県、

兵庫県、鳥取県におけるアマモ場の報告がない。

しかし、山形県、兵庫県については、水産庁が

委託調査を行った 2004～2006 年に分布が確認

されている（水産庁委託 2007）。 

日本海沿岸の堆積物底からなる海岸は、冬季における北東の季節風の影響を直接受ける解放

的な砂浜が多く、地形的・物理的にアマモ場の発達には適していない。しかし、富山湾、舞鶴

湾のような内湾性静穏海域、中海・宍道湖のような半閉鎖海域、および粟島、佐渡島、隠岐島

の島陰などの静穏な海域には、アマモ場が形成される条件が

整っている。 

日本海の各地域ごとの詳細な分布や現存量については、過

去、富山湾の内湾である七尾湾や飯田湾、および福井県の小

浜湾、高浜、京都府の舞鶴湾、宮津湾などで調査が行われて

いる(Nakaoka & Aioi 2001)。今回の自然環境保全基礎調査浅

海域生態系調査においては、七尾湾でアマモ場の重点調査、

中海（島根県・鳥取県）、油谷湾（山口県）で簡易調査が行

われた。また、七尾湾の調査においては、九十九湾でも補足

調査を行った。さらに、ガラモ場の調査が行われた隠岐島（島

根県）、青海島周辺沿岸（山口県）においても、アマモ場が

確認された。本報告ではこれらの情報を含めて報告する。 

 

分布 

日本海では、堆積物底からなるアマモ場には、アマモ、コアマモ、タチアマモ、ウミヒルモ

類(以下ウミヒルモと称する)が出現する。このうち最も普通に見られる種はアマモであり、今回

の調査では大橋川河口（島根県）を除く全ての調査海域で分布が確認された。ウミヒルモも広

く分布し、本調査では、七尾湾（能登島長崎松島海岸）、九十九湾、隠岐島、青海島周辺沿岸、

油谷湾に見られた。コアマモは、大橋川河口の他、七尾湾（能登島長崎松島海岸）と油谷湾に、

スゲアマモは七尾湾（能登島ソワジ海岸・長崎松島海岸）と隠岐島（糟谷湾湾口）に、タチア

七尾湾野崎のアマモ場 

アマモに産みつけられた卵塊 

（七尾湾） 
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マモは九十九湾および隠岐島（蛸木地先）に確認された。この他に、カワツルモが中海沿岸の

一部の海岸に見られたが、藻場といえるほどの規模ではなかった。 

2種以上の海草が確認されたアマモ場では、明瞭な帯状分布が見られる場合は少なく、狭い水

深帯に複数種が同時に分布する場合が多かった。例えば、七尾湾能登島長崎松島海岸のアマモ

場では、水深 1～2ｍの間にコアマモ、アマモ、スゲアマモ、ウミヒルモの 4 種が高密度で混生

した。七尾湾能登島ソワジ海岸ではスゲアマモ（2～5m）とアマモ(3～4m)の分布が重なってい

た。九十九湾はアマモ、タチアマモ、ウミヒルモが水深 13～21ｍの間に低い密度で混生した。

隠岐島（糟谷湾湾口）ではスゲアマモ（3～6m）、アマモ（3～7m）、ウミヒルモ（3～9m）の分

布が広く重なった。いずれも海域でも、優占する海草の分布の変化は水深よりも底質に影響さ

れていると思われる。 

 

被度および現存量 

日本海のアマモ場における海草の定量的な情報は乏しい。これまでの記録では、飯田湾で 170 

gDW/m2 (谷口・山田 1979)、舞鶴湾で 678 gDW/m2 (道家ら 2000a, b)という報告がある（いずれ

も夏季の繁茂期のデータ）。今回の浅海域生態系調査では、スゲアマモが優占種となっている七

尾湾（能登島ソワジ海岸）の最大被度が 40%、現存量が 271.6 gDW/m2、同じくスゲアマモが優

占する糟谷湾湾口で最大被度 70%、現存量 460 gDW/m2 (含水率 90%として湿重量データから計

算)という高い値が記録された。 

一方、アイゴによる高い摂食を受けていると思われるアマモ場は、現存量が低い場合が多か

った。九十九湾では定量的なデータはないが、アマモ場を構成する海草のほとんどは実生であ

り、現存量は低かった。また、隠岐島蛸木地先のアマモとタチアマモを主体とするアマモ場で

は、最大被度は 45%であるものの、現存量は 36 gDW/m2（含水率 90%と仮定して湿重量データ

から計算）と低かった。 

 

生物相 

日本海沿岸の静穏域では、岩礁と堆積物底が混在する場合が多く、そのような海底に形成さ

れるアマモ場では、ホンダワラ類などの大型藻類が海草類と混生する。例えば、七尾湾（能登

島ソワジ海岸）では、海草類と並んでイソモズク等も優占した。また、隠岐島周辺のアマモ場

の周囲には、ヤナギモクやヤツマタモク、イトヨレモクなどを主体とするガラモ場が発達する。

油谷湾にもホンダワラ類やミル、モズクなどが多く見られる。 

動物相は、アマモ場により特徴的な種構成を示す。例えば、油谷湾では、アマモ場の海岸側

は砂地になっており、ニホンスナモグリの巣穴が無数に存在する。また、砂地にはムラサキハ

ナギンチャク、スナイソギンチャク、ホウキムシが見られる。一方、汽水域に分布する中海の
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緑藻が繁茂したアマモ場（九十九湾） 

アマモ場（大橋川周辺）では、魚類ではハゼ類が、無脊椎動物ではソトオリガイ、ホトトギス

ガイがきわめて多い。また、宍道湖に多いヤマトシジミも今回の調査地点あたりまで分布して

いる。ソメンホンヤドカリやウシガエルのオタマジャクシもコアマモ帯で見られており、低塩

分汽水域の特徴的な生物相が発達している。 

 

課題 
日本海はそもそもアマモ場が形成される地理的、地形的

条件を満たす場所が少ない上に、これまでアマモ場の分布

やその他の生態学的情報に関する報告は少なかった。時間

的変化に関しては、環境庁（1994）によると、1978~1991

年の間に 6,466haあったアマモ場が 6,393haに減少している

（1%の減少率）。地域別では、京都府の減少率が 6％、福井

県が 3%の減少率である。 

しかし、他の資料や、各調査地で漁師など沿岸関係者よ

り聞き取った話では、上記期間・調査対象地の他にもアマ

モ場の著しい減少が生じている。例えば、戦前の中海では、

大規模なアマモ場があったものの、1950～1960年代に著し

く減少した(平塚ら 2006)。1994年の第 4回自然環境保全基

礎調査の報告にはアマモ場に関する記載がまったくないので、それ以前に消滅したものと考え

られる。現在は、今回の簡易調査で観察した境水道周辺の人工的に護岸で囲まれた部分にわず

かに存在するのみであり、ほとんど壊滅状態と言える。 

油谷湾についても、北東部小田浦や北西部大浦、南東部油谷港などにもかなりの規模のアマ

モ場がかつては存在したようであるが、1970～1980 年代に大幅に減少したらしい。現在では、

油谷港から西の夷島までの間の海域はコアマモが点在する程度になっており、大規模なアマモ

場は竹島の南側のみになっている。今後の沿岸環境の変動によりさらにアマモ場が減少する可

能性もある。 

日本および韓国周辺海域の地域固有種であるタチアマモ、スゲアマモは、七尾湾、九十九湾、

隠岐島周辺海域などに極めて局所的に分布している。九十九湾のタチアマモは、以前は湾内部

の水深が比較的浅いところに分布していた（金沢大学臨海実験所職員の話）が、現在の分布は

湾口の深いところのみに限られる。また、七尾湾の能登島水族館北側および七尾湾南湾（能登

島大橋南側）にはタチアマモが存在していたが、埋め立てや桟橋改修に伴い消失した模様であ

る（能登島水族館および石川動物園の職員による情報）。さらに、九十九湾、隠岐島周辺海域の

いずれにおいても、タチアマモ（およびアマモ）は、アイゴなどの草食動物等によると思われ



 347 

る摂食を受けて現存量が著しく低下している。 

以上のようなアマモ場の消失や縮小、現存量の減少については、沿岸海域の富栄養化などの

水質の悪化、沿岸地域における埋め立てや海岸改修・港湾整備などの物理的改変、さらには水

温上昇に代表される気候変動など、複数の要因が複合的に働いていると思われる。例えば、九

十九湾の内湾域は地形や底質の条件から見るとアマモ場が発達する条件を備えているが、アマ

モの密度は非常に低い。海底に小型藻類が繁茂していることなどから、水質の局所的な悪化が

原因である可能性がある。また、前述のタチアマモに対する摂食圧の増加については、水温上

昇に伴うアイゴ等の魚類の分布域の北上や個体数の増加の影響が指摘されている。 

いずれにしても、日本海沿岸海域は、アマモ場の分布（水平分布・垂直分布）、種構成や現存

量などに関する情報が十分とは言えず、今後アマモ場およびその周辺環境のモニタリングを広

域かつ長期的に行って、基礎的情報を収集する必要がある。 
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図 1. 伊豆半島南東部のアラメ・カジメ海中林 

図 2. 伊良湖岬のワカメ群落 

5-2-5 東海海域 
 

藻場 

現状 

 東海地方の沿岸域は黒潮の影響を大きく受け

ており、海藻相は温帯的で房総半島から四国にか

けての海藻と共通する種が多いとされている（吉

崎 1979）。 

 今回調査した東海地方の藻場は 4つに大別で

きた。アラメ属のアラメ、サガラメやカジメ属の

カジメ、クロメからなる海中林（図 1）、そして、 

暖海性一年生コンブ目であるワカメあるいはア

ントクメの藻場（図 2）、ガラモ場（図 3）、小型海藻藻場（図 4）、である。それぞれの藻場は一

カ所に一種類だけとは限らず、海中林とガラモ場の両方が存在する場所や小型海藻藻場と他の

藻場が混生している場所が多かった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 白浜のガラモ場 

図 4. 逢ヶ浜のマクサ群落 

 

アラメ・カジメ属の海中林は外海性の岩

礁域に広がっており，一般に浅所にアラメ

属，深所にカジメ属が分布している。東海

地方のアラメ／カジメ海中林は，主に伊豆

半島東岸の真鶴から南伊豆町にかけて分布

することが記録されている（岩橋ら 1979）。

また，サガラメ／カジメ海中林は，渥美半

島の先端，対岸の鳥羽，志摩半島の太平洋 
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から、尾鷲湾まで分布している（蒲原ら 2007、前川・栗藤 1996）。紀伊半島東岸では和歌山県

白浜町を南限として海中林は広く分布している（環境庁自然保護局 1994）。サガラメはかつて

静岡県御前崎市にも分布していたが、現在は消失した（長谷川 2005）。本調査においても、過

去の報告と同様に、伊豆半島南東の下田市田牛、三重県志摩半島の御座、和歌山県白浜町江津

良でアラメ・カジメ属の群落が見られた。特に、田牛のカジメ海中林や御座のサガラメ海中林

は広大であった。御座のサガラメは人間の食用としても大量に収穫されている。 

 海中林の現存量は、田牛のカジメでは推定 2-6kg d.w./m2、御座のサガラメで推定 0.38 kg d.w./m2、

カジメが推定 0.21 kg d.w./m2、白浜のクロメが推定 0.34 kg d.w./m2であり、田牛において極めて

大きな値を示した。本調査では、必ずしも現存量が最大となる時期に測定できたわけではない

が、これまでの東海地方の海中林の研究でも、下田のカジメで 2.7 kg d.w./m2（Yokohama et al. 

1987）、志摩半島のサガラメで 0.5-4.9 kg d.w./m2、志摩半島のカジメで 0.5-1.2 kg d.w./m2（前川・

喜田 1987）と同等の値が報告されていることから、妥当な値であろう。東海地方の海中林の

生産力は 2-3kg d.w./m2と非常に高く、熱帯多雨林に匹敵することが知られている（Yokohama et al. 

1987）。このように大きな現存量と生産力を持つ海中林は、東海地方の沿岸域における一次生産

者として最も重要であり、この地方を代表する藻場といってよい。しかし、海中林を構成する

アラメ属、カジメ属の海藻が生育できない水温や基質、光量等の環境下では、一年生コンブ目

やガラモ場が主体の藻場となると考えられる。 

 一年生コンブ目の藻場は、御前崎市の御前崎と渥美半島の伊良湖町で確認されており、いず

れもワカメが優占していた。どちらの地点とも海中林やガラモ場は無かった。御前崎は、本調

査時にはワカメおよび小型海藻の藻場であったが、かつてはサガラメ／カジメ海中林が広がっ

ていた。御前崎では 1980年代から磯焼けが広がり、1994年以降はほぼ海中林が消失した（長谷

川 2005）。伊良湖周辺の渥美半島や知多半島においても以前はサガラメ海中林が広い範囲に形

成されていたが、1998年から 2005年にかけて一部を残してほぼ消滅し（蒲原ら 2007）、現在は

渥美半島の和地地先、知多半島の内海から山海地先、三重県鳥羽市の神島、菅島などに点在し

ている。ただし、今回の伊良湖の調査地には、元来、海中林は存在しなかったとされている。

調査地の岩礁域はもろい泥岩であり、安定した基質ではないことが多年生大型海藻の生育を妨

げていると考えられる。これらの調査地の他に、熱海市初島の寺の下地先では、一年生コンブ

目のアントクメが春期から夏期に優占すると推測された。アントクメは、本邦産のコンブ目植

物の中で最も低緯度まで分布する種で、サガラメやカジメよりも暖海性の海藻である。また、

初島の周囲は巨塊、ゴロタ石が多く、水温や基質が藻場の構成種に影響していると思われる。 

 ガラモ場は初島、南伊豆町の逢ヶ浜、西伊豆町の浮島、白浜町の江津良など広い範囲で見ら

れた。御座においてもホンダワラ類が海中林と混生していた。これらのガラモ場では、浅所で

はヒラネジモク群落が見られることが多く、深所ではトゲモクやノコギリモク、ヨレモクモド
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キなどの群落が多かった。初島と浮島ではホンダワラ類の現存量が大きく、初島のヤンバタで

はヒラネジモクとトゲモクの両種合わせて推定 2.6kg d.w./m2、浮島のヒラネジモクでは 5.2kg 

w.w./ m2と、海中林と同等の値を示した。江津良ではクロメ海中林よりも岸よりの浅所にヨレモ

クモドキのガラモ場が見られた。調査地の周辺にはヤツマタモク群落があり、その現存量は 2

月に推定 0.5 kg d.w./m2（3.3 kg w.w./ m2）であったが、繁茂期にはさらに大きな値になると考え

られる。ガラモ場は、これらの調査地点においては海中林と同様に重要な一次生産の場である。 

 小型海藻群落は、初島、逢ヶ浜、伊良湖などで見られた。小型海藻群落には、マクサやヒヂ

リメン、セイヨウハバノリなど特定の種が優占している箇所と、マクサ、ユカリ、キントキ、

セイヨウハバノリ、ヘラヤハズなど多種が生育している箇所があった。今回の調査で見られた

小型海藻群落は、初島ではガラモ場と、逢ヶ浜では海中林およびガラモ場と、伊良湖と御前崎

ではワカメ藻場と近接あるいは混生していた。 

 

課題 

 調査地の藻場には、海藻の現存量や多様性が高く良好な状態に保たれている藻場と、磯焼け

などで衰退している藻場があり、今後の課題や対策はそれぞれ異なる。 

 良好な藻場としては、伊豆半島の田牛や逢ヶ浜、志摩半島の御座の海中林が挙げられる。

田牛では 過去 100年以上にわたる磯焼け発生に関する貴重な報告があり（河尻ら 1981）、

近年では 2005年にも発生している。しかし、過去の磯焼けはいずれも数年以内に回復して

おり、長期間継続したことは無い（河尻ら 1981、長谷川 2005）。御座では、近年は海藻が

増えているという漁業者の声もある。これらの藻場のほか、紀伊半島白浜町の江津良は海

中林の規模は小さいが、ガラモ場もあるため、比較的藻場の状態は良い。 

 しかし、御座の南方に位置する尾鷲市の沿岸では、磯焼けが広がっている（倉島ら 1999）。

江津良のやや北方の美浜町などでも海中林の衰退がみられている。また、田牛の磯焼けからの

海中林回復には、水温が影響している可能性が高く（長谷川 2005）、水温が変動すると藻場の

回復に時間がかかると考えられる。したがって、これらの藻場も現在の状態が続く保証は無い。 

 さらに、東海地方の藻場は、東京、名古屋、大阪などの大都会に比較的近いために開発され

やすい。実際、今回の調査地点である、伊豆、志摩、白浜はいずれも有名なリゾート地である。

今後、堤防や護岸工事による海藻生育地の減少、水質汚濁よる海藻の生産力低下、藻食動物の

増加、水温上昇などにより、周辺の海域と同様に藻場が衰退する可能性がある。これらの海域

の藻場では、現状をいかに維持できるかが課題であり、藻場の状態、水中光量、地形、水温、

水質などをモニタリングすることが望まれる。御座では海女がいることもあって藻場に関心が

高く、漁業者も海洋生物資源保護を心がけている。このように漁業者や地元の人への啓蒙活動

も重要である。 
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 一方、すでに衰退している藻場としては、御前崎が代表的である。また、伊良湖も調査地周

辺にあったとされる海中林がほぼ消失している。どちらも、磯焼けが持続している要因として

は藻食性魚類による食害の影響が大きいと考えられている。また、尾鷲市の磯焼けの場合は、

水質悪化やガンガゼなどのウニ類による食害の影響が大きいと考えられる。これらの海域では、

藻場を回復するために、藻体の移植や藻礁の設置による海中林造成、藻食動物からの防除策の

検討が行われている。今後は上記と同様のモニタリングを行うほか、藻場を構成している海藻

および藻食動物の生理生態的研究を進め、磯焼けの発生・持続要因と藻場の回復・維持機構を

明らかにすることが望まれる。 
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アマモ場 

現状： 

 東海海域では、三河湾、伊勢湾（常滑沖）、浜名湖の３カ所のアマモ場があげられる。三河湾につい

ては、かつて、春の大潮時に家族総出でアマモを刈り採り、雨ざらしにして塩分を除去した後、堆肥とし

て畑に撒いて利用したり、焼いてその灰を山間地に売ることもあったと記録されている。浜名湖において

も1950年代まで「モク採り」と言われ、アマモを刈る作業が行われていた。当時は魚をとる漁業よりもアマ

モ採草を重視していた。浜名湖全域にわたり「モク採り」のための区割りと集落ごとの採草権が設定され

ていた。いずれもかつて広いアマモ場がみられたところから、重要湿地としてのリストにあげられた。 

 本調査による所見から、三河湾の現状は、限られた場所にパッチ状に点在するのみで、湾奥に一年

生のアマモが生育している可能性がある。一色沖および渥美湾福江港に多少まとまったアマモ群落が

みられるだけで、かつての三河湾のアマモ場の姿は想像できない。コアマモがみられないことから、海

岸線の開発により干潟が失われたことになる。アマモ場が衰退している理由は、海水汚染による透明度

の低下による光条件の悪化、および海苔養殖場とアマモ場が重なっていることによるものと考えられる。 

 伊勢湾（常滑沖）のアマモ場については、聞き取り調査では、多谷海水浴場にアマモ場があったという

ことであったが、本調査ではアマモ場は確認できなかった。常滑沖では知多半島西側の樽水港南から

苅屋港にかけてアマモが分布しているが、コアマモはみられない。嘗ては岸から連続的に干潟として存

在していたと考えられる。海岸線から 100m ほど沖合いからアマモ群落がみられる。アマモ群落に至るま

でには硫化水素臭がするヘドロが溜まっていることから、セントレア（中部国際空港）の埋め立てにより海

水が停滞し、嫌気的な条件が生じているためと考えられる。 

 浜名湖については、静岡県水産試験場の詳細な調査があることから、埋め立てにより消失したアマモ

場以外では、比較的良好な状態でアマモ群落が維持されていると考えられる。航路を確保するために

掘った砂を積み上げた人工の「いかり瀬」の周囲では、潮流が緩くなったところに、新たなアマモ場が形

成されている。入り口である今切口に近いところでは多年生アマモ群落、および中央部から奥部かけて

の広い範囲に一年生アマモ群落がみられる。太平洋岸の東京湾から神奈川県も含め東海海域では、

面積としては最大のアマモ場と考えられる。浜名湖のアマモ場には、多年生アマモ群落に隣接してコア

マモ群落が形成され、ウミヒルモが多年生アマモ群落内にみられ、多様性も高い良好なアマモ場と言え

る。 

 

課題 

 三河湾におけるアマモ場、および常滑沖のアマモ場については、周辺地域の都市化と人口集中、近

年の開発がアマモ場衰退の原因であるが、より良い沿岸環境と沿岸海洋に対する知識の周知が必要

であろう。三河湾については、透明度を取り戻すための総合的汚染対策が必要であろう。海苔養殖とア

マモ場の共存も総合的な取り組みの一環として実現する必要がある。 
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 常滑沖のアマモ場については、セントレア中部国際空港建設に際して、環境影響評価がなされている

はずであり、建設後のモニタリングが行われているならば、開発後の影響評価を再確認するべきであり、

アマモ場の状況調査とともにへドロの滞留に関しては対策が必要である。 

 浜名湖は、周囲141km、水域面積6,880ha、平均水深5mの浅い汽水湖であるが、近年海水化が進ん

でいると言われている。浜名湖の起源は、約 18,000 年前に小湾として誕生したが、湾の中央部に砂が

堆積し奥部に無酸素層が形成されるようになった。湾口部に砂嘴が形成され閉鎖され淡水化した時期

があったが、約 1000 年前に海面上昇により現在の汽水湖となった。高度経済成長とともにライフスタイ

ルも変貌をとげ、化学肥料と農薬を使用するようになり、1960年代以後、アマモを肥料として利用する循

環型の生活も忘れ去られてしまった。湖岸をコンクリートで覆ってしまう工法に対して何も疑問を持たな

かったのは事実である。しかし、浜名湖では、この数年で浜名湖を里海としてその価値を見直し、人々

が自然と共存してゆくための、NPO 法人「浜名湖さとうみの会」をたちあげ、市民、漁業、観光業を営む

人々が、体験学習や自然学習のイベントを実施することにより地域の魅力を発掘するとともに、町の活

性化にも繋げようとする試みが実践されるようになった。日本列島の海岸線の狭い地域に人口が密集し、

人々の暮らしが成り立っているために、浜名湖のように、自然誌を学び、人間の暮らしの変化を冷静に

見つめ直し、自然と人間が共存できる方法を市民自らが探り、それを実践することが保全への近道であ

ろう。 

（相生啓子 元青山学院女子短期大学） 
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5-2-6 瀬戸内・四国海域 
 
藻場 
現状  
瀬戸内・四国海域は、瀬戸内海から東側は紀伊水道、西側は宇和海を経て、太平洋に面した

高知県沿岸に至るまでの多様な環境を含む海域であり、海藻植生もそれに応じて極めて多様で

ある。以下、同海域をさらに、１）瀬戸内海域、２）外海域（四国太平洋沿岸域）、および両海

域の「移行帯」である３）紀伊水道・宇和海域、に区分し、それぞれの藻場の現状について述

べる。 

１） 瀬戸内海域 

瀬戸内海には多くの島嶼があり、地形は複雑であるが水深は浅く、沿岸域では総じて岩礁海

底よりも砂泥性の海底が卓越している。海藻藻場は様々な大きさの礫の集積域に形成されてい

ることが多かった。また、アカモクなどを主体とするガラモ場が多く、アマモ場と近接してい

る藻場も多く見られた。 

 瀬戸内海西部の広島湾・宮島では、潮間帯ではヒジキ、漸深帯ではアカモク、ヤツマタモク

など数種が混生するガラモ場が形成される一方、アオノリ類やアナアオサ、フサイワズタ、カ

バノリ、マクサなど、多種の下草類が認められた。広島湾口部の屋代島では、同様にヒジキ、

アカモク、ヤツマタモクによるガラモ場とともにカバノリ、ミリンなどの下草類が多く見られ

た。これらの場所では、海藻類は砂泥海底上の巨礫～小礫を基質とするとともに、アマモやコ

アマモの群落と近接して存在した。 

一方、瀬戸内海東部・家島諸島の矢ノ島では、浅所に岩盤が発達し、潮間帯にヒジキが、漸

深帯上部にカジメが優占した。さらに深所では巨礫や大礫の被度が高くなり、アカモク、ツル

モに優占種が変化した。隣接する坊勢島では、漸深帯上部の優占種がワカメとなっており、矢

ノ島との環境の違いが示唆された。 

冬季風浪の影響の強い四国北岸に位置する徳島県鳴門海峡付近では、離岸提の後背部の礫場

などに、アカモク、タマハハキモクの群落が形成され、ユカリなどの下草類も多く見られた。

また離岸提により静穏化が進んだことで、アマモ場も近接して形成されていた。 

紀伊水道に近い大阪湾南部の岬町地先では、巨礫を中心とした基質上にカジメの優占群落が

形成されており、オオバツノマタやマクサ、イバラノリなどの小型海藻も多数見られた。同地

では特に浮泥の植生への影響が顕著に認められた。 

 ２）外海域（四国太平洋沿岸域） 

 黒潮の影響を受ける四国の太平洋沿岸域では磯焼けが進行し、ホンダワラ類やカジメなどの

大型褐藻類の群落が消失もしくは衰退している場所も多かった。しかし、海藻類が残存してい
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る場所では、温帯性の海藻類に加えキリンサイ属などの暖海性海藻も出現し、種の多様性は高

かった。  

高知県境付近の徳島県宍喰地先では 60種あまりの海藻類が出現した。波浪の影響を受ける潮

間帯や漸深帯最上部の岩盤でヒジキやタマナシモクが 80～100％の高い被度で優占したが、そ

れ以深では巨礫上にアントクメや亜熱帯性ホンダワラ類、マクサなどを中心に多数の種が比較

的低い被度で出現した。また室戸岬東岸の高知県野根地先においても 70種程度の海藻が出現し

た。同地ではうねりで引き起こされる礫の衝突により、安定した岩盤や岩塊上にしか海藻は生

育せず、クロメやヒラネジモクなどが最も比高の高い位置に群落を形成していた。ヒラネジモ

クには魚類による食痕が認められた。 

土佐湾沿岸部では大型褐藻類の群落が欠落し、波当りのある局所域にのみ小型海藻類の生育

が見られる場所が多かったが、浦ノ内湾内では浮泥の多い環境下ながらもマメタワラの群落が

確認された。 

３）紀伊水道・宇和海域 

瀬戸内海と太平洋をつなぐ両海域では、ホンダワラ類やカジメ・クロメなどの大型褐藻類に

よる比較的大きな藻場が見られる一方、植食性魚類による藻体上の採食痕や、ウニ類による局

所的な磯焼けも多くの場所で認められた。内海から外海へかけての環境勾配が、藻場の状況に

反映されている点において極めて興味深い海域であった。 

紀伊水道の最北端にあたる淡路島洲本地先では、海水は大阪湾よりの濁りのある水塊の影響

を受けていたが、波当りの大きい岩礁域にカジメの優占群落が形成されていた。その他、ヤナ

ギモク、アカモクなどのホンダワラ類や、カバノリ、マクサなど多種の小型海藻も見られ、タ

マゴバロニアのように外海で見られる海藻も生育していた。 

宇和海の佐田岬半島先端部に位置する三崎町地先でも波浪流動が比較的大きく、岩盤上に 50

～70％の高い被度でクロメが優占群落を形成し、岩盤上に集積した礫上で、ノコギリモク、ヨ

レモクモドキ、ホンダワラなどのホンダワラ類が生育していた。下草類は無節サンゴモや、ピ

リヒバ、ヒメカニノテ、ウスカワカニノテなどの有節サンゴモ類を除き、被度は総じて低いが

出現種数は比較的多かった。 

 一方同じく宇和海の伊方町沿岸では、ヤツマタモク、クロメなどによる藻場が見られた。同

地では藻場内での浮泥の沈積が認められたほか、ホンダワラ類では魚類による採食痕が認めら

れ、ガンガゼによる局所的な磯焼けも見られた。伊方町は、我が国では島根県隠岐にのみ生育

する緑藻クロキヅタの生育地として知られ、本調査でも伊方港内で同種の群落が確認された。

宇和海南部の宇和島市沿岸では、フタエモクやアントクメなどの暖海性海藻やサンゴが見られ

るようになるとともに、ウニ類が高密度で分布する場所が多くなり、潮間帯のヒジキや漸深帯

上部のイソモク群落より深い水深帯では磯焼け状態を呈していた。 
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課題 
 前述のように瀬戸内・四国海域は、静穏な瀬戸内海と黒潮の影響を受ける太平洋沿岸の両方

を含み、さらに両海域の中間に位置する水道部も存在するため、環境とそれに応じた藻場・植

生の多様性に富んでいる。 

1989～1991 年に実施された環境庁（現環境省）の第 4 回自然環境保全基礎調査の結果では、

瀬戸内海ではアマモ場の面積が最も大きく、アオサ・アオノリ場とガラモ場がそれに続く。一

方、紀伊水道・豊後水道域では、岩礁域に発達するカジメ・クロメによるアラメ場が多くなり、

ガラモ場とともに藻場の中心となる。さらに四国の太平洋沿岸域では、藻場の中でアラメ場が

最も重要となり、ガラモ場がそれに続いている（環境庁自然保護局・財団法人海中公園センタ

ー 1994）。 

しかし、1990年代以降、四国太平洋沿岸域では磯焼けが進行し、高知県では本事業の調査地

でもある夜須町沿岸を中心にカジメ群落の大規模な消失が起こり、回復の兆しは見られていな

い（平岡ら 2005）。また、磯焼けの拡大とともに、フタエモクなどの亜熱帯性のホンダワラ類

の分布も広がるなど、残存する藻場の植生変化も示唆されている。磯焼けの直接的かつ主要な

原因として、ウニやアイゴ・ブダイなど藻食性魚類による採食行動の活発化があげられている

が、高知県では過去 30年間において沿岸水温が一貫して上昇傾向にあり、藻場の変化は間接的

には地球規模の環境変動に起因している可能性も考えられる。 

一方、瀬戸内海域では外海域と比較し水温が低いためか、食害による大規模な磯焼けは観察

されなかった。しかし、本事業の調査でも認められたように、紀伊水道・宇和海域では魚類に

よる藻場への食害やウニによる局地的な磯焼けが見られた。内海域や水道部でも特に冬季水温

が上昇傾向にあり、今後外海域から内海域に向けて藻場の変化が進行するのか、モニタリング

を継続して注視すべきである。また、磯焼けに対する水産サイドの取り組みとして、ウニの除

去による藻場回復の試みが各地で行われており、一定の成果も見られている（水産庁 2007）。

このような活動に、沿岸域の生物多様性保全の観点を盛り込むことも、藻場の回復・保全に対

する社会的関心を高めるために必要であろう。 

 食害による磯焼けとともに、浮泥の藻場への影響も、瀬戸内海や外海域の内湾を中心に多く

の場所で観察された。藻体や着生基質上に恒常的に沈積した浮泥は、海藻の枯死や新規入植阻

害の要因となる。このような場所では、波浪流動のある水深帯や、浮泥の沈積しにくい岩礁の

稜角部にのみ海藻類が生育するのが観察され、藻場は疎であるか局所に分断されていた。浦ノ

内湾では、貴重なマメタワラ群落が残存しているものの、総出現種数が高知県沿岸の他調査地

と比較し少なく、浮泥は種の多様性にも影響を与えている可能性が考えられた。浮泥の発生機

構の解明と、藻場への影響について定量的評価を行い、根本的な対策を講ずることが藻場の保
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全上必要である。 

個々の調査地を見ると、水深やそれに伴う光・流動環境の相違、また岩礁や様々な大きさの

礫などの着生基質の多様性、物理環境の多様性が海藻植生の多様性につながっていた。藻場を

住み場とする動物においても、その必要とする物理環境や植生は様々であり、また種によって

はその生活史を通じて複数の生息環境を必要とする場合もある。したがって、藻場の保全にお

いては、単一の海藻種の生育にのみ焦点を絞るのではなく、様々な種の群落が比較的近接して

形成されるよう物理環境の多様性を維持し、「生態系」として保全する観点も重要であると考え

る。また、ホンダワラ類やカジメ・クロメなどの大型褐藻類だけでなく、より小型の海藻類に

ついても保全の目を向ける必要があるが、これらについては生態学的な知見が大幅に不足して

いる。本調査においても、クロキズタなど希少種の生育が確認され、その生育場所の特性が明

らかにされた。今後より多くの種について、生活史や季節消長、生育場所の特性など生態学的

な調査を進めることが必要であろう。 
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アマモ場 
現状 

 瀬戸内海には、かつて至る処にアマモ場があった。しかし、瀬戸内海は同時に日本でももっ

ともアマモ場の消失率が高い海域でもある。かつて瀬戸内海のほとんどの海域で島影や入り江

にアマモ場が見られたが、その８０％近くが 70年代から始まった高度経済成長期とそれに続く

バブル経済期に埋め立てや水質汚染などによって失われた。現在、瀬戸内海には残されたアマ

モ場が各海域に点在しているが、まとまったアマモ場としては、主として備讃瀬戸と安芸湾・

安芸灘の島嶼部に多く見られ、両海域だけで瀬戸内海のアマモ場全体の 3分の 2を占める。 

 

表１ 自然環境保全基礎調査による瀬戸内海の海区ごとのアマモ場の変遷 

       1978-79   第 2回  1988-1991 第 4回     1996、97  第 5回 

              ha        ％        ha        ％        ha        ％ 

周防灘西        1916      31.4         1       0.0        88       4.3 

周防灘東           9       0.1       362       5.7        27       1.3 

伊予灘西          16       0.3        21       0.3         0       0.0 

別府湾            61       1.0        85       1.3        15       0.7 

豊後水道           1       0.0         7       0.1         0       0.0 

伊予灘東         315       5.2       474       7.4        19       0.9 

広島湾            21       0.3       204       3.2     134.8       6.5 

安芸湾          1288      21.1      1738      27.3     213.6      10.3 

備後灘           243       4.0       510       8.0     255.6      12.3 

燧灘             934      15.3      1111      17.4        50       2.4 

備讃瀬戸西       290       4.7       974      15.3     778.6      37.6 

備讃瀬戸東       479       7.8       452       7.1     404.5      19.5 

播磨灘北         303       5.0       176       2.8        27       1.3 

播磨灘南           9       0.1        28       0.4      31.7       1.5 

大阪湾北           0       0.0         0       0.0         0       0.0 

大阪湾南          14       0.2        12       0.2         3       0.1 

紀伊水道西       156       2.6       180       2.8         0       0.0 

紀伊水道東        55       0.9        40       0.6        22       1.1 

                                                 0           

合計            6110       100      6375       100    2069.8       100 

環境庁（1980）、（1994）、(1998)より 
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 備讃瀬戸のアマモ場は、内湾奥部に見られるようなアマモ場よりは、島と島の間の砂碓（波

浪により作られた砂礫質の高まり）に成立する比較的広いアマモ場として存在する。備讃瀬戸

の味野湾には、湾の中央に瀬戸内海ではもっとも広いと思われるアマモ場がある（710ha：倉敷

市大畠地先アマモ場環境調査委員会、 1994）。備讃・備後瀬戸には、狭く潮流の速い海峡部の

周辺に吹き上げられた砂が堆積する砂碓が発達しており、園ノ州、細ノ州などの比較的広い砂

碓があり、その上にアマモ場が多くみられる。これらの砂碓は潮間帯干潟を持ち、その周囲の

やや深い場所にアマモ場が成立している。 

 一方安芸湾・安芸灘には、島嶼部や内湾部の各地に比較的小さなアマモ場が数多く点在して

おり、とくに安芸灘島嶼部には面積は小さいけれども、比較的開発の影響の少ない自然度の高

いアマモ場が見られる。 

 四国は瀬戸内海側以外には、アマモ場はほとんどなく、高知県四万十川河口にコアマモ群落

が存在する程度である。 

 瀬戸内海のアマモ場の構成種はアマモとコアマモ、ウミヒ

ルモ＊の 3 種に限られる。コアマモとウミヒルモはきわめて

狭い範囲に点在するのみで、瀬戸内海のアマモ場の主要な構

成種はアマモ一種であるといってよい。備讃瀬戸の浅い砂地

のアマモ場には、緑藻類のフサイワヅタが下生えとして生育

しているのが特徴的である。フサイワヅタは岩盤に生育する

ものが普通と思われるが、ここではアマモの葉鞘部に付着し

て生育しているものが多い。 

 アマモの密度は多くのアマモ場で濃密であり、草丈は比較

的低いものの、被度が８０－１００％である場合が多い。 

 瀬戸内海のアマモ場には、ヨウジウオ、メバル、アミメハ

ギ、ハオコゼ、アサヒアナハゼ、ヒメハゼなどの周年定住種が多く、キュウセン、ニクハゼ、

クロソイなどの魚類も季節的にすみ込む。とくにメバルの幼魚が多数見られる。その他の動物

では、ウミエラ類、ムラサキハナギンチャク、ホウキムシ、モミジガイ、ハボウキ、ホンヤド

カリ、マナマコなどの大型動物が多い。 

＊ウミヒルモ Halophila 属の分類は現在混乱しており、瀬戸内海のウミヒルモ属の海草が一種

であるかどうか精査していないので、ここではウミヒルモと記すのみとする。 

 

課題 

 近年瀬戸内海のアマモ場は一時の最大減少期を脱して、やや面積を広げつつあると思われる

が、瀬戸内海環境保全特別措置法で埋め立てを厳に抑制するとされているにもかかわらず、依

岡山県味野湾のアマモ場 
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然として行われている埋め立て、海岸道路の建設、コンクリート護岸、漁港などの建設などに

よって消失しつつあるところも多い。 

 瀬戸内海には砂碓上に成立しているアマモ場が特徴的にあり、しかも広い面積のアマモ場を

構成している。しかし、広範囲、大規模に行われた海砂の採取によって砂碓が大幅に減少し、

アマモ場も消失したところが多い。海砂の採取は多くの県で禁止もしくは抑制されたものの、

その影響は今後もアマモ場の存立を左右しそうである。 

 例えば、児島湾のアマモ場のように、かつて大規模なアマモ場があったところで石積み護岸

の建設と海砂の採取によって地形が大幅に変えられて、浅場（藻場）が大規模になくなってし

まっているところが多い。各地にわずかに残されたアマモ場は、まだかなり濃密で生物相も豊

富に見えるが、透明度も悪く、今後徐々に消滅に向かう可能性がある。一方、アマモ場が成立

できるような浅場がある場所では、透明度の回復に伴ってアマモ場が徐々に回復傾向にある。

今後の変化に注意が必要であろう。 

 各地でアマモ場の再生に取り組む活動があるが、アマモ場の消失原因を明らかにし、その原

因を除去することがアマモ場の再生にはもっとも重要であり、いたずらにアマモの移植をする

取り組みは物事の本質を見失うことになるのでやめるべきであろう。 

 瀬戸内海のアマモ場の保全を図るためには、瀬戸内海環境保全特別措置法に書かれているよ

うに、埋め立てをやめることと海砂の採取を禁止することが重要であり、さらに海中施設の建

設が計画される時には、アマモ場にどのように影響を及ぼすかを正確に見極めるための十分な

アセスが必要である。 

 

環境庁（1980）第 2 回自然環境保全基礎調査. 海域調査報告書（全国版）. 294-298. 

環境庁（1994）第 4 回自然環境保全基礎調査. 海域生物環境調査報告書. 第 2 巻 藻場. 40. 

環境庁（1998）第 5 回自然環境保全基礎調査. 海辺調査データ編. 表海区、海域別藻場面積. 

 

 

（向井宏 京都大学） 
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5-2-7 九州海域 
 
藻場 
現状 
九州は太平洋や東シナ海、日本海の異なる海域に面しており、有明海や八代海等の内湾を有

することから、地域・場所によって海洋環境が大きく異なる。海藻植生も極めて多様であり、

特に九州中南部から大隅諸島にかけての海域には温帯性海藻と亜熱帯性海藻が混生し、両者の

割合が緯度的に大きく変化する（寺田ら 2004）。九州の海藻藻場で景観的に卓越する高密度群落

はアラメやカジメ類の「海中林」とホンダワラ類の「ガラモ場」だが、海中林の分布は九州中

部以北に限られており、九州南部はガラモ場のみとなる。本稿では、九州を 1) 北部（玄界灘、

周防灘）、2) 西部（天草諸島、薩摩半島西部）、3) 東部（豊後水道、日向灘）、4) 南部（薩摩半

島南部、大隅半島南部）に区分し、それぞれの藻場の現状について述べる。 

 

1) 北部（玄界灘、周防灘） 

長崎県の平戸島から北九州にかけての玄界灘沿岸は、

対馬海流の影響を受ける温帯性海藻中心の植生となっ

ており、ガラモ場と海中林が景観的に卓越している。

重要湿地に指定されている場所はいずれも 10 種以上

のホンダワラ類が生育し、種多様性が高い。また、多

くの場所では、ガラモ場と海中林が混生あるいは帯状

に群落を形成する。 

福岡県宗像市の筑前大島周辺には、アラメ、ツルア

ラメの海中林とガラモ場が広範囲に広がっている。海

中林は種によって水深帯が異なり、アラメは水深

2-10m の岩上に生育するのに対し、ツルアラメは水深

15m 前後に見られる。ホンダワラ類は水深 5m 前後ま

たはそれ以浅の場所に見られ、一部はアラメと混生す

る。平戸島北部でも同様の傾向が見られ、浅所にアラ

メとガラモ場、水深 10m 以深にクロメやアオワカメ、

ツルアラメが見られる。また、佐賀県唐津市の東松浦

半島や周辺離島では、深所にアラメやクロメの海中林、

浅所にホンダワラ類の群落が形成されており、群落の帯状分布が明瞭である。なお、ツルアラ

メ、アオワカメ、アラメは、平戸島が分布南限と考えられる。平戸島南部の河口では、環境省

筑前大島のアラメ群落 

姫島のスギモク 
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指定の絶滅危惧種(CR+EN)であるアサクサノリの群落が見られる。九州では他に鹿児島県出水

市等で見られるが、同地と並び九州最大級の群落と考えられる。 

大分県の姫島では、水深 5m前後の岩礁域に大規模なガラモ場やワカメ群落が形成されており、

ホンダワラ類の種多様性が高い。周防灘では瀬戸内海に分布する種が多く見られるが、日本海

に見られるスギモクやアキヨレモクも関門海峡を越えて姫島で見られる。特に前者は、当地が

九州東岸における分布南限と考えられる（寺田ら 2008）。 

 

2) 九州西岸（天草諸島、薩摩半島西岸） 

熊本県の天草諸島から鹿児島県の長島、いちき串木野市にか

けての外海に面した海岸は対馬海流の影響を受け、温帯性種と

亜熱帯性種の混生域となっている。一般に、水深 10m 程度ま

での岩礁域にガラモ場や海中林が見られるが、本海域を分布南

限とする藻場構成種も多く、場所によって植生は異なる。一方、

有明海や八代海沿岸は内湾的環境を呈し、冬季水温が東シナ海

沿岸よりも低いことから、温帯性種中心の植生となっている。 

天草下島北部の苓北町周辺には、水深 5m前後までの岩礁域

に大規模なガラモ場が見られ、クロメと混生している。特に、

ホンダワラ類の種多様性が高く、ヤツマタモクやマメタワラ、

ノコギリモク等、15種以上が生育する。また、ジョロモクやヤ

ナギモク（オオバモク）、ウスバノコギリモク、クロメは天草下島南部以南で見られず、当地周

辺が九州西岸での分布南限と考えられる。天草下島南部の牛深近傍には、環境省指定の絶滅危

惧種(NT)で固有種のアマクサキリンサイが水深 5m 前後のサンゴ上に見られる。また、同絶滅危

惧種(NT)のホソアヤギヌは、天草下島北部の本渡市内の河口域で見られる。 

鹿児島県長島周辺では、ガラモ場とアントクメ群落が主な藻場となっているが、東シナ海に

面した場所と八代海に面した場所では植生が異なる。東シナ海沿岸では、水深 5m 前後の岩礁域

にガラモ場が形成されており、水深 10m前後ではアントクメとトサカノリ（環境省指定絶滅危

惧種(VU)）が混生または単独で群落を形成している。ホンダワラ類は、イソモクやノコギリモ

ク等の温帯性種に加えて、トサカモクやツクシモク等の亜熱帯性種が見られる。同様の植生は

長島の南に位置する阿久根市沿岸に続いている。 

一方、長島の八代海沿岸では、水深 5m前後の岩礁域にガラモ場、水深 10-20mにアントクメ

の藻場が形成されている。両者とも海岸線に沿って広範囲に広がっており、ホンダワラ類では

アカモクやイソモク、マメタワラ、ヤツマタモク等の温帯性種が優占する。なお、アカモクは

八代海内全域に分布し春に繁茂するが、天草上島の北西部や大矢野島周辺には秋から冬にかけ

長島のガラモ場 
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て繁茂する群落が見られる。 

いちき串木野市周辺では、水深 10m前後までの岩礁域にガラモ場が見られる。ヤツマタモク

等の温帯性種も見られるが、キレバモクやフタエモク等の亜熱帯性種が優占する。アントクメ

は同市長崎鼻の水深 10m 前後の岩上に見られるが、密度が低く群落を形成するに至っていない。

なお、当地より南で本種を確認できなかったことから、九州西岸での分布南限と考えられる。 

 

3) 九州東岸（豊後水道、日向灘） 

大分県南部から宮崎県都井岬にかけての沿岸は、南に位置するほど日本海流（黒潮）の影響

を受けやすく、水温環境が緯度的に著しく異なる。温帯性種と亜熱帯性種の混生域だが、瀬戸

内海に近い北部ほど温帯性種中心の藻場となり、南部の日南海岸では亜熱帯性種の割合が高く

なる。九州西岸と同様に、本海域を分布南限とする温帯性種も多い。 

宮崎県延岡市から門川町にかけての海岸では、水深 5m前後の岩礁域にガラモ場が見られ、水

深 10m前後ではクロメ等の海中林が見られる。特に、門川町庵川鍋崎には大規模なクロメ群落

があり、太平洋岸における本種の分布南限と考えられる。 

日南海岸の外海に面した場所では、フタエモクやトサカモク等の亜熱帯性種のガラモ場を除

き、小型海藻を中心とした混生群落となっている。特に、テングサ類やトゲキリンサイ、トサ

カノリ属、イバラノリ属、ソゾ属、石灰藻等が多く見られる。また、宮崎市青島周辺では、固

有種で環境省指定の絶滅危惧種(NT)であるヤタベグサが水深 6m前後の岩上に生育する。なお、

温帯性のホンダワラ類であるタマハハキモクは、青島が分布南限となっている。 

都井岬から鹿児島県志布志市にかけての海岸ではガラモ場が各所で見られ、ホンダワラ類の

種多様性が高い。ヨレモクモドキやシロコモクは志布志市夏井の水深 2m前後の岩上に見られ、

ヒラネジモクは宮崎県串間市一里崎周辺の水深 2m前後に見られる。これらの種類は、志布志湾

より南に見られないことから、当地が分布南限と考えられる（島袋ら 2007a）。 

 

4) 南部（薩摩半島南部および大隅半島南部） 

薩摩半島南部や佐多岬周辺の海岸は、日本海流と対馬海流の影響を受けて亜熱帯性種中心の

海藻植生となる。水深 3m前後の岩礁域にフタエモクやトサカモク等のガラモ場が見られるが、

魚介類の食害等で近年減少傾向にある（島袋ら 2007b）。また、この海域では台風等の突発的な

攪乱要因の影響も無視できず、大型海藻の藻場はタイドプールを除いて不安定である。一方、

小型海藻の種多様性は非常に高く、シマオオギ等のアミジグサ科藻類やイワズタ属、イバラノ

リ属、トサカノリ属、ソゾ属やヤナギノリ属等、亜熱帯性種が優占する植生となる。特に、環

境省指定の絶滅危惧種(VU)であるハナヤナギは、南九州市頴娃町や指宿市開聞町沿岸、志布志

湾、佐多岬の水深 2m前後に生育する。 
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課題 
九州の海藻藻場は、海中林とガラモ場を中心とした大規模な藻場が特徴としてあげられる。

これらの藻場は、沿岸域における基礎生産の場として機能し、種多様性の高い空間を形成して

いる。また、分布の南限群落や絶滅危惧種を多く含む点でも希少性が高い。さらに、北部や内

湾に見られる温帯性種中心の海藻植生や、南部に見られる亜熱帯性種中心の植生等、場所や生

育環境によって植生が極めて多様であることも特筆すべき点である。 

一連の調査では、各地において重要湿地の選定理由となった種や植生が概ね観察された。し

かし、過去の報告と比較が可能な場所では、藻場が質的、量的に変化している場所も多い。特

に近年、温帯性種の藻場が亜熱帯性種に置き換わった場所が各地で確認されており、亜熱帯性

種や造礁性サンゴ類が新たに繁茂した場所も確認されている。これらは温暖化に伴う藻場構成

種の変化として認識されており、要因として冬季平均水温の上昇が示唆されている（島袋ら

2007a、b）。また、ウニやアイゴ、ブタイ等の藻食性魚介類による採食活動によって藻場が消失

した事例も長崎県や佐賀県、宮崎県等で報告されており、九州地区における磯焼けの主要な要

因となっている（吉村ら 2006、荒武 2006、金丸 2008）。藻食性魚介類の採食行動や活発化のメ

カニズムについても徐々に解明されており、これらについても温暖化との関連が示唆されてい

る（野田 2006、山口 2006）。 

温暖化に伴う藻場構成種の変化や磯焼けが今後も進行した場合、温帯性種と亜熱帯性種の混

生域である九州では、各地でそのバランスが崩れていくことが懸念される。特に分布南限群落

への影響が最も顕著であると想像され、最悪の場合は群落の消失や分布南限が北上する可能性

が示唆される。実際に、熊本県苓北町のクロメや鹿児島県いちき串木野市のアントクメは減少

傾向にあり、周辺では造礁性サンゴが増加している（寺田未発表）。 

藻場構成種の変化が地球規模の温暖化に起因していることはほぼ疑いない。現在求められる

のは、藻場や生態系の変化を把握するモニタリング体制の整備と、今後の変化を的確に予測す

る技術開発であろう。環境省においても、平成 19年度から重要生態系監視地域モニタリング推

進事業（モニタリングサイト 1000）の事業が藻場にも拡充されている。また、西海区水産研究

所や九州各県においても、環境の変化に対応した藻場回復技術開発が平成 18 年度より実施され

ている。今後はこれらの試験研究や関連事業を効率よく連携させ、モニタリングや試験研究体

制をさらに強化していくことが望まれる。 
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アマモ場 
九州ブロックでは、種組成把握などを目的とした簡易調査域として、福岡県筑前大島・地ノ

島周辺沿岸、熊本県宮津湾と島原半島南部、宮崎県栄松地先沿岸、種組成調査に加えて、現存

量や分布状況の把握を目的とした重点調査域として、長崎県志々伎湾と鹿児島湾 1 年生アマモ

場（稲荷川河口、児ヶ水）が選定された。本稿では、これら選定された海草藻場に関する現状、

ならびに本調査から考察される課題点を報告する。 

 

現状 
筑前大島・地ノ島周辺沿岸の岩礁域では、エビアマモ、アラメ、ツルアラメ、ホンダワラ属

藻類などの計 29種が観察され、海草藻類の多様な藻場が形成されていた。エビアマモに関して

は、環境省準絶滅危惧種（NT）に指定 1）されており、また九州での報告例が少ないこと 2）から

も、群落としての希少性は高いと推察された。 

宮津湾の浅海域では、アマモが約 20 mの幅で大型のパッチを形成しながら、500 mほど広が

っていた。繁茂期における濃密なアマモ群落内の株密度、乾燥重量、草丈は栄養株で 46 shoot 

0.25 m-2、41.9 g 0.25 m-2、111 cm、生殖株で 11 shoot 0.25 m-2、23.8 g 0.25 m-2、129 cmであ

った。宮津湾では、当該地以外に広大な藻場が観察されていないことから、本群落は湾の生物

生産にとって重要な役割を担っていると推察された。また同県内の島原半島南部（御領沖）で

は、アマモとウミヒルモの 2種から構成される海草藻場が観察された。 

日本沿岸における多年生アマモ場の南限に位置する栄松地先沿岸（南郷地先）では、海草 3

種、緑藻 5種、褐藻 8種、紅藻 12種、その他 2種が観察された。本地点における海草藻類の垂

直分布様式については、玉置らが報告 3）しているので、ここでは多年生アマモの分布状況とそ

の生育阻害因子に関する考察を述べたい。多年生アマモは、潮位観測基準面（D.L.）から -4.2 m

～-8.5 m の水深帯に分布しており、特に定置網周辺において、濃密な群落を形成していた。一

方、定置網から岸・沖方向に離れるに従い、アマモの被度が減少し、岸側のアマモ草体には、

藻食性魚類の採食痕が観察された。なお本定置網は、年間を通してほぼ同じ場所に設置されて

いることをヒアリングにより確認している。日向灘沿岸における藻場の衰退原因の一因として、

アイゴ等の藻食性魚類の採食が挙げられる 4）。しかしながら、養殖生簀や定置網の設置場所周辺

では、藻場が分布することが報告 4）されており、このことからアイゴなどの藻食性魚類の習性

として、定置網近傍などといった暗い場所や、魚網のような構造物傍の群れを形成しにくい場

所を回避する可能性が考えられた。以上のことから、南郷地先においても定置網周辺では、藻

食性魚類の摂食が回避された結果、濃密なアマモ場が残存していた可能性が推察された。 

志々伎湾では、アマモ、コアマモ、ツルアラメ、ホンダワラ属藻類などの計 33種が観察され、

またアマモに関しては、12.9 ha と大規模群落の形成が認められた。しかしながら、1980 年の
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木曾の報告 5）と比較すると、湾奥部南側の田ノ浦、船越において、アマモ場の減少が認められ

ている。 

鹿児島県稲荷川河口では、海草 1種、緑藻 6種、褐藻 3種、紅藻 17種、その他 1種の計 28

種が観察された。1年生アマモは、D.L. -2.4 m～-3.5 mの水深帯に濃密な群落を形成していた。

また D.L. +0.4 m～-11.6 mの砂泥帯において、沖縄県においては絶滅危惧種に指定 6）されてい

るウミフシナシミドロの群生が認められた。 

日本沿岸における 1 年生アマモ場の南限に位置する鹿児島県児ヶ水では、海草 1 種、緑藻 7

種、褐藻 10種、紅藻 29種、その他 1種の計 48種が観察された。本地点における海草藻類の垂

直分布様式については、玉置らが報告 3）しているので、ここでは 1 年生アマモの分布状況とそ

の生育阻害因子に関する考察を述べたい。1年生アマモは、D.L. -0.8 m～-1.3 mの砂帯に分布

していたが、底生動物の巣穴が頻繁に観察されたところでは、その被度が減少していた（R2 = 

0.57）。底生動物種に関しては不明であったが、Dumbauld & Wyllie-Echeverria7）は、底生動物

の巣穴の形成に伴う土壌の耕運効果が、底質の土壌硬度の低下を引き起こし、草体の流出を引

き起こす可能性を指摘している。1年生アマモは地下部の発達が貧弱であると推察され、このよ

うな草体では、地下部の固着力が小さいこと 8）から、底生動物の底質攪乱により、その分布が

阻害されている可能性が考えられた。 

 

課題 
九州沿岸のアマモ場は、エビアマモ（筑前大島・地ノ島周辺沿岸）、ウミフシナシミドロ（鹿

児島県稲荷川河口）などの希少種・絶滅危惧種が見られる貴重な場である。また南九州沿岸の

アマモ場は、多年生アマモ、1年生アマモの分布南限とされ、わずかな環境変動によって打撃を

受ける可能性がある。九州沿岸のアマモ場を衰退させる要因として、今回の調査で示唆された

のは、藻食性魚類による食害と底質攪乱の 2点であった。 

底質の攪乱は、特に 1年生アマモには致命的な影響を与える可能性が高く 9）、直接の原因とし

て、台風などの天候に起因する物理的攪乱と底生動物の穿孔などによる生物攪乱が考えられる。

鹿児島湾奥のアマモ場は、2004年の台風によって著しく縮小し、また湾口部のアマモ場（児ヶ

水）では、アマモの被度の低いところで底生動物の巣穴が多く観察される傾向であった 3）。後者

に関しては、アマモ場の衰退が底生動物の増加を許している可能性もあり、衰退したアマモ場

の回復を遅らせる要因と考えた方が良いかも知れない。天候による攪乱を防ぐ手段はないと考

えると、攪乱後の回復を遅らせる要因をできるだけ排除することが、アマモ場の保全につなが

ると考えられる。1年生アマモに関しては特に、底質の不安定化をもたらす底生動物種について、

その個体群の増減をもたらす要因を明らかにする必要がある。 

一方、藻食性魚類による食害に関しては、アマモ場だけでなくガラモ場、カジメ・アラメ場
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の衰退要因としても取り挙げられ、これまでにも食害の抑制を目的とした研究が行われてきた

10）。近年、特に食害が問題になっている背景には、海水温の上昇によってアイゴのような暖海

性の藻食性魚類が伊豆半島（榛南海域）まで分布を広げ、かつアクティブに活動するようにな

ったこと、魚類相が単純になり藻食性魚類を捕食する肉食性の魚類が減少したこと、などが影

響していると思われる。食害魚の駆除や網で囲む藻場の保護といった保全策は、海藻藻場で長

らく行われてきた。そのなかで、多年生のアマモ場で効果を上げそうな方策として、核となる

藻場を決めて食害魚を排除する方法が考えられる。食害が盛んになる 8月から 12月頃に限って

行えばコストを抑えることができ、核となるアマモ場が食害を免れることでその後の回復を早

めることが期待できる。また藻食性魚類による食害を緩和させる手法の確立のため、本調査で

示唆されるような、暗所等を創出する構造物設置に伴う藻食性魚類の採食回避の現象をさらに

明らかにしていく必要がある。 

その他、九州沿岸のアマモ場を衰退させる要因として、沿岸の海水温上昇や透明度の低下が

考えられる。海水温の上昇は様々な生物の南限を北へ押し上げるため、特に九州南部ではアマ

モ場の衰退する可能性が危惧される。また近年の異常気象に関しては、日本列島における降雨

パターンを変化させ、大量の雨が短期間に降る傾向を強めている 11）。そのため、大量の淡水と

土砂、陸域起源の有機物や栄養塩が降雨時に一気に沿岸に流れ込むことがあり、浮泥や土砂の

堆積、もしくは透明度の低下によって、草体の光合成が阻害されるなどの影響が懸念される。

気象変動をコントロールすることは難しいが、降雨時における陸水の流入パターンをより穏や

かなものに変え、土砂や有機物の流入を押さえることは可能である。すなわち、森林の保水力

や土壌の保持力を強化すること、正常な砂の流れが保たれるような河川管理を行うこと 12）、陸

域から沿岸域に流れ込む地下水の湧出を回復させ、浮泥や濁質の集積を防ぐといった自浄作用

13）の活用などが考えられる。 

 

謝辞 

調査地の確保にご協力いただいた漁業協同組合の皆さま、本調査の実施にご協力をいただい

た関係機関、大学、ならびに企業の皆さまに厚くお礼を申し上げます。 

 

引用文献  

1）環境省自然保護局 2002. 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 – レッドデータブッ

ク – 8 植物 I（維管束植物）. pp.627.、東京. 

2）水産庁・マリノフォーラム 21 2007. アマモ類の自然再生ガイドライン. 東京. 

3）玉置仁・田中敏博・荒武久道・渡辺雅子・松本里子・山本智子・相生啓子・新井章吾 2007. 

日本南限の多年生アマモおよび 1年生アマモの垂直分布に関する観察事例. 藻類 55: 1-6. 



 369 

4）清水博・渡辺耕平・新井章吾・寺脇利信 1999. 日向灘沿岸におけるクロメの立地環境条件

について. 宮崎県水産試験場研究報告 7: 29-41. 

5）木曾克裕 1980. 平戸島志々伎湾の海底地形と海底堆積物の特徴. 西水研研報 54: 135-140. 

6）沖縄県文化環境部自然保護課 1996. 沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物‐レッドデータ

おきなわ‐. 沖縄県. 

7）Dumbauld、 B. R. and Wyllie-Echeverria、 S. 2003. The influence of burrowing thalassinid 

shrimps on the distribution of intertidal seagrass in Willapa Bay、 Washington、 USA. 

Aquat. Bot. 77: 27-42. 

8）玉置仁・深谷惇志・徳岡誠人・村岡大祐 2007. 閉鎖性海域である宮城県長面浦湾における

アマモ草体の流出機構の検討. 日本海水学会誌 61: 321-324. 

9）川崎保夫 2003. 海草群落（アマモ場）の機能と修復・創生 海洋と生物 25(2): 85-91. 

10）藤田大介・野田幹雄・桑原久美 2006. 海藻を食べる魚たち – 生態から利用まで – . 261pp.、

成山堂書店、東京. 

11）気象庁 2005. 近年における世界の異常気象と気候変動‐その実態と見通し‐ 383pp. 

12）宇野木早苗・山本民次・清野聡子 2008. 川と海 流域圏の科学. pp.270-280、築地書館、

東京. 

13）玉置仁・新村陽子・吉田吾郎・寺脇利信・岡田光正 2003. アマモ場周辺海域における消散

係数の減少とそれに及ぼす干潟からの流出水の影響 – 広島湾におけるケーススタディ –. 第

37回日本水環境学会年会、pp.144. 

 

（玉置仁 石巻専修大学、 山本智子 鹿児島大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 370 

5-2-8 沖縄海域 
 
藻場 
現状 
南西諸島は南北 1200kmにおよぶ弓状の島嶼域であり、亜熱帯の気候区分に属する。海岸構

造はサンゴ礁リーフ内の礁池やリーフ外の漸深帯、干潟、マングローブ林など多様であり、そ

の規模や割合は島によって異なる。南西諸島は海藻の種多様性が高いが、生育空間が多様であ

ることや植生自体の緯度的変化が要因として考えられる。また、本海域の藻場は熱帯・亜熱帯

性種中心の群落構造であり、日本本土の藻場と全く異なる。群落は小型海藻中心で、生い茂る

ような立体構造の大規模な藻場は見られず、場所によってはサンゴ群集やアマモ場と混生する。

本稿では、1) 薩南諸島、2) 沖縄島、3) 先島諸島に区分し、それぞれの藻場の現状について述

べる。 

 

1) 薩南諸島 

薩南諸島は、種子島から与論島に至る南北 400kmの島嶼域であり、海岸構造や海藻植生が緯

度的に著しく変化する。大隅諸島（種子島、屋久島）では屋久島南部に小規模なサンゴ礁リー

フが見られるが、それ以外は岩礁中心の海岸となっている。奄美大島や徳之島、沖永良部島で

は各地にサンゴ礁リーフが形成されているが、沖縄で見られるものよりもリーフの幅がやや狭

く、礁池も浅い傾向にある。一方、薩南諸島最南端の与論島には大規模なサンゴ礁リーフが形

成されており、沖縄島等と同様な環境である。海藻の植生はサンゴ礁リーフの内外で著しく異

なっており、リーフの規模や環境の違いは海藻の種多様性にも大きく影響を与えている。特に、

喜界島等で知られる隆起サンゴ礁の海岸は満潮時でも水没しないサンゴ性の平磯岩盤となって

おり、海藻の生育場所はほぼリーフ外に限られる。 

薩南諸島で景観的に卓越する海藻藻場はホンダワラ属海藻を中心とするガラモ場である。し

かし、亜熱帯性のホンダワラ属海藻の多くは体長 50cm前後であることから、藻場空間の縦方向

の規模は小さい。ガラモ場はサンゴ礁リーフ内の水深 1-2mの岩盤上やリーフ外の水深 5m前後

の岩上に見られるが、長期的には減少傾向にある。種子島や屋久島ではタイドプール等でイソ

モクやタマナシモク、タマキレバモク等のガラモ場が見られるが、外海に面した場所には見ら

れない。奄美大島では、北部の奄美市笠利町佐仁のリーフ内にフタエモクやフタエヒイラギモ

クの藻場が見られる。徳之島では北部の天城町与名間の水深 5mから 10mにかけての岩上にヒ

メハモク等の藻場が見られ、漸深帯に形成されるガラモ場として希少性が高い。沖永良部島で

は南部の知名町ウジジ浜のリーフ内にガラモ場が見られるが、繁茂する年としない年がある。

熱帯・亜熱帯性のホンダワラ属海藻の季節性や個体群動態は未解明の種類も多く、今後の研究
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が期待される。 

薩南諸島には絶滅危惧種や希少種が多く生育する。特に、初記録以降に確認されていない種

が多いが、近年の調査でいくつかの種類が再確認された。我が国で唯一の亜熱帯性アマノリと

して知られるタネガシマアマノリは原記載以降に基準産地での生育が把握されていなかったが、

2002年に再確認された（Shinmura 1974）。アマミノクロキズタは Tanaka（1965）が徳之島

から報告したが、同島と種子島に生育することが近年再確認された（寺田、未発表）。また、日

本で数例の報告しかなかったベニアミゴロモやエツキマダラも徳之島で確認された（寺田、未

発表）。 

薩南諸島ではヒトエグサやクビレオゴノリ、ユミガタオゴノリ、アマノリ類などが食用とし

て採取されている。また、他地域ではほとんど利用されないフタエモク（奄美大島北部）やミ

ル（与論島と沖縄島北端の国頭村）等が食用として利用されるなど、独特の海藻利用文化も見

られる。いずれの海藻も採取量は多くないが資源量は減少傾向にあり、天然資源の持続的な利

用と養殖技術開発が望まれる。 

 

2) 沖縄島 

沖縄島の海岸は中城地区の干潟等を除き、全域にサンゴ礁リーフが形成されている。海藻は

サンゴ礁リーフ内外、干潟、マングローブ林など様々な場所に見られるが、藻場の主体はガラ

モ場であり、リーフ内の礁池や干潟の岩上に点在する。中城地区のうるま市宇堅では水深 2-3m

の岩上にカラクサモク等が見られ、北西部の宜野座村では近年新種として確認されたチュラシ

マモクが水深 1-3mの岩上に見られる（Yoshida et al. 2004、 Shimabukuro et al. 2008）。また、

南部の与那原町から南城市にかけての海岸ではヒジキが水深 1-2mの岩礁上に生育し、春季に採

取されている。ヒジキは日本本土各地や朝鮮半島、中国に広く分布するが、南西諸島では当地

にのみ生育する。沖縄のヒジキは有用種であると共に、隔離個体群として植物地理学的な見地

からも希少性が高い。 

中城地区の泡瀬干潟は沖縄島で最も大規模な干潟であり、離岸距離によってイソスギナ群落、

アマモ場、ガラモ場と植生が変化する。当地には環境省指定の絶滅危惧種（II類）のクビレミ

ドロが生育する。本種の生育地は泡瀬地区以外で 2ヶ所のみであり、本種群落の保全が急務で

ある。沖縄島北部の本部町塩川には塩水性の河川中に環境省指定の準絶滅危惧種であるシオカ

ワモッカが生育する。特殊な環境に生育する希少種だが、大雨時の赤土流入等で生育環境が悪

化しており、生育状況を定期的に調査することが望まれる。一方、那覇新港沖のリーフ岩盤上

にはウミトラノオが見られる。本種は日本本土各地に広く分布するが、南西諸島での生育地は

那覇新港を含めて数カ所のみである。ヒジキと同様に隔離個体群として希少性が高いが、埋め

立てや環境悪化で沖縄の個体群の消失が危惧される。 
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沖縄島ではヒジキの他にクビレオゴノリ、ユミガタオゴノリ、イバラノリ、ヒトエグサ等を

採取している。クビレオゴノリやユミガタオゴノリは海藻サラダとして利用され、イバラノリ

はモーイ豆腐の名前で煮固めて食する。ヒトエグサは汁物の具や天ぷらで食べる。いずれも地

域固有の食文化に欠かせない食材だが、オキナワモズクやクビレズタのように地域内利用の海

藻が養殖技術開発によって一大産業種に発展した例もあり、天然資源の安定的な利用と養殖技

術開発が望まれる。 

 

3) 先島諸島 

先島諸島もサンゴ礁リーフや干潟、マングローブ林

など、海岸構造が多様である。石垣島や宮古島では島

内全域にわたって広大なサンゴ礁リーフが形成されて

いるが、礁池の規模が沖縄島よりもさらに大規模な場

所が多い。特に石垣島南東部の白保や北西部の川平湾

外には沖合 1km以上におよぶ礁池が形成されており、

サンゴ群集と混生する形で熱帯性海藻が生育する。一

般に海藻群落は水深によって帯状に分布するが、礁池

内では水深による植生変化と共に離岸距離で変化する。

川平湾外や白保以北のリーフには水深 2m前後の枝サンゴ上や岩盤上にカタメンキリンサイが

生育し、海岸付近の砂がかった岩盤上にユミガタオゴノリやリュウキュウオゴノリが生育する。

特に、リュウキュウオゴノリは環境省指定の準絶滅危惧種であり、国内の生育地が沖永良部島、

宮古島、石垣島に限られる点で希少性が高い。 

大規模なガラモ場は石垣島北西部の底池や宮古島東

部沿岸に見られ、アマモ場と混生する形でヒメハモク、

コバモク、Sargassum oligocystum等が生育する。し

かし、宮古島東部のガラモ場は減少傾向にあり、現況

ではアマモ場が優占する。南西諸島のガラモ場の個体

群動態や群落維持機構の解明が急務である。 

先島諸島ではユミガタオゴノリやカタメンキリンサ

イ、イバラノリ等を食用に採取しており、海藻サラダ

や煮固めて食する。採取量は多くないが、有用種とし

て資源を持続的に利用する対策が求められる。 

 

石垣島川平のリュウキュウオゴノリ 

石垣島白保のガラモ場 
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課題 
南西諸島の海藻藻場は、亜熱帯性のガラモ場と小型海藻を中心とした種多様性の高い海藻群

落が特徴としてあげられる。また、亜熱帯性種の分布北限群落や絶滅危惧種を多く含む点でも

希少性が高い。一連の調査では、各地において重要湿地の選定理由となった種や植生が概ね観

察された。しかし、過去の報告と比較が可能な場所では、藻場が質的・量的に変化している場

所も多い。南西諸島の海藻藻場はサンゴ礁リーフ内に形成される場合が多く、社会基盤整備に

よるリーフの埋め立てや環境悪化が藻場の消失に直結する。また、サンゴ礁内は砂泥底の海底

や砂浜を介して淡水がしみ出しており、栄養塩の供給源として海岸構造や後背地の環境保全も

重要である。近年、サンゴ礁リーフが各地で埋め立てられており、海岸もコンクリート等で護

岸される場所が増えている。本海域の海藻藻場の保全に際しては、サンゴ礁生態系および後背

地全体を視野に入れた保全が不可欠である。 

本海域の海藻に関しては、環境アセスメントでの調査事例が多い反面、分類や生活史、生態

についての基礎研究では未解明の部分が多く残されている。我が国唯一の亜熱帯性海藻植生で

あり、今後の研究の進展が望まれている。 
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アマモ類とサンゴ（備瀬崎） 

アマモ場 
現状 

沖縄海域のアマモ場は、トチカガミ科およびシ

オニラ科に属する熱帯性の海草類が多種出現し、

アマモ科の海草が主体となっている鹿児島以北の

アマモ場とは大きく異なっている。沖縄沿岸海域

は、サンゴ礁に囲まれたところが多く、アマモ場

は基本的にはサンゴ礁池（イノー）に形成される

堆積物底に分布する場合が多い。ただし、河口域

に形成される干潟においてはマングローブの前面

に広がる場合もある。 

第４回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告（環境庁 1994）では、沖縄県の主要な島

嶼である沖縄島、宮古島、石垣島、西表島のほか、与那国島、波照間島などでもアマモ場の分

布が確認されている（当間 1981、 1999）。沖縄海域におけるアマモ場の詳細な分布や種構成に

ついての報告は比較的多数ある（例えば、当真 1999、金本 2001、 Tanaka & Kayanne 2007など）。

今回の自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査では、沖縄本島東部沿岸、中城湾北部（沖縄本

島）、備瀬崎（沖縄本島。本調査では瀬底島地先沿岸として実施）、与那覇湾沖（宮古島）、吹通

川河口（石垣島）、名蔵湾（石垣島）、白保地先沿岸（石垣島）、崎山湾（西表島）、網取湾（西

表島）で調査が行われた（表１）。 

 
 

種多様性と分布 

沖縄海域では、ウミショウブ、リュウキュウスガモ、ヒメウミヒルモ、ウミヒルモ、ベニア

マモ、リュウキュウアマモ、マツバウミジグサ、ウミジグサ、ボウバアマモ、コアマモ、カワ

ツルモの計 11種が分布する（表１）。なお、ウミヒルモ属およびウミジグサ属の海草類について

は、現在、分類基準を巡り異なる見解が複数出ている。本報の種多様性については、Short et al. 

(2007)に従い、これまで一般的に使われてきた分類基準に沿って記述する。 
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ウミショウブ（網取） 

上記の種は、ウミショウブ、ヒメウミヒルモ、コアマモ、カワツルモを除き、沖縄の浅海域

に形成されるアマモ場に一般的に分布する。ウミショウブの分布は西表島および石垣島に限ら

れる。本調査では吹通川河口、崎山湾、網取湾で観察された。ヒメウミヒルモの生息域は比較

的深い砂泥底に限定され、本調査では、中城湾

北部のみで確認されたが、沖縄本島東部沿岸に

も分布している（日本自然保護協会 2007）。コ

アマモおよびカワツルモの分布は、河口干潟な

ど淡水の流入がある汽水性の環境に限られる。

本調査では、コアマモは中城湾北部の泡瀬干潟

と吹通川河口、および名蔵湾のアンパル河口干

潟で観察された。カワツルモは中城湾北部の泡

瀬干潟の他、名護市塩川の汽水域に分布してい

る。 

 

現存量および海草群集の特徴 

沖縄のアマモ場の海草類は、水深（光条件）

や底質、波当たりなどの環境条件に応じて、あ

る程度の分布の変異を示すが（Tanaka & 

Kayanne 2007）、明瞭な帯状分布のパターンは

見られず、非常に狭い空間範囲の中に多種が混

在することが多い。例えば、崎山湾の調査点で

は、0.25 m2のコドラート内に、ウミショウブ、

リュウキュウスガモ、ウミヒルモ、ベニアマモ、

リュウキュウアマモ、ウミジグサの 6種が分布

していたケースもあった。 

海草の現存量は、備瀬崎では 125 gDW/m2、(リュウキュウスガモが全体の 74%を占める)、白

保地先沿岸では 719 gDW/m2 （リュウキュウスガモが全体の 60%）、崎山湾では 116 gDW/m2 （ウ

ミショウブが全体の 93%）と、地点により大きく変異した。これには、水深、光、栄養塩、底

質、植食動物の摂食圧等の多数の要因が複合的に関与していると思われる。いずれにせよ、ウ

ミショウブが出現するアマモ場ではウミショウブが、その他のアマモ場のほとんどではリュウ

キュウスガモが優占種となる場合が多い。 

 

 

アマモ場の魚類（備瀬崎） 
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生物相 

沖縄海域の多くのアマモ場はサンゴ礁池内に形成されるため、サンゴ礁やサンゴ礫および岩

礁などの環境がアマモ場内外に含まれる場合が多い。このような場所では、サンゴや海藻類な

どが海草類と共存する。例えば、沖縄本島東部沿岸のアマモ場内外にはホンダワラ類、ウミウ

チワ類等が多い。また、白保地先沿岸の周辺海域では、100種以上の海藻類の出現が記録されて

おり、その中には絶滅が危惧される種も含まれている。一方、泡瀬干潟（中城湾北部）、備瀬崎、

白保地先沿岸などの潮下帯のアマモ場では、海草類とサンゴ類が混成している。 

沖縄沿岸のアマモ場では、目視できるサイズの小型無脊椎動物は少ない。しかし、大型底生

動物については、アオヒトデやナマコ類などの棘皮動物や魚類が著しく多い。さらに直接アマ

モ類を餌とする大型動物として、アオウミガメやジュゴンなどが生息する。特に、特別天然記

念物のジュゴンは沖縄本島東部海岸および北西部海域で目撃例が多く、周辺海域のアマモ場を

主要な餌場としている可能性が高い (環境省 2006)。 

 

課題 
環境庁（1994）の聞き取り調査の結果では、沖縄海域のアマモ場は 1978年～1991年の間に 6、

933haから 6、902haに減少している。減少率は 0.4%とわずかであるが、より多くのアマモ場が

1980年代以前の開発に伴い消失した可能性もある。また、1990年代以降のアマモ場の変化に関

する定量的なデータも少ないのが現状である。 

沖縄本島北東部では辺野古から金武岬東側にアマモ場が広がっている。特に辺野古海域には、

沖縄本島全域で最も面積が広いアマモ場があり、ジュゴン、アオウミガメの餌場としての価値

も高い。しかし、米軍基地移設に伴う埋め立て計画が進行中である。また関連する陸域の開発

に伴う河川を通じた表土の流入、近年の台風接近の頻発化に伴う底質の巻き上げ等、アマモ場

に対するさまざまなタイプの撹乱が懸念されている。沖縄本島で 2 番目に広いアマモ場は、中

城湾北部海域の泡瀬干潟であるが、ここにも埋め立て計画があり、工事に伴う底質の変動など

が起こりつつある。また、白保地先沿岸では、近傍において空港の建設が予定されている。こ

れらの海域のアマモ場については、大型植食動物を含む生物群集全体を対象としたモニタリン

グと、適切な保全対策の実施が緊急に求められている。 

その他のアマモ場については、現時点では深刻な人為的撹乱の影響が少ないと思われる。例

えば、崎山湾は、ウミショウブを中心とするアマモ場としては日本で最も広い面積を持ち、か

つ湾一帯に人間活動を伴う施設等が全くない環境にある。また、備瀬崎では、サンゴと海草が

混生する形の良好なアマモ場が広がっている。このような場所は希少であり、今後のあらゆる

開発計画に対する監視が必要である。 

しかし、現在の人為的な影響が軽微と思われる場所であっても、近年の沖縄沿岸海域では、
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地球規模の気候変動による水温上昇や海水面増加に伴う生態系の変化（サンゴ礁の劣化など）、

および赤土流入による底質の変化や透明度の低下などに代表されるさまざまなストレスを受け

つつある。このような複数の環境要因の変化の複合的な影響を評価するためには、さまざまな

空間スケールにおけるモニタリングを長期的に実施することが有効であろう。 

沖縄のアマモ場は、沿岸生態系の他の主要な構成要素であるサンゴ類やマングローブと連続

的に分布している場合が多い。例えば、備瀬崎や網取湾のアマモ場では、サンゴ群集も周囲に

存在し、一部では海草類と混成している。一方、吹通川河口や名蔵湾のアマモ場は、上流のマ

ングローブから連続的に移行する。これらの場所は、サンゴ、海草、マングローブが物質や生

物の輸送・移動を通じて密接に関連しているので、沿岸海域全体を考慮した保全計画の作成が

必要である。 
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熱帯生物圏研究センター瀬底実験所，東海大学沖縄地域研究センター 

水圏リサーチ株式会社，海中景観研究所，初島ダイビングセンター，サンセットリゾートダイビングセ

ンター 

川井浩史（神戸大学内海域環境教育研究センター），羽生田岳昭（神戸大学内海域環境教育研究センター），

平岡雅規（高知大学），内村真之（独立行政法人 港湾空港技術研究所），相楽充紀（姫路市立水族館），阿

部祐子（高知県工業技術センター），原口展子（高知大学），中村洋平（高知大学），芳野康一，中村恵理子，

加藤（旧姓：井口）隆子，内山義政，高石容二朗 

 

※ 上記は，調査責任者や有識者委員からの申し出をいただいた団体，機関，個人名を記載しています。 
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別表 

 

3 主要種分布図 
 
アナアオサ Ulva pertusa Kjellman 

スリコギズタ Caulerpa racemosa var. laete-virens  (Montagne) Weber-van Bosse 

マコンブ Laminaria japonica Areschoug 

ワカメ Undaria pinnatifida (Harvey) Suringar 

アカモク Sargassum horneri (Turner) C. Agardh 

ヒジキ Sargassum fusiforme (Harvey) Setchell 

ヤツマタモク Sargassum patens C. Agardh 

マクサ Gelidium elegans Kuetzing 

カバノリ Gracilaria textorii (Suringar) Hariot 

オゴノリ Gracilaria vermiculophylla (Ohmi) Papenfuss 

アマモ Zostera marina L. 

コアマモ Zostera japonica Ash. Et Graebn. 

ウミヒルモ Halophila ovalis (R. Br.) Hook. F. 

 

 
※ここでは日本沿岸域に広く一般的に生育している種から数種を掲載している。 
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Sargassum fusiforme (Harvey) Setchell
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Sargassum patens C. Agardh
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